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官序

1996年から始まった「石見銀山」の総合的な調査研究のうち、歴史文献に関係するものについては、1997年

に島根県から委託を受け、「石見銀山歴史文献調査団」を結成 し調査研究に着手 した。その 5年間の調査報告

の一部分として、ここに「石見銀山関係歴史年表」をお届けする。すでに1999年に 2年間の中間報告として年

表を発表 したが、その後 3年間の調査成果を盛り込んで全面的な改定を行ったものが、本年表である。

歴史文献調査団の調査方針としては、①石見銀山そのものの史料、②日本国内の石見銀山と密接な関係を有

する各鉱山の史料、③銀の大量生産にともなってたちまちに活発化 した貿易をはじめとする対外関係史料、以

上の 3分野にわかって、調査研究を進めた。ただし年表編纂に当たっては、紙幅の都合上、①と②は一緒にし

て、③の対外関係と対置 したことをお断りしておきたい。

まずは先学の研究成果を吸収 して、そこから出発することとして、厖大な研究成果のカー ド化から作業を開

始 し、一方で、先学の諸先生から、直接に御教示を受けるために、先学の方々に研究報告をお願いして、研究

会を催 した。その研究会の報告内容は、別に『石見銀山遺跡総合調査報告書 平成5年度～平成10年度第 4冊

歴史文献研究会編』として、報告書を作っているので、併せて参照 していただきたい。

次の課題は新史料の調査である。本国石見はもちろんとして、日本国内の石見銀山や当時の鉱山に関係する

史料の調査である。さらに、石見銀山を最初とする銀山開発による銀の大量生産によって、中国、ポル トガル

を始めとする対外貿易が活発化する。それが引き金となって、鉄砲の伝来やフランシスコ・ザビエルを始めと

するイエズス会宣教師の渡来などを誘引した。我が国はそれらによって、大航海時代の世界のなかに投げ込ま

れたわけである。国内ではその刺激もあって、統一政権成立の重大な契機となった。このような画期的な変動

の原因となった石見銀山の開発の意義を、世界的な文書のなかで確かめてゆきたい。その輪郭は大体掴めてい

るとはいえ、さらにその意義を確定 しなければならぬという情熱をもって、調査を開始 した。まずは各国の当

該研究に近い研究者を共同研究の仲間に入ってもらい、当該関係文書を調査発掘 してもらい、それを翻訳するとい

う作業を行った。また、すでに先学たちによって明らかにされ、使用されている史料も出来るだけ、原典、それに

近いものに当たるという方針を立てた。史料を渉猟した国々は、ポル トガル、スペイン、イタリア、オランダ、中

国、韓国の 6カ 国にわたり、フランス文献なども参照した。共同研究のメンバーは後にお名前を上げさせて戴 く。

この調査は大体 5年計画で、計画最終年度である現在、この年表を作った。何分広範囲にわたる課題である

ので、全員懸命に作業 したとはいえ、疎漏になっている部分もあろうかと危惧する次第である。 しかし、その

不安を省みず公刊するのは、今後のたたき台として、必ず当課題の研究の進展に役立つものと考えているから

である。同時に『石見銀山関係編年史料綱目』を公刊する。より詳 しい史実を伝えるものは同書に掲載 し、年

表には簡明に記載 した。簡単なものは年表のみに記載 した。併せて参照 していただきたい。

また、年表、史料綱目担当の「歴史文献調査団」と、発掘担当の有志によって、別個に、『石見銀山関係論

集』を上梓 した。文献 。発掘双方の調査の現在時点における成果を世に問い、批判の対象として、提供 したい

という気持からである。前掲の報告書とともに、あわせて参照 していただけると幸いである。

なお、史料調査に当たって、史料所蔵者ならびに所蔵諸機関の方々のお世話になること甚大であった。感謝

申しあげる。

全体を通 して脇田晴子が監修 した。全体の事務局としての仕事は岩屋さおりが当たった。

石見銀山歴史文献調査団長

脇  田  晴  子

2002年 3月 31日



官例

1 本書は、石見銀山とそれに関係の深い日本国内の鉱山、対外関係における石見銀をはじめとする日本銀に関

する史料集である。

2 この史料集は、平成 9～ 13年度に島根県教育委員会が石見銀山歴史文献調査団に調査を委託 し、編纂を依頼

したものである。

3 石見銀山歴史文献調査団における調査体制及び調査分担は次のとおりである。

(1)全体の監修・統括

脇田 晴子 (滋賀県立大学教授・石見銀山遺跡発掘調査委員・石見銀山歴史文献調査団長)

(2)島根県内 。日本国内

田中 圭一 (元筑波大学教授 。石見銀山遺跡発掘調査委員・石見銀山歴史文献調査団副団長)

藤岡 大拙 (島根県立島根女子短期大学学長・石見銀山遺跡発掘調査委員)

原田洋一郎 *(東京都立航空工業高等専門学校助教授)

小林 准士 (島根大学助教授)

佐伯 徳哉 *(島根県古代文化センター主任研究員)

岡  宏三 *(島根県古代文化センター主任研究員)

仲野 義文 *(石見銀山資料館学芸員)

松岡 美幸 *(島根県教育庁文化財課嘱託)

協 力 者

岩城 卓二 (大阪教育大学助教授)船 杉 力修 (島根大学講師)   田中 達也 (大東文化大学講師)

山澤  学 (筑波大学文部技官) 六本木健志 (日本学術振興会特房研究員)平 野 哲也 (日本学術振興会特号研究員)

山崎 美和 (石見銀山資料館職員)東 谷  智 (京都大学大学院生) 山下 和秀 (島根大学大学院生)

小杉紗友美 (島根大学大学院生) 今岡 広樹 (島根大学研究生)  板垣 貴志 (愛媛大学卒業生)

青山 智香 (島根大学学生)   石浪 直子 (島根大学学生)   磯部 泰智 (島根大学学生)

江角 知紀 (島根大学学生)   大津 和史 (島根大学学生)   尾郷 友香 (島根大学学生)

金折  瞳 (島根大学学生)   熊崎 里子 (島根大学学生)   近藤 純― (島根大学学生)

角 ちひろ (島根大学学生)   清E本 裕氏 (島根大学学生)   沼本  龍 (島根大学学生)

別宮 博明 (島根大学学生)   細田 綾乃 (島根大学学生)   松原 祥子 (島根大学学生)

山本  泉 (島根大学学生)   吉岡  悠 (島根大学学生)   吉田 和生 (島根大学学生)

村上 将博 (島根大学学生)   新庄 正典 (島根大学学生)   松尾  寿 (島根大学学生)

/卜原  美糸己 (島根県教育庁文化財課臨時職員) 三島  典子 (島根県教育庁文化財課臨時職員)

俗)海外関係

1)ポル トガル関係史料

ヨリッセン。エンゲルベル ト*(京都大学大学院助教授)

ジョアン・パウロ。オリヴェイラ・イ・ コスタ (リ スボン新大学助教授)

林田 雅至 (大阪外国語大学助教授)

岡 美穂子 *(京都大学大学院生)

協 力 者

石川 博樹 (東京大学大学院生) 小島 明子 (大阪外国語大学学生)辻   郁子 (大阪外国語大学卒業生)

松平 和子 (大阪外国語大学学生)坂 口 和美 (大阪外国語大学学生)吉 羽香奈子 (大阪外国語大学学生)

マリア・ アナ・ サンデ・ タボルダ・ ヌネス・デ・オ リヴェイラ (リ スボン新大学大学院生)

フィリパ・ カンセラ・ デ 。アブレウ 。リベイロ・ フェレイラ (リ スボン新大学大学院生)

クリスティーナ・ ラッフィン (コ ロンビア大学大学院生)

カルラ・ ソフィア・ コスタ。ロドリゲス・ ダ・ シルバ (リ スボン新大学卒業生)

2)スベイン関係史料

ヨリッセン・ エンゲルベル ト*(京都大学大学院助教授)

岡 美穂子 *(京都大学大学院生)



3)オランダ関係史料

藤田加代子 *(日本学術振興会特別研究員)

4)イ タリア関係史料

ヨリッセン・ エンゲルベル ト*(京都大学大学院助教授)

協 力 者

ドナテッラ・ ディマッセ (大阪外国語大学大学院留学生)

5)朝鮮半島関係史料

金東哲 (釜山大学副教授)

テ裕淑 (早稲田大学大学院生)

大西 信行 *(中央大学杉並高等学校教諭)

岩屋さおり*(大阪大学大学院生・城西国際大学非常勤講師)

折笠 明彦 *(早稲田大学大学院生)

協 力 者

田中 俊明 (滋賀県立大学教授) 安田 純也 (滋賀県立大学大学院生)西村 幸信 帥 嗽語欝 禍碑鰍岐編薙)

三村 光弘 (大阪大学大学院生) 木光錫 (釜山大学非常勤講師)  詰旭 (釜山大学非常勤講師)

梁興淑 (釜山大学大学院生)   孫知咲 (釜山大学大学院生)   季薫 (韓国国史編纂委員会研究委員)

許芝銀 (韓国国史編纂委員会研究委員)吉 田 信也 (京都大学大学院生) 真木 玲奈 (滋賀県立大学学生)

井伊 裕子 (京都女子大学大学院生)宇 佐美尚穂 (京都女子大学大学院生)高 井多佳子 (京都女子大学大学院生)

6)中国関係史料

松浦 章 (関西大学文学部教授)

経君健 (中国社会科学院経済研究所教授)

陳暉 (城西国際大学客員教授・ 中国社会科学院経済研究所亜洲研究所副教授)

郭愛蓮 (中国第一棺案館副館長)

睫新平 *(神戸大学非常勤講師)

協 力 者

許檀 (中国社会科学院経済研究所研究員)登卜亦兵 (中国社会科学院経済研究所研究員)朱 淑媛 (中国第一棺案館副研究員)

揚永戦 (中国第一憎案館副研究員)張 晶 (中国第一棺案館副研究員) 内野花 (関西大学学生)

木下 真里 (関西大学学生)   平尾 紀子 (関西大学学生)

7)日本語による海外関係史料

岩屋さおり*(大阪大学大学院生 。城西国際大学非常勤講師)

協 力 者

広岡 浄進 (大阪大学大学院生) 浅水江理子 (横浜国立大学大学院生)阿部  環 (滋賀県立大学卒業生)

流石 幸訂||(滋賀県立大学大学院生)岩淵加奈子 (滋賀県立大学大学院生)仲村 友― (滋賀県立大学大学院生)

西田  彰 (滋賀県立大学学生) 藤田 尚寛 (滋賀県立大学学生) 加藤 優子 (滋賀県立大学学生)

寺田  燈 (滋賀県立大学学生) 植村 真也 (滋賀県立大学学生) 河合 聡史 (滋賀県立大学学生)

増田 理紗 (大阪教育大学学生)

8)英語文献

岩屋さおり*(大阪大学大学院生・城西国際大学非常勤講師)

協 力 者

岩瀬 由佳 (大阪外国語大学大学院生)木 戸 敦子 (関西外国語大学大学院生)伊 藤佳利子 (大阪大学大学院生)

9)フランス語文献

東 ひおゝみ (フ ランス社会科学高等研究院院生)

岩屋さおり*(大阪大学大学院生・城西国際大学非常勤講師)

閣 *印 は年表の執筆者をあらわす。

( )内 に所属を記 した。継続 して調査に関わっている人の場合は現在の所属を、過去において関わった人

の場合には当時のものとなっている。

この年表の校正は岡村美智代が担当した。



例

1 構成と内容

(1)収録の時代

1500年代1600年代を中心として、1334年頃から1710年頃までを収録 した。

(2)領域の区分

「国内」、「海外」の 2つ の領域に区分 した。

1)「国内」の項目には、中世においては佐摩銀山とそれと関係の深い周辺地域及び石見国内に散在する鉱

山、近世においては石見銀山附御料についての記事を収載 した。石見銀山と関連の深いと思われる日本

国内における鉱山の記事は、文頭に<○○鉱山>と して、収載 した。また、幕府の鉱山 。交易に関する

政策、三貨及び米の相場などについての一般的な記事の文頭には |を付 して収載 した。

2)「海外」の項目には、石見銀をはじめとする日本銀の貿易・流通状況を示す記事、日本銀の影響が及ん

だと思われる国・地域の金銀比価を示す記事を主に収載 した。

3)「国内」、「海外」の別は史料の所在地によった。ただし、韓国国史編纂委員会所蔵の「宗家記録」をも

とにした記事は「国内」に収載 した。

2 記述形式および留意事項

(1)年代の記述

西暦と和暦を併用 している。海外では、中国・朝鮮関係の記事があるときには、中国年号 。朝鮮年号を入

れた。必ず しも記事と対応する位置には入れていない。

(2)月 日の三己述

複数国の史料をもとに作成 した年表であるため、煩雑になるのをさけ、陰暦等から陽暦への換算をしなかっ

た。暦の種類を問わず、史料にあらわれる記述を採用 した。

時代的に年月日を確定できない記事が多く、それらは以下の要領で配置した。

1)年・ 月が明確で、日付の不確かな場合、月のみを記載 し、その月のおわりにまとめて収めた。

2)年が明確で、月 。日ともに不確かな場合、年のみを記載 し、その年のおわりにまとめて収めた。

3)正確な年はわからないが、おおよその年代がわかっている場合、年表記事の冒頭に「 この頃」をつけ

て表 した。

4)史料には年・月・ 日があらわれないが、推定される場合、年表記事の冒頭に「この年か」をつけて表

した。

(3)人 名の表記

史料中に現れる記述に忠実に記 した。慣用度の高いものについては、ヴァリニャーノのように簡略にした

ものもある。また、人名で数種類の表記方法があるものについて、同一人物と思われるものはママをつけ

て史料文中の表記どおりに記 した。

14)国 名地名の表記

史料中に現れる記述に忠実に記 した。記事の内容により、朝鮮、中国などの慣用的な表現に改めているも

のもある。

(5)典拠の記載

記事の末尾に史料・文献を ( )で示 し、参考文献については巻末にあげた。

(6)史料の所在地で略称を用いたものがあるが、それの正式名称については次にあげる。

ARSI  Archivum Romanum Societatis lesu

仔)史料名の右に半が付いているものは、『石見銀山関係編年史料綱目』にも採録 した。あわせて参照された

い。                            以 上



汚几銀占関係歴史年永

1334年～1710年



西 暦 (年号 :日本) 国 内

1334-1386年

(建武年間)
足利直冬石見入国、銀山の露頭銀を掘りつくすという。(石見銀山旧記)碁

1376年 (永和 2年 )

1388年 (元中 5年 )

(嘉慶 2年 )

1391年 (元中 8年 )

(明徳 2年 )

1368-1398年
(応安元一応永 5年 )

1430年 (永享 2年 )

1432年 (永享 4年 ) 1日 本、将軍商売物として原銅を明に輸出。(戊子入明記)

1436年 (永享 8年 )

1437年 (永享 9年 )

1438年 (永享10年 )

1444年 (文安元年)

1450年 (宝徳 2年 )

1429、 14504F

(永享元、宝徳 2年 )

1楠葉西忍が永享・宝徳度の遣明船で渡明の経験を語る。唐船の貿易の利益は生糸にまさるものはない。唐糸 1斤

は250匁であるが日本での代価は 5貫文である。西国備前・備中の銅一駄 (大体356貫 目)の 代は10貫文、唐土で

明州・雲州糸で替えて持って帰ると、40貫・50貫になる。金 1両、日本では銭30貫であるが、これを糸に替えて持っ

て帰ると120貫、150貫になる。 (大乗院寺社雑事記)

15世紀中頃

1451年 (宝徳 3年 ) 1遣明船の時で銅銭の輸入 6万貫。(大乗院寺社雑事記)

1449-1452年

(宝徳元―享徳元年)

†宝徳度 (1449～ 52)、 楠葉西忍、遣明船貿易の話によれば、北京では銀10文 目が銭 1貫文 (千文)、 南京で銭 2貫

文、寧波では銭 3貫文であるという。(大乗院寺社雑事記)

1458年 (長禄 2年 )

1460年 (寛正元年)

1457-1464年
(長禄元一寛正 5年 )

1465年 (寛正 6年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 海 外

1334-1386年

1376年O(洪武 9年 ) 4月  明の洪武帝、今年の種税を銀 。妙・銭・絹で納めろと戸部に命じる。(明太祖実録)

1388年③(辛昌元年) 朝鮮使節が、中国や日本に赴いて銀を売れば、絞首刑となる。(経国大典)

朝鮮において、官・吏ともに、酒器以外の銀器の使用を禁ずる。(経国大典)

1391年①(洪武13年) 銀で納税するのは銀採掘場だけ。この年、銀の課税は24,740両 。(口 知録)

1368-1398年
③(洪武年間)

この頃明国では、妙 2貫500文を折米 1石、金 1両 を折20石、銀 1両を折 4石にする。 (国 知録)

1430年③ (宣徳 3年 ) 11月  この時、毎年銀87,800両 を上納してきた浙江温州、処州二府の平陽、麗水 7県の銀山の鉱脈の状況を再調査。
(続文献通考)

この年、銀の課税は320,297両 。その後、この額を基準とする。 (国 知録)

1432年

1436年◎(正統元年) この年、銀 2銭 5分を米 1石に折納させる。(日 知録)

米麦 1石を銀 2銭 5分に折納とし、江南・浙江・江西・湖広・福建・広東・広西の米・麦400余万石は、銀100万 余
両とされた。これを金花銀という。(明史)

1437年③(正統 2年 ) 明国において、銀・布・絹を米に折納させる。その後、折納は一般化する。(日 知録)

1438年O(正統 3年 ) 明国において、銀山が閉鎖され、銀の課税は廃止。(口 知録)

1444年O(正統 8年 ) 7月 明国では、浙江・福建の銀山は再開。毎年、福建の銀課は21,120両 あまり、所江の銀課は41,700両 あまりで、
宣徳期の半分、洪武期の10倍 にあたる。(続文献通考 。明書 。明史)

明国において銀採掘が再開され、この年、銀の課税は67,180両 。その後、対外貿易が増えたため、銀の流通は盛ん
になる。(日 知録)

1450年 ③ (景泰元年) 2月  明国、浙江・福建の銀山は閉鎖。 (続文献通考)

1429、 14504F

15世紀中頃 景泰年間 (1450～ 1456年 )、 明朝、日本の朝貢品に対して銀34,700両 あまりの給価を与える。(明史)

明国において銅貨にかわり、銀の流通は一般化し、その後外国銀の大量輸入により、銀は通常の貨幣になる。 (国

知録)

14514言

1449-1452年

1458年O(天順 2年 ) この年、浙江・福建の銀山は再開。(続文献通考)

1460年◎(天順 4年 ) 銀産地に課せられた銀の上納額、福建・浙江は従来どおり、雲南は100,000両 あまり、四川は13,000両 あまり、合
せて183,000両 余り。(明史・続文献通考)

1457-1464年
O(天順年間)

明国、雲南の銀鉱の銀産量は毎年 2万～10万両で、いつも全国の50%以上を占める。(広志繹)

1465年③(成化元年) 明国、米 1石 につき銀 8～ 4銭。以降、米の価格は上昇する傾向が見られる。(典故紀聞・客座贅語・閲世篇)



西 暦 (年号 :日本) 国 内

1467年 (応仁元年) 十日1本、将軍商売物として鋼銹駄を明に輸出。(戊子入明記)

14684(応仁 2年 ) 十幕府船に客人衆 (禅僧く京都‐兵庫・芦屋・博多め商人、山名・畠山の■族家巨等)を乗せて入明ヽそれぞ
―
れ10

分の1を税として徴家される。噺 入明砂

1471年 (文明1年)

1474年 (文明 6年)

147ΥF(文明 8年 )

1477年 (文明 9年) 19月 3日 足利義尚、大内左京大夫政弘⌒石昂国仁摩郡他を安堵する。(黒岡帯刀氏旧蔵文書)・

14304彼明1挙p.

1431年 (文明13年)

1482年 伎 明ittD

1483年 (文明16年) 十楠葉西忍、明への輸出は10種類にして持参せよという。(ラ フコの皮・胡41X,蘇芳=中継貿易品、赤金・金・alL

子=金属、太刀・長大刀 ,鍵|=刀剣類、吉扇=工芸品―)(六乗院寺社雑事諭

1485T(文 明17年)

1487年〔長享元年)

1489年 (延徳元年)

1490年 (廷徳 2年)

1492年 (明応元年)



西暦 (年号 :中国 朝鮮 ) 外海

1467年O(成化 3年 ) 明国、湖広で金鉱場は21個所開けられたが、成功せず閉鎖する。浙江銀鉱は減産、雲南銀鉱は閉鎖、再開を繰り返

す。 (続文献通考)

明国、茶100斤をして折銀 5銭にする。(明史)

1468年

1471年⑨ (成宗 2年 ) 8月 3日 朝鮮において司憲府が北京に行ったときや諸浦の取引において金銀の使用を禁じ、それを犯す者を検挙

することを啓する。(成宗実録)*

1474年⑨(成宗 5年 ) 12月 15日  日本国王使正球ら22人 らの帰国に際し、朝鮮王朝は正式な使節であることの証明である牙符を作り、使

節に携帯を義務付ける。また、正布500匹・綿布500匹などを渡した。(成宗実録)辛

朝鮮王府内において、金銀の器皿をなくしたものは、同品位 。同量の金銀で弁償することとする。 (大典続録)*

1476年 ③(成宗 7年 ) 10月 4日 倭人が朝鮮に黄金を持って来て、その取引が許される。(成宗実録)募

1477年

1480年 ① (成化 16年 ) 明国、布 1匹を銀 3銭 とする。 (明 史)

1481年 ①(成化17年 ) 明国、銭の対銀比価は旧銭80文対銀 1銭。(続文献通考)

明国各地の金銀比価は金 1両 =銀 7両。 (明憲宗実録)

1482年 ③ (成宗13年 ) 2月 14日  宗貞国が派遣した闇善記に対し、朝鮮国内で金や朱紅が余っている現状を告げる。 (成宗実録)斗

1483年 ⑨(成宗14年 ) 4月 23日 朝鮮、宗貞国の派遣した平国幸のもたらした銅の買取りを拒む。(成宗実録)

10月 29日 大内政弘の使者清鑑が帰国に際し、胡椒 。銅の対価に不満を訴える。(成宗実録)*

1485年⑪ (成宗16年) 1月 朝鮮、倭人との銅の私貿易を禁ず。 (成宗実録)

2月 15日  朝鮮において、倭人が私貿易で禁制品である金銀を売ることについて論ずる。(成宗実録)*

1487年③(成宗18年 ) 4月 28日 朝鮮において三浦の銅 。鉄を星州花園に納めるに際し、駅丞察訪らが銅・鉄を星州花園に領納すること

に決定する。(成宗実録)*

1489年①(弘治 2年 )

③(成宗20年 )

1月  朝鮮王朝、金 1挺 は42匁で、 1挺につき布112匹を別賜する。(成宗実録)

7月 朝鮮、小弐氏の使者の持ち来たる銅 2万斤の対価を全て綿布で支払うように命ず。(成宗実録)

9月 25日 朝鮮では、黄金 2斤 8両 は綿布 1千匹にあたる。 (成宗実録)*

12月 12日  朝鮮では、綿布 1匹 に対し上質の銅は 2斤半、質の劣るものは4～ 5斤である。(成宗実録)*

明国、浙江の銀鉱の銀上納額は10,841両。(棗林雑俎・萩園雑記)

この頃、明国各地の金銀比価は金 1両 =銀 5、 6両。(何文粛公文集)

1490年③ (成宗21年 ) 3月 13日

間 9月 28日

10月 14日

朝鮮、公貿易での金と綿布の比価を 1両 =30匹から、25匹に改める。(成宗実録)

朝鮮、大内氏の使者が持ち込んだ銅の対価を綿布のみで支払う。 (成宗実録)*

大内政弘が慶彰首座らを朝鮮国に派遣する。(成宗実録)

1492年①(弘治 5年 )

③(成宗22年 )

6月 宗貞国の使者職宣が、朝鮮政府に持ち込んだ銀の対価を綿で受けとることを請うが許されず。(成宗実録)

この時、雲南の銀課は 2万両、rth江 は1万両減免される。他の銀山は相次いで閉鎖。(続文献通考)
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―,た。このこIから、こ

'ゆ
頃以前にすで

にここで金が採取されていたことがわかる。伝承ではそう開坑は応永年間と伝え―られる。鑑 費三州1志)

151.1年億 正0り

1512年1鱒 9年 )

1証4-1515年
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1315年鉄正1/p

15硝年(永正13年)



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1494年③ (成宗25年 ) 4月 10日  足利義材の使者元銅が、進上品の対価を綿布で受けとることを請うが許されず。(成宗実録)

7月 3日 朝鮮において、丁香はもと8両で正布 1匹であったが、今は5斤で 1匹であり、白檀は7両で 1匹であっ

たが、 8斤で 1匹である。(成宗実録)

1500年①(弘治13年 )

③(燕山君 6年 )

11月  雲南の判山等四つの銀山、鉱脈が絶えたため閉鎖。(続文献通考)

明国、米価 1石が銀 2、 3銭になり、民の窮乏が議せられる。(青渓漫稿)*

1500～ 1504年、毎年銀の課税は31,920両 。(明孝宗実録)

1500年以降の100年間、毎年全国銀の生産量は約10万両。 (梁端粛公奏議)

15世紀後半 明初に定めた銀 1両 =銭千文という比価はこの時銭300～ 500文 になることあり。 (明憲宗実録・明孝宗実録 。明武

宗実録・続文献通考)

1503年

⑪(燕山君 9年 )

5月 18日  朝鮮において、国王が、端川銀山の銀鉱石を用いて、灰吹法の試行を命ず。 (燕山君国記)*

11月 14日  朝鮮、端川の合銀鉛 2斤から純銀4銭、永興の含銀鉛 2斤からは純銀2銭が出てくる。(燕 山君口記)*

1504年

③(燕山君10年 )
7月 端川で銀の採掘人に課せられる税銀は1人 2日 あたり2両である。 (燕山君国記)

1507年①(正徳 2年 )

②(中宗 2年 )

1月 7日 朝鮮、対馬島主が齊浦に送った銅について、貿易を許すかどうかの議論を命ず。(中宗実録)

この時、明国米の価格は1石 =銀 2銭から、 8銭まで変動する。(顕志堂稿)*

1508年①(正徳 3年 )

③(中宗 3年 )

4月 15日  燕山君年間の宮人である金貞斡は罪人より銀を取って保釈していた。(中宗実録)

11月 6日 朝鮮、赴京使の一行が、明へ金銀を齋らしているので、端川での銀の吹錬を行うか否かについて、さら
に議論を命ずる。(中宗実録)*

11月 8日 朝鮮において、赴京使による銀の持出しを防ぐため、彩段着用の禁上について論ず。(中宗実録)

明国、浙江の銀税額はこの年から1万から2万両に変わる。(続文献通考)

1509年⑨(中宗 4年 ) 8月 28日 朝鮮において、執義権敏手が赴京使が銀を明に持ちこむため銀が不足する現状を指摘する。(中宗実録)*

1510年

15■年◎(正徳 6年 ) この年、明国雲南の銀山、 9個所閉鎖。その後、各銀山、再開 。閉鎖を繰り返す。(続文献通考 。明史)

1512年①(正徳 7年 )

③(中宗 7年 )

1月  明国、銭銀比価は銭 1文対銀 7分。(続文献通考)*

8月 20日  日本国王使僧棚中に対して、壬申約条を示す。(中宗実録)

1505年からこの年まで、明国の金銀の課税は毎年32,920両 。(明武宗実録)

1514-1515年
(正徳 9-10年 )

日本人は琉球人と金・銅等貴金属、剣・寮香・絹織物等の交換を行っている。(東方諸国記)

1515年⑨(中宗10年 ) 2月 朝鮮において、端川での銀産を禁上し、採掘のために納粟した民に対し魚箭を支給す。(中宗実録)

1516年③(中宗11年 ) 5月 29日 朝鮮において、沙羅綾段の着用を禁ずることを建議するが許されず。(中宗実録)*

6月 24日 朝鮮において、倭人の使者は、朝鮮が提示した弓角と綿布の交換比率について、値が安いと主張した。

(中宗実録)*

8月 27日 朝鮮端川の銀山での新規の採掘許可を停止する。 (中宗実録)*

12月 3日 明の宦官たちは、朝鮮の産物の対価として銀や銅を支払う。(中宗実録)*



酉 麿|(年号■日拇

お珀南紅 14)

8月| く安倍金山>勺「
1氏親が浜松荘の引蘭域,こ処った大洵内真紙ら―を攻あた際、安借金山Ω金掘に城申の井戸を

VIEり 尽くさせた。僚長手記)=

1520年σttE17年)

1591-1520年
(文亀元一永正17年)

く多田銀銅山>文亀●永工の頃、多日荘山下村で鋼屋新左衛間が山下吹と―いう精錬法をはじあたと伝えられる。
(日本鉱業誌)

1ぅoe.-1る 21年

銀 正〕一六永元年)

1522T伏永2年 )

15234伏永 3年)

15254(太永6年)

15郷年(大永 6年) 31月 23H 大永年中博多商人神谷寿禎が出雲大社⌒の参詣途中ヽ 繭的に光を発見α石見銀山に葺り三嶋清右衛F日 と
とも―に開発を行うという。(清水寺文書)=

3月25日 薯州自儀三嶋清右衛FEが驚銅山より吉田与左衛F月、同藤左衛門、於紅孫右衛Fiの 3名を連れて銀山で鐘

'を
掘り、1鉛に吹くという。(山中家文劃

―

博多南人神谷寿禎、1驚鋼山の鉱右を寮うたあに驚溝に向かう途1中石見銀山を発見するという。(於紅孫右衛門期



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1517年③ (中宗12年 ) 8月 18日  朝鮮において、銀を中国へ持ちこまぬための監察制度について議論する。(中宗実録)半

1520年③(中宗15年 ) 2月 28日 朝鮮王朝、端川の採銀について、敬差官を派遣することに加えて、咸鏡道の観察使が人員を選定するこ
とを認める。(中宗実録)*

9月 17日  朝鮮において、議政府が端川の銀を商人に採掘させることを建議するが許されず。(中宗実録)*

1501-1520年 明朝の中頃、銀の使用が広くなる。(清朝文献通考)

1506-1521年

◎(正徳年間)

明国福建・浙江の銀山が再開。浙江の鉱脈が絶えた後も年に銀 2万両の上納が課される。(明史)

この時、広東の順徳では無許可の銀採掘が行われる。 (天下郡国利病書)

嘉靖年間以前、明国の銅銭の対銀比価は銭500～600文対銀 1両。(春明夢余録)

1521年③(中宗16年) 8月 27日 朝鮮国王中宗は、明へ赴く使節の荷物の量が行きは甚だ少なく、持ち帰る荷物の量が多いから、金や銀
を国外に持ち出していることを怪しむ。(中宗実録)半

1522年O(嘉靖元年)

③(中宗17年)

1月 20日 朝鮮において、承旨鵞汝雰らが金銀を潜売 したことの処罰について、律のとおり処罰することを命ず。
(中宗実録)

7月 5日 朝鮮において、日本の使臣が貿易の対価を全て綿布で受取ることを願い出る。 (中宗実録)*

この年、明国において雲南、初めて金千両上納する。(張心斎奏議)

明国沿海で市舶を停止 したため、日本人との密貿易が盛んになる。(嘉靖東南平倭通録)

明国、この時以降、銀は流通において主要な貨幣となる。 (明史)

明国において臨州・徳州の二倉、軽齊銀をもって運官の道支とすることの許可を求める。 (明史)

1523年①(嘉靖 2年 )

③(中宗18年 )

6月 28日 朝鮮、倭人が金・銀・龍脳を持ち込むため、公貿易を廃止することが建議するが許されず。(中宗実録)*

8月 11日  朝鮮、明に赴く使節が金・銀などの禁制品を持ち出すことを厳しく取締まることを建議する。(中宗実
録)

明国、日本朝貢使の争いがきっかけとなり、市舶を中止。その後日本人との密貿易は繁盛。(明史)

日本各道が争って明国に朝貢するのは、利益のためである。(日 本考・松窓夢語)

1524年○(嘉靖 3年 ) この年、明国銀の対銭比価は銀 1銭対銭70文、対悪銭はその倍量。(春明夢余録)*

1525年①(嘉靖 4年 )

②(中宗20年 )

6月 朝鮮において、日本との貿易の全面禁止が論議される。(中宗実録)

明、京衛軍の俸給を銭で絵し、税収では、妙 1貫を銀 3厘、銭 7(8)文 を銀 1分に換算するよう命じる。 (春明
夢余録 。明史)ホ

1526年① (嘉靖 5年 ) この頃から、福建・浙江の海商は外国商人を浙江の双嶼に誘う。 (日 本一鑑)



西 暦 (年号 :日本)

筑前国博多神谷寿禎並びに出雲国鷺浦三嶋清右衛門の両人、掘子吉田与三右衛門 。同藤右衛門・於紅孫右衛門を引

き連れて、初めて間歩を開き、鐘を掘り、博多へ持ち帰るという。 (石州銀山治府要集)

大永年間、出雲大社近くの鷺の銅山が採掘されており、博多の貿易商神谷寿禎が年々往来 して雲州銅を購入して貿

易するという。(石見銀山旧記)*

1526年 (大永 6年 )

1527年 (大永 7年 ) 8月 11日  口論によって於紅孫右衛門打ち果たされ、吉田与左衛門、同藤左衛門に祟りをなしたため山神に祓社を

立てるという。(山 中家文書)

1528年 (享禄元年) 大内義隆の代に、石見に銀山が出現して異朝よりこれを聞き、多数の船が渡来するという。 (大内義隆記)*

1529年 (享禄 2年 )

1531年 (享禄 4年 ) 小笠原氏、矢滝城を攻め落し銀山を領有する。吉田与左衛門、同藤左衛門は周防へ行き、与左衛門は大蔵丞、藤左

衛門は条女丞の官途を授けられるという。(山中家文書)

3月  <越中河原波金山>3月 上旬、向山谷で金鉱が発見された。同年 9月 下旬には豊鉱に切り当たり、さらに翌

3年銀谷、木落し山にも金銀鉱が発見された。(越中鉱山雑誌)

8月 博多より宗丹 。桂寿が来てはじめて銀山において銀を吹分け、100枚を大内氏に運上するという。(石見銀山旧

言己)半

1533年 (天文 2年 )

1534年 (天文 3年 )

1535年 (天文 4年 )

1536年 (天文 5年 )

1537年 (天文 6年 ) 8月 16日  尼子経久、石見銀山を攻略。吉田条女丞は尼子方へ、吉田大蔵丞は周防に逃れ、以後、小笠原・福屋・

三隅・益田など尼子氏に従うという。(石見銀山旧記・於紅孫右衛門縁起)*

7月 3日 神谷寿禎、博多滞在の遣明船に副使策彦周良を問う。
*(策

彦入明記初渡集)

高野山過去帳に 2月 29日、 9月 4日「銀山 ハカタ与三左衛門」とあり。

1538年 (天文 7年 )

5月 大内義隆、銀山を奪回。吉田大蔵丞、坂次郎、条女丞等が昆布山谷にて銀を吹き、毎年の運上が銀500枚 に

なるという。(石見銀山旧記)*

8月 4日 大水が出て昆布山谷で1,300人余りが流されるという。(石見銀山旧記)(一説に天文■年という)

高野山過去帳に3月 23日「昆布山 松や二郎次郎」、 6月 6日「銀山 山下太郎左衛門」、10月 20日「銀山 吉田隼

人佐」とあり。

1539年 (天文 8年 )



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1526年①(嘉靖 5年 )

1527年③(嘉靖 6年 ) 9月  日本の朝貢に関して、10年 に 1回、人員100人 、船 3隻 と規定する。(国権)

12月  明国、旧銭を使用させる。(続文献通考)

1528年③(中宗23年 ) 閏10月 20日  朝鮮の咸鏡道で採掘された銀63錠のうち、30錠 は入内し、33錠 は尚衣院に送ることを命ずる。 (中宗
実録)

1529年◎(嘉靖 8年 ) 9月 明国、官価銀 1銭 =銭70文であるが、時価銀 1銭 =銭30文である。(続文献通考)*

10月  明国、広東省では外国船との貿易を許可、淳州の密貿易を禁止。 (国権)

1533年③(嘉靖12年 )

③(中宗28年 )

7月 5日 朝鮮の成鏡道での銀の採掘をこのときまでに禁上している。(中宗実録)*

9月 明国、浙江 。福建の大型船の海上貿易を禁止。 (国権)

1534年◎(嘉靖13年 ) 8月 明国浙江・福建の民、海上密貿易を行い、官兵と対抗。 (国権)

この年以降嘉靖末期まで、雲南、毎年金 2千両上納する。 (張心斎奏議)

この年、琉球に着いた明の使節団のものは日本貿易でもうけたので、以降、日本へ密貿易に行く福建人が多くなる。
(日 本一鑑)

1535年 ③ (嘉靖14年) この年から1570年代まで、明国ではマカオの外国商人が毎年2万両の商品税を納める請負い制が行われていた。(明

史・香山県志)

1536年 ③(嘉靖15年 ) 7月 倭寇を警戒し、日本貿易を禁止。(国権)

か州72個所鉱山で得られた「白金」(銀)は ■,000両あまり。(明書)

1537年◎(嘉靖16年 ) この年明国、山東で銀山を多数開く。その後各地でも盛んに銀鉱を調査。(続文献通考)

明国両浙地方の僻地において塩100斤につき銀 8分。(明史)

明国、嘉靖16年 を境にして、その前の銀鉱の上納額は毎年 3万両前後、以降は毎年48,271両 。(明世宗実録)

1538年③(嘉靖17年) 5月  日本僧、朝貢に来て 2年前残された貨物を求める。

7月 明国、房水洞・雲南大理 。河南宜陽諸銀山を開く。

明国、10年 に1回 という朝貢期限の規定を表明。(国権)

さらに全国の銀鉱を調査させる。(明書 。国権)



西 暦 (年号 :日本)

1540年 (天文 9年 ) 小笠原長隆、銀山攻略するという。(石見銀山旧記・銀山通用字録)*

高野山過去帳に2月 2日 「銀山 神笠親」、 4月 24国 「銀山 新左衛門」、 (月 末詳)15日「銀山 備中道阿弥二郎」

とあり。

2月 22日 大内義隆、久利淡路守の去月16国 の安濃郡大田での軍忠を賞す。(久利家文書)*

5月 15日  間田隆盛、去年 8月 の久利淡路守父子の軍忠を賞す。(久利家文書)*

高野山過去帳に正月18日「銀山 スワノ又左衛門」、 4月 1日 「銀山 吉田大蔵丞」、 (月 未詳)21日 「銀山 マサ

シケナリ」とあり。

1541年 (天文10年 )

1542年 (天文■年) 2月  <生野銀山>里人が古城山の西南に銀鉱を掘り出し、生野銀山始まる。最初に開かれた鉱坑は「蛇間歩Jと

呼ばれた。里人は製錬法を知らず、石見の者が生野の鉱石を求めて帰国して吹いてみたところ銀を得たので、さら

に下財・吹工を連れてきて、古城山西南の東堂ヶ谷五右衛門間歩その他を開いた。(生野銀山旧記)

8月 4日 大洪水が銀山を襲い昆布山が崩壊。溺死1,300余人、その他他国から来ている者数を知らずという。 (銀

山濫協記ほか)

<佐渡相川金銀山>越後国より外山茂右衛門が来て鶴子銀山を開いたと伝えられる。 (佐渡相川志)*

<生野銀山>生野の蛇間歩の銀鉱を石州の人が吹き、生野で鉱山の操業開始するという。 (生野銀山旧記)半

この頃か、 13代小笠原長徳、大内義隆の尼子攻めの時の功により佐摩、白郭を与えられるという。(三原郷丸山城

主系図)半

高野山過去帳に 2月 9国「銀山 加藤有右衛門」とあり。

5月 1日  <甲斐保金山>穴山信友が、村田善九郎、望月善左衛門など6名 の者に芳 (保)山の金鉱脈の切り出し

を指示した。(望月家文書)

7月 尼子晴久、石見に進攻し銀山を攻略。小笠原長徳と共同管理するという。(石見銀山旧記)*

10月 11日  久利太郎法師丸、10月 1日 の尼子との合戦の軍忠を弘中下野守に申し出る。 (久利家文書)*

|こ の年、ポルトガル人、王直の案内で初めて日本の種子島につく。以降、中日間の生糸と銀の貿易に参入する。

(鉄砲記)

高野山過去帳に5月 19日 「銀山 スワノ又右衛門」、 6月 22日 「銀山 佐藤藤左衛門」、10月 16国「銀山 カナヤイ

=貞旧五郎」とあり。

1543年 (天文12年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

6月 朝鮮において、禁令にもかかわらず倭人と密貿易をする者が絶えない。(中宗実録)

7月 25日 朝鮮において、倭銀が流布して、赴京使が明へ持ち込む銀は、 1人 3千両を下らない。貿易の弊害が大

きいので、「防禁之節目」を定める。 (中宗実録)*

8月 3日 朝鮮において、明への貢銀の復活を恐れて、銀の採掘を引き続き禁止する。(中宗実録)*

8月 24日 朝鮮において、銀の貿易による弊害を防ぐために、唐物の着用を永久に禁ずることが建議された。(朝

鮮中宗実録)*

双嶼港、日明両国の貿易商が密貿易をする主要な拠点となる。 (海紀輯要・弩余雑集)

明国、王直集団、膨大な船団を指揮下にして禁制品を積んで日本等の国と貿易し、数年で巨大な富を得た。 (筆海

図編・三朝平壌録・明書・虔台倭纂・殊域周諮録・海寇議後)

1540年◎(嘉靖19年)

③(中宗35年 )

1541年③ (中宗36年 ) 6月 10日  朝鮮において、明との密貿易に銀を用いることを防ぐため、民間の銀を悉く買い上げることが論議され

る。(中宗実録)キ

6月 10日  朝鮮において、銀の密貿易に関する罰則を定め、また、任に在らずして密貿易者を捕らえた者には、密

貿易者の所持した銀両を賞として与える。(中宗実録)*

7月 27日 朝鮮において、銀90斤は官木90同に相当する。(中宗実録)*

7月 29日 朝鮮において、赴京使による密貿易を禁止するため、御史を国境に派遣して監察させる。さらに、70歳

以上の老人を赴京使に任命しないことが論議される。 (中宗実録)*

11月 24日 朝鮮において、倭人・野人が、朝鮮より銀を持ち出して、中国南方へ販売しており、その対策として、

倭人に銀を売ることを禁止する。「河有孫」 という人物と誤認 し、何伊孫なる者を捉えて尋問する。(中宗実録)

1542年⑪(中宗37年 ) 4月 朝鮮において、日本国王使安心東堂が、銀 8万両を持ち込み、買取ることを請う。銀をはじめとする貿易物

の総計は木綿 9千同余りに匹敵する。 (中宗実録)半

7月 17日  安心の持ち込んだ 8万両の銀について、 3分の2は貿易を許し、うち 2万 5千両を朝鮮政府の公貿とす

る。(中宗実録)

1543年③(中宗38年 ) 3月 22日 朝鮮において、日本国王使が連年に亙って、銀を持ち込んでいる。(中宗実録)*

明・朝鮮国境において、明への銀持出しの監視については大同察訪が担当し、鴨緑江対岸の唐人の監視については、

義州の牧使 。判官が監視する。(大典後続録)

朝鮮において、倭銀の取引は死罪よリー等を減ずる。 (大典後続録)



西 暦 (年号 :日本)

1544年 (天文13年 ) 11月 20日  陶 。弘中、久利太郎法師丸の串山城での働 (堀作事)を賞す。(久利家文書)*

高野山過去帳に 3月 4日「銀山 山神ヲベニノ子孫 吉田孫右衛門シウトメ」、 5月 13日 「銀山 吉田平左衛門」、
6月 10日 「昆布山 弥三兵衛」、 6月 12日 「銀山 四郎次郎」とあり。

1545年 (天文14年 ) 12月 15日  小槻伊治が相良義滋領内のくさりを石見銀山において鑑定させる。6目良家文書)*

高野山過去帳に (月 未詳)21日 「銀山 吉田孫左衛門」とあり。

1546年 (天文15年 ) 7月 12日  石見吹大工洞雲が、肥後宮原の銀石を鑑定す。 C目良家文書)

高野山過去帳に 3月 10日 「昆布山 出シ土 兵衛五郎」とあり。

1547年 (天文16年) †2月 20日 大内氏、遣明船の出発にあたり、「渡唐船法度条々」で、銅銭の持参を禁止する。(南海通紀)

高野山過去帳に 7月 1日 「銀山 大河九郎兵衛」、 8月 21日「出シ土 徳岩庵 □□ 」とあり。

1548年 (天文17年) 高野山過去帳に 2月 27日「石金 番匠藤五郎」、■月 2日「昆布山出シ土 宗左衛門」とあり。

1549年 (天文18年) 8月 5日 銀山山神神宮寺が建立される。山神の創始は大旦那吹大工房宗、信養房建立に始まるという。(尾氏春秋)

高野山過去帳に11月 24口「銀山 石橋内大黒屋J、 「銀山 石橋内新二郎」とあり。

1550年 (天文19年) 天文19年頃、長門国太田郷祥瑞庵住持善壊首座、大内氏の使者として石州銀山へ赴く。 (萩藩閥閲録)*

高野山過去帳に 2月 ■日「銀山 佐藤又七」、 3月 21日「銀山 石橋内源四良」とあり。

11532～ 1554年まで日本の金銀比価金 1対銀10。 (金銀貿易史の研究)
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1544年 ③(嘉靖23年 )

③(中宗39年 )

2月 11日  朝鮮から明国へ銀が無制限に流れている。 (中宗実録)

4月 24日 朝鮮での禁銀について言及した提督主事の書状について議論を命ず。 (中宗実録)

4月  日本国王使341中が朝鮮より持ち出した綿布が50余同、安心東堂が1,400同 、受竺東堂が400同 である。綿布

(1疋)が米 3升に当たる。(中宗実録)

6月 25日  この頃から、明国の海商、銀貿易で多く日本へ行く。 (中宗実録)*

12月  この時、日本貿易で朝鮮に漂着し、送還された津州人は39人。 (明世宗実録)

この年、王直、貿易で日本朝貢使と一緒に日本へ行き、翌年日本人を浙江の双嶼に誘って、密貿易を行う。 (壽海

図編 。聞書・洪芳洲先生摘稿 。今言)

メンデス・ ピントの旅行記によれば彼がリャンポーで日本が銀に富むことを伝えると、 1ピ コル40テ ールの生糸が

8日 間で160テ ールに上がった。(東洋遍歴記)

明国、京師で絹 1匹の代価が銀 7銭 生糸 1斤 =絹 1匹。 (明代物徘考略)

1545年①(嘉靖24年 ) 福建人洪迪珍、この年日本商人を誘って南lalで 密貿易を行い、その後毎年日本と貿易を行い、数年で巨大な富を得

た。(海澄県誌)

この年、王直ら海商は日本へ行き、貿易拠点を設立し、日本商船を明国に誘う。 (筆海図編)

1547年③(嘉靖26年 ) 2月  この時、日本貿易で朝鮮に漂着し、送還された福建人は341人。(憲章外史続編)

11月  日本朝貢使周良、朝貢期の前に来て海港で貢期を待つ。(国権)

海禁があっても、密貿易が盛んに行われ、1544年から1547年までに、朝鮮に漂着 した千人あまりの日本行きの密貿

易者は明国に送還される。(明史 。明実録・明紀・道光福建県志)

1548年③(嘉靖27年 ) 4月  密貿易者、沿海各港に集まり日本人を誘引し密貿易をする。朱統、武力で密貿易を取締まる。 (国権・海寇

議書)

6月  日本朝貢使周良、朝貢を求め、前例のとおり許可される。(国権)

この時、双嶼海上の密貿易船は1,290隻 あまり。(朱中丞弩余集)

明国湖州の絲、 1担につき銀60両。(漫遊紀略)

1549年③(嘉靖28年 ) 7月 朱統、日本人と交通する浙江・福建の密貿易者を筆捕。(国権)

11月 5日  フランシスコ・ザビエル、堺の港には金・銀が集中していると記す。 (C,府斜)*

この頃か、フロイスの記録によれば、長崎は毎年50万 クルザドの銀を輸出する。(C″ヵs)

15世紀後半と16世紀初め、小額のものは銭を使い、高額なものは銀を使うように銀は広く流通する。 (嶺南叢述)

日本からの朝貢貿易が制限されると、密貿易が行われ、広州の海上では外国船との密貿易は盛ん。 (徐文定公集・

覆勉斎集)

福建の商人、海上でポル トガル人と密貿易をする。巡撫使朱統、海禁を厳しくする。(天下郡国利病書)

ポルトガル人と明国人、共同で日本貿易を行う。(壁余雑集)



西 暦 (年号 :日本)

1551年 (天文20年 ) <富士金山>甲州と駿州との境を封鎖 した際にも、金山衆には大宮 (浅間神社)方面から富士金山への荷物を一度
に 5駄、毎月 6度輸送することが、今川氏によって免許されている。 (竹川家文書)

高野山過去帳に 3月 21日「銀山 石橋氏」、「銀山 石橋殿ノカモン」、 8月 2日「栃畑 アダチ又二郎」、12月 15

日「昆布山 助五郎」とあり。

1552年 (天文21年 ) 10月 10日  坪内宗五郎、尼子晴久より石州銀山の内屋敷 5ヶ 所を与えられる。 (坪内家文書)半

高野山過去帳に2月 28日「銀山 番匠与三左衛門」とあり。

1553年 (天文22年 ) 4月 5日 銀山山吹城炎上し、刺賀長信の知行地石見国安濃郡刺賀郷500貫の地、適摩郡重富村40貫 の地にかかる

文書が焼失。大内義長、これを安堵する。(大内氏実録・萩藩閥閲録)*

1554年 (天文23年 ) 高野山過去帳に7月 23日 「昆布山 子コヤ新左衛門」とあり。

1532-1555年

(天文年間)

<吉岡銅山>天文 。永禄期まで、吉岡銅山は、尼子氏の家臣で黄金山城主であった吉田六郎兼久の支配であり、大

塚孫一、松浦五右衛門を請負人として銅山を経営させたという。(大塚家文書)

<甲斐中山金山>甲斐の中山金山は、信玄時代にすでに稼行されていた。(甲斐国誌)

<梅 ヶ島金山>天文期、あるいはそれ以前に安倍郡梅ヶ島金山、井川金山が開かれ、永禄～天正にかけて武田信玄
の領有するところとなった。(甲斐国誌)

<佐渡相川金銀山>鶴子銀山を発見、開発した外山茂右衛門が上杉謙信に訴えて、越後国魚沼郡上田銀山から金穿
人足数百人を渡らしめ、天文・弘治の頃までに銀・銅を得た。(佐渡志)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

密かに日本へ行く明国人が多く、唐人町が形成された。日本にいる明国商人は 2、 3万人。(王司馬奏疏・涌憧小品)

日本人の日常用品には明国産が多く、特に磁器、本絹、綿布などを好む。(見只編)

16世紀に入ってからの20年間、明国年間金銀課の収入は 3万両あまり。(明実録)

嘉靖年間の歳入は銀 2百万両、銀不足の状況が現れた。(明史)

嘉靖年間、銀銭の公定比価は銀 1両=銭700文であるが、市場比価は銀 1両=銭300文 になることもある。(明史)

弘治年間、平均米価は米 1石につき銀0518両。以降各朝の米価は上がる傾向が続く。 (明実録)

この時、明国では銅銭の使用量は極めて少なくなる。 (西園聞見録・春明夢余録)

この頃、明国各地の金銀比価は金 1両 =銀 5両。(金瓶梅)

1551年 ③(嘉靖30年 )

③(明宗 6年 )

5月 6日  明国、海禁令が厳しく施行されても、洋・泉地方の密貿易は盛んである。(馬養虚集)

9月 5日  明国、朝鮮国王が、銀を義州に運び唐人と売買している漢城の商人に禁断を加える。(明宗実録)

この年、日本船数十隻、日明両国のものを載せて、泉州に来て各地の密貿易商と交易する。 (安海志)

1552年 ③(嘉靖31年 ) 4月 8日  スペイン人は、日本のことを「銀の島」と呼ぶというフランシスコ。ザビエルの報告あり。 (聖フラン
シスコ・ザビエルの書簡)

4月 王直等、日本と密貿易をする。(国権)

1553年 ①(嘉靖32年 )

③(明宗 8年 )

7月 27日  日本の銀産が多いため、明国の海商、よく日本へ行って貿易をする。 (明宗実録)*

10月  この年、銭の対銀比価は嘉靖銭 7文対銀 1分、その他の銭はこの比価の倍になる。(続文献通考)*

嘉靖32年頃、これより以前において民間で私鋳銭が横行、おおむね30～40銭で銀 1分に相当。 (明史)

1554年 O(嘉靖33年 ) 日本貿易は莫大な利益があるため、密かに日本人と交通し、福建の大型船は多数。(天下郡国利病書 。国権)

嘉靖33年頃、明国、御史の何廷鉦が上奏し、民間で小銭を使用し、60文を銀 1分 とすることを求めるが、戸部が許
可せず。 (明史)

この年、銭の対銀比価は嘉靖銭 7文対銀 1分、その他の銭は質により10文、14文、21文対1分 に命じる。(続文献通

考)*

明国、張維等の海商、日本との密貿易を行う。(東西洋考)

1532-1555年

1555年③ (嘉靖34年 ) 4月 14日  明、銭6,500万 文は銀93万余両に値する。 (明世宗実録)*

11月 23日  イエズス会士ベルショール・ ヌネス、明国の港に日本か らの銀が大量に運び込まれていると記す。

(Cσrtぬ)*

明国四川・山東諸銀山は再開。さらに全国の銀鉱を調査、再開させる。 (明書)



西 暦 (年号 :日本)

4月 5日 弘治 2年か、毛利氏、銀山方面における林孫右衛門の戦功を賞し5貫 目を遣わす。(萩藩閥閲録)*

8月 9日 石見佐波に駐屯の毛利勢、銀山方面に進出し、山吹衆を討取る。(萩藩閥閲録)*

8月 13日  この頃毛利氏、銀山山吹城将刺賀長信を懐柔するため使者を遣わす。(萩藩閥閲録)*

この頃、銀山経路上の諸領主が銀山出入の商人より駒足 (通行税)を徴収する。(毛利家文書)*

<生野銀山>山名氏の家臣太田垣能登守、山名祐豊に叛して生野を奪取し、京正阿弥を置くという。 (生野銀山旧

記)

高野山過去帳に 8月 8口「栃畑 ウリ畠コエナシ新吾」、 (月 末詳)15日 「銀山 ヨコミチ助二郎」とあり。

1556年 (弘治 2年 )

1557年 (弘治 3年 ) 毛利氏、温泉津をおさえる。 (萩藩閥閲録)

<諏訪郡金沢金山>弘治 。永禄・元亀の頃、武田信玄支配の時代に、金沢金山より金を掘り出すと伝えられる。金

山権現、堤千軒宿、遊女町などがあったという。 (諏訪郡諸村並旧蹟年代記)

1558年 (弘治 4年 )

(永禄元年)

2月 17日  毛利元就 。同隆元、吉川和泉守経安に、温泉津勘過の内50貫文を与える。(石見吉川家文書)*

8月 毛利隆元、石見銀山の守備につき、糸賀平左衛門を石見へ派遣。 (萩落閥閲録)*

9月 3日  この年か、尼子晴久、銀山山吹城以下を攻略する。(萩藩閥閲録)*

石見銀山山吹の城へ芸州より刺賀山城守、高畠源四郎両人を城番におく。(老翁物語)*

この頃尼子方、大田へ出陣して銀山方面をうかがう。(石見吉川家文書)*

弘治～永禄初年の頃、刺賀長信、山吹城にて尼子勢の攻撃をうけ城兵の助命の代りに切腹するという。(萩藩閥閲録)

1559年 (永禄 2年 ) 6月 4日 毛利元就・隆元、山吹城の奪回を石見国迩摩郡荒神に祈願する。(物部神社文書)*

6月 20日 毛利元就・隆元、山吹城奪回を河井大明神に祈願する。(物部神社文書)*

6月 30日 小笠原長雄、家臣の湯浅右京丞に近年の戦功に対して褒美として銀山屋敷一所を遣わし、銀山の神 (山

神)祈念を康光に申しつける。(清水寺文書)*

永禄 2、 3年頃、尼子方、大田へ出陣して銀山方面をうかがう。(石見吉川家文書)

高野山過去帳に (月 未詳)15日「銀山 佐藤九郎右衛門」とあり。

1560年 (永禄 3年 ) 2月 13日  この年か、/卜笠原氏被官横道氏、毛利方として銀山近隣三久須城を攻め、尼子方を退ける。 (林愛吉所

蔵文書)半

8月 毛利輝元、伊藤重左に温泉役、地銭を命じるという。(伊藤為太郎所蔵文書)*

高野山過去帳に10月 8口「昆布山 坂次郎左衛門」とあり。

1561年 (永禄 4年 ) 3月 温泉津西a寺、毛利元就の頃開かれ、開山は浩蓮社源誉上人という。 (西念寺開基略記)*

4月 15日  この年か、毛利勢が銀山町中および城郭を陥れ、温泉津へ進出しようとする。(大願寺文書)*

5月 20日 去月12日 、小笠原氏、毛利勢に従い銀山山吹城攻めを行う。(清水寺文書)*

高野山過去帳に11月 ■日「銀山 タチンヤ片山河内」とあり。



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1555年①(嘉靖34年 ) 明国、価格の騰貴を防ぐため、銅・錫の無許可販売を禁じる。 (春明夢余録)

明国、銅の産出する各地に銭を鋳造させる。(国権)

明国の洪迪珍、日本商人を南澳につれて貿易を行う。(乾隆海澄県志)

1556年◎(嘉靖35年 ) 明国、倭賊の討伐の功績は、嘉靖35年の定めにより倭首賊を斬る者昇進一級、実授三秩に陸せ、願わざるは賞金と
して銀150両を与える。(明史)

1555-1558年

1558年◎(嘉靖37年 ) 12月  この年、全国金銀鉱の金上納額は 2千両弱、銀上納額は 5万両弱で、以降、採掘はさらに拡大。 (明世宗実
録)

この時、ポルトガル人はマカオに定住し、以降、毎年銀 2万両の税を明国に納める。(明史)

この年以降、ポル トガル人はマカオを拠点にし大量の銀を運んできて中国のシルク・磁器等の商品を購入する。大
勢の明国商人はその貿易でマカオヘ行く。(碧剣篇 。明史)

広東海寇許棟、日本貿易を行う。(虔台倭纂)

1560年代、インドにいたイタリア人チェザレ・フレデリチは、毎年、ポル トガル船 1艘が中国から日本へ生糸を運
び板銀にかえ、中国に戻って売却するとしている。 (影9ル肋c″ ,′ ′�,勇繁万ο″S,ン 19ノ 9g¢ぅ″巧斃″餐 伽プDねθοッ9海盗

QF力?Eηglts力 /V9ガο″)

10月 8日  イエズス会士コスメ・デ・ トルレス、日本には銀鉱が多数存在すると記す。 (C♭′サ,d)半



西 暦 (年号 :日本)

1562年 (永禄 5年 ) 2月 毛利元就、三原 (邑智郡)に着陣。銀山周辺の警護を祖式式部少輔に命じる。(萩藩閥閲録)*

12月 10日 毛利元就、石見銀山を朝廷に献上し、代官となることを希望し綸旨下付の取次を勧修寺に依頼する。(古

文書纂)*

銀山の城 (山吹城)において服部治部が城番をする。(老翁物語)

高野山過去帳に5月 25日「昆布山 佐藤丹波守子息Jと あり。

1563年 (永禄 6年 ) 1月 27日 毛利氏、勧修寺殿を使者として、自銀の山を御料所として寄進すると申し出る。(御湯殿の上の日記)*

12月 3日  この年か、毛利元就ら、石見銀山を朝廷御料所として翌年 1月 から献上する旨、聖護院道増の被官矢嶋

治部少輔へ申し入れる。 (萩藩閥閲録)*

12月 22日 毛利氏、某へ温泉津において居屋敷を与える。(萩藩閥閲録)*

高野山過去帳に12月 21日 「栃畑 治郎左衛門」とあり。

1564年 (永禄 7年 ) 5月 15日  毛利氏、朝廷へかね (金)5枚、しろかね (銀)50枚 を献上する。(御湯殿の上の国記)半

8月 13日  湯科吉左衛門尉の持船 3艘のうち1艘 についての諸役を免除する旨、山口奉行より温泉津以下の関奉行

に指示あり。(竹井文書)*

8月 18日  毛利氏、朝廷へ銀を献上する。(御湯殿の上の国記)*

高野山過去帳に6月 21日「銀山 佐藤彦右衛門J、 6月 22日「出シ土 佐藤彦左衛門取次Jと あり。

1565年 (永禄 8年 ) 3月 12日  毛利家奉行人、兵糧米輸送のため lヶ 月中に200石の船を 2艘勘過させるよう指示する。(益田家文書)*

5月 28日  温泉英永、出雲杵築大社に常燈を寄進し、温泉津串山、銀山款冬山その他石見趣摩郡知行を祈願する。

(坪内家文書)*

高野山過去帳に (月 未詳)15日 「栃畑 藤左衛門」とあり。

1566年 (永禄 9年 )

<生野銀山>堀切山にて銀を大量に掘り出すが、当地では製錬が禁じられているので、丹波門野など諸所で製錬す

る。(生野銀山旧記)*

1567年 (永禄10年)

1568年 (永禄■年) 9月 石州銀山住田辺村 (対)馬守治綱が厳島廻廊に一間分寄進する。 (大願寺文書)

高野山過去帳に 3月 4日「昆布山 坂根谷藤左衛門取次徳岩庵」とあり。

高野山過去帳に 5月 20日 「銀山 根七郎左衛門」、 (月 未詳)15日 「昆布山 古岩寺」とあり。1569年 (永禄12年 )

3月 24日  この年か、毛利輝元、鵜丸城普請を武安就安・神田二郎兵衛両人に指示する。(萩藩閥閲録)*

4月 9日 毛利輝元、兵糧米輸送について船を温泉津より出させるよう奉行人に指示する。 (萩藩閥閲録)

1570年 (永禄13年 )

(元亀元年)
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1562年O(嘉靖41年 ) この年、鄭若曾『壽海図編』に以下のように記される。

石見、銀と銅を産出する。明国 。日本の商人はすべて銀と明国商品との交換に従事する。明国の古銭1,000文 は

日本銀 4両。日本人、明国のシルク・漢方薬・書籍を好み、とりわけ生糸の価格は国の10倍、100斤が銀500～600

両になることがある。日本に密貿易で行く明国海商は約1,000人。日本の商人も多く、明国 。南澳に赴く。

1563年O(嘉靖42年 ) 雲南の銀税額は全国 1位で、15世紀に年10万両であったが、以降 2万両、この年から1596年 まで、 1万両に下がっ

た。 (天下郡国利病書・演考 。明世宗実録・演雲暦年伝)

1564年 ③(嘉靖43年 ) 10月 9日  イエズス会士ジョアン・バティスタ、豊後の王は日本で金銀にもっとも富める者であると記す。(C♭ rサ斜)半

明国淳安地方で銀鉱が採掘される。(賢博編)

1565年①(嘉靖44年 ) 2月 20日  イエズス会士ルイス・ フロイス、日本の銀鉱は豊かであると記す。に″体 )半

9月 15日  イエズス会士ガスパル・ヴィレラ、日本には多くの銀山があるが、金・銀は商業上の道具にすぎないと

記す。(働ガ斜)*

10月 25日 上銭1,000,000は、約5,000ク ルザ ドにあたるとの記述あり。に″r餐 )

1566年O(嘉靖45年 ) この頃、明国では米価は1石 につき銀 4～ 6銭になる。(万分恭公集)*

1567年◎ (隆慶元年) 2月  この年、明国、銭の対銀比価は銭 8文対銀 1分に統一する。その後、銭の種類により比価は変動。(続文献

通考 。明史・万分恭公集)

12月  内庫太倉の銀貯蓄は1,354,652両。 (国権)

明国、海禁緩和の上奏により、東西洋貿易は解禁。しかし日本貿易は禁じられる。密かに日本行きの海商は多い。

(天下郡国利病書 。東西洋考・敬和堂集)

隆慶以降、密貿易で日本に行く明国貿易船は毎年4、 50隻。(崇相集)

この頃、明国各地の金銀比価は金 1両 =銀 6両。(典故紀聞)

隆慶の初め、兵部侍郎の諄綸の上奏によるに、富民は必ず布吊寂粟を重んじて賤銀の風あり。(明史)

1568年O(隆慶 2年 ) 明国各地の金銀比価は金 1両 =銀 6両。 (明穆宗実録)

明国、馬 1匹は銀30両に換算。(明史)

1569年③(隆慶 3年 ) 7月 銅銭を鋳造し、銭の対銀比価は銭10文対銀 1分 とするよう上奏した。(続文献通考)

この頃以降、マカオは銀輸入の重要な貿易港となる。(涯林続記)



西 暦 (年号 :日本)

1570年 (永禄13年)

(元亀元年)

4月 25日  この年か、毛利輝元、兵糧1,500俵 を温泉津より銀山へ運搬するため、温泉津奉行人に町中へ伝馬を申
しつける。(萩藩閥閲録)半

<薩摩神殿金山>永禄13年、神殿村に金銀銅の鉱山が発見された。この鉱山では、後の元禄年間には 1日 に金を 5

鉢ずつ掘り出したという。 (ナ I「 辺村郷土史)

1558-1570年

(永禄年間)

<吉岡銅山>「御山鑑」によれば、永禄年間、吉岡銅山は大いに繁栄し、大深谷には数百の家が連なり、社寺や遊女

町などが軒を並べ、「上京、下京と称し、商家七座の棚を飾りて市をなす」といった様子であったという。(成羽町史)

神村元親、本城常光を生害し、銀山山吹城に在番するという。 (萩藩閥閲録)

1571年 (元亀 2年 ) 2月 20日  この年か、毛利元就・輝元、鵜之丸城普請にあたり、近隣諸村にこれを割当てる。 (萩藩閥閲録)*

3月 11日  毛利輝元、鵜之丸城普請を温泉津奉行人に指示する。(中島家文書)*

6月 吉川元春 。小早川隆景、銀山の収益を戦費に充てるよう、元就旧側近粟屋就方へ具申する。(毛利家文書)*

12月 29日 毛利氏から朝廷への上納銀を勧修寺ヂ豊が取次ぐ。(御湯殿の上の日記)*

<富士金山>中山金山衆が深沢城攻めで功績を挙げたのに対し、甲州籾150俵が褒美として、勝頼より与えられた。

(静岡県史料)

1572年 (元亀 3年 ) 1月 本城常光を滅ぼした後、元就より平佐藤左衛門 。上山兵庫、元春より吉川和泉守経安・山県左京を派遣して

山吹城在番の常光の家人服部治部から城を受領。平佐・山上両人は山吹城に城番として留まったが、経安も銀山に

在城する。 (吉川家文書)

間 1月 25日 毛利輝元、小間木工助 (木津屋)に温泉津の居屋敷を安堵する。(中 島家文書)*

間 1月 25日 毛利輝元、西楽寺に寺家―力所については無縁所ゆえ諸役を免許し、鵜之丸城普請については役を負

担するよう命じる。 (西楽寺文書)*

3月 石州佐波之内信貴村福田備前守女が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

高野山過去帳に 6月 22国 「銀山 渡 助左衛門」、 7月 晦日「栃畑 フロヤノ段 渡辺孫一Jと あり。

7月 21日 龍昌寺に「為孝林宗順禅定門」の銘のある組合せ宝筐印塔あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1558-1570年

この頃明国の日本の地図には、石見州の所在が記され、石見は山陰道に属すとある。(鄭開陽雑著)

明国において石見には銀、銅が産出するという。(鄭開陽雑著 。日本考 。日本一鑑)*

朱執の死後、海禁は緩和。日本人との密貿易はさらに盛んになる。(嘉靖東南平倭通録)

明国、福建人と広東人、南澳で明国商品と日本銀との交易を行う。 (武備志 。明神宗実録)*

日本人が銀で中国の商品、銅銭と交換するので、明国に輸入された日本銀の量は少なくない。(日 本考 。日本一鑑・

樗全集)

坊津・博多・安濃津は対外貿易商品の集散地である。明国の海商で博多に住むものが多い。唐人町もある。 (日 本

考・王司馬奏疏)

日本の求めた明国商品の量は、生糸、磁器の順であった。(徐文定公集・見只編)

日本人、糸などの明国商品を好み、湖糸100斤の値は500～600両。真綿その他も高値。(虔台倭纂・鄭開陽雑著・口

本考)*

明国の貿易船はルソン貿易で銀だけ持ち帰るため、スペイン人がマニラに運んできた巨額の銀はほとんど明国に流

入した。(東西洋考・李文節公文集)

この頃、明国では、低銭(悪銭)が流通し、60～ 70文をもって銀 1分 にまでなる。(明史)*

明国、江南地方の米価、 1石で銀 5～ 9銭 という記事あり。 (唐荊川家蔵集)

2月 4日  日本では、銀鉱山が多く採掘能力もあるが、開坑には2,000ク ルザ ドの資本が必要との記述あり。(働府

体)

明国、取引を遼東では米・布・絹で行い、宣大・山西では銀で行う。 (明史)

この頃か、籾米 1ム ーラが 5パ ルダオに相当。21フ ェデアが 1パ ルダオに相当。(海外領土史研究所所蔵文書)

1571年③(隆慶 5年 )

1月  明国、雲南の金増徴に対して、雲南巡按、金 1両につき銀 8両で代えるように訴える。(明穆宗実録)

フィリピンでは、日本人の船による主な取引は銀であり、銀 2～25マ ルコを以て金 1マ ルコに易える。O盈ゎ万α

Cθηθη′施 丹′″筋斜)

1572年③(隆慶 6年 )



西 暦 (年号 :日本)

1567-1572年

(永禄10-元亀 3年 )

1573年 (元亀 4年 )

(天正元年)

2月 13日  毛利氏、朝廷へ銀100枚を献上する。 (御湯殿の上の日記)*

5月 18日  毛利輝元、家臣山根善左衛門尉 (恒道)に、温泉津居屋敷―ヶ所を与える。 (萩藩閥閲録)*

9月 20日  この年か、毛利輝元、久利左馬助に、温泉津鵜丸城普請の費用を久利氏分領中に割当てるよう指示する。

(藩中諸家古文書纂)*

10月 3日 元亀年間 足利義昭、吉川元春・小早川隆景らに対 し、防長雲伯の御料所ならびに銀山運上を催促する。

(吉川家文書)*

<越中吉野銀山>吉野銀山が開かれ、多額の運上銀があがったという。 (越中鉱山雑誌)

7月 龍昌寺に「為幻□童子」の銘のある組合せ宝疲印塔あり。

1574年 (天正 2年 ) 4月 5日 吉川経安が吉川経家に宛てた譲状の中に、麺摩郡諸村、福光湊、銀山体役所がある。(萩藩閥閲録)*

9月 石州銀山大谷住栗栖内蔵助が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

高野山過去帳に4月 27日 「栃畑 藤十郎」とあり。

1575年 (天正 3年 ) 2月 7日 島津家久が上京する途中温泉津に立ち寄る。(中書家久公御上京日記)

4月 28日 毛利氏、朝廷へ銀100枚を上納する。 (御湯殿の上の口記)*

6月 25日  島津家久一行が銀山から温泉津へ向かう途中に街道沿いの西田町を通る。 (中書家久公御上京国記)

<阿仁銅山>湯国内で銀山が発見される。(阿仁発達史)

高野山過去帳に 7月 15日 「栃畑 宗内加賀守殿」、12月 25日「銀山 イセズル父ノ為」とあり。

1576年 (天正 4年 ) 9月 石州中郡河上市本田讚岐守正吉が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

高野山過去帳に10月 21日「栃畑 彦二郎」とあり。

妙本寺上に一石五輪塔あり。

1577年 (天正 5年 ) 2月  <黒川金山>黒川金山衆に宛てて、近年金の産出が無いので、 1月 に馬 1疋の分の往還諸役を免じる旨の武

田勝頼の朱印状が渡された。(風間家文書)

<伊豆土肥金山>同金山の柿木間歩の開発が始まったという。(豆州志稿)

5月 21日 龍昌寺に「奉為道公禅定門」の銘のある一石五輪塔あり。

1578年 (天正 6年 ) 12月  石州銀山休柱湯原余左衛門尉が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

<越中亀谷銀山>山師の作右衛門によって亀谷銀山が発見されたという。これ以後、前田氏入部までに本江・岩屋・

山門・金山谷 。かんな谷などの間歩が次々に開かれた。(越中鉱山雑誌)

龍昌寺に「為□□仙体禅門」の銘のある一石宝値印塔あり。

1579年 (天正 7年 ) 高野山過去帳に2月 18日 「石金木谷 土や甚助」、12月 7日 高野山過去帳に「栃畑 服部孫十郎」とあり。



西暦(年号 :中国 朝鮮) 海 外

1567-1572年

O(隆慶年間)

この頃、海澄の貿易税歳入は数千両。 (天下郡国利病書)

毎年、明国月港に進出する海外貿易船は200隻あまり。(乾隆龍渓県志)

1573年③ (万暦元年) この時、明国、新銭 1文 =銀 2厘、旧銭 1文 =銀 1厘。(続文献通考)

1574年◎ (万暦 2年 ) この年の前後、雲南、毎年金 2千両上納する。(張心斎奏議)

日本から戻る密貿易船、貨物がなく、金銀を積み、 9、 10月 に帰港。(天下郡国利病書)*

600パルダオ三約500ド ゥカド、2,000ク ルザ ド=2,000ド ゥカドと三己述あり。(ARSI)

15754F 10月 2日  カブラルは1テ ール=15ド ゥカドと考える。(ARSI)

10月  1テ ール=1 1lⅢ・・パルダオと記述あり。Q,οc靱効確力″θα)

11月 2日  イエズス会の年間経費は、2,000テ ールに上った。これは、3,000ド ゥカドに相当する。(ARSI)

12月 2日  1テール=15ド ゥカドの記述あり。(ARSI)

1576年① (万暦 4年 ) この年、明国海澄の貿易税は 1万両に増える。 (天下郡国利病書)

1577年 9月 19日  小銭20,000は 、銅貨1,000枚、 3ク ルザドに相当するとの記述あり。(C♭7ザ斜)

フィリピン金について、アレヘラスという金は16な いし18カ ラットのもので、明国人はこれをパニカと呼んで交易。
この金 1両につき4ペ ソ以上の割では取引せず、これは本国の価格なので結局 1リ ュアラ損するからと記述あり。

金 1銀175な いし2前後。(マ ニラ発フランシスコ・デ・サンデの書簡)

1578年O(万暦 6年 ) 明国、福建地方の私貿易の禁令違反が多発。当局、管理方法を検討。(天下郡国利病書)

15794F 12月 5日  ヴァリニャーノの記録によれば、換算率は20,000テ ール=30,000ス クード。(ARSI)

12月 5日  当時日本イエズス会は、30,000ス クードを資産として所有。15,000を生糸貿易の資金とし4,000以上の利

益をあげる。(ARSI)

1570年代頃、明国の金銀比価金 1:銀 8である。(明穆宗実録)



西 暦 (年号 :日本)

9月 石州銀山住奥源左衛門尉が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

高野山過去帳に 9月 29口「栃畑 宗内彦右衛門J、 ■月 2日「栃畑 フロヤノ段 田中二郎右衛門」とあり。

7月 17日  龍昌寺に「為月光妙円禅定尼也」の銘のある組合せ宝筐印塔、 4月 龍源寺間歩上 (妙像寺墓地)に

「為家翁宗仙定門□」の銘のある宝筐印塔あり。

1580年 (天正 8年 )

6月 3日 毛利輝元、銀山支配に関して吉川経言と小笠原氏との養子縁組について異義を表明する。(吉川家文書)*

7月 5日 銀山の納所で 1年間に銭 3万貫相当の銀高の収納名目とその配分先などが記される。(毛利家文書)*

1581年 (天正 9年 )

1582年 (天正10年) 2月 石州銀山住人三宅二郎左衛問が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

3月 6日  <富士金山>富士金山衆・麓衆の帰参を容れるよう、北条氏政が氏親に指示した。(竹川家文書)

高野山過去帳に 6月 24日「栃畑 賀戸二郎兵衛」とあり。

5月 17日  龍昌寺に「為□□□金禅定門也」の銘のある宝筐印塔あり。

8月 安国寺恵捜、吉川元春の子経言、小早川隆景の養子元総を人質として大坂 (豊臣家)へ送ることを隆景に督

促し、輝元が豊臣へ銀山を引き渡したので、問題はないと伝える。(毛利家文書)*

高野山過去帳に 3月 22日 「昆布山 善左衛門」、 9月 19日「石金 石橋又二郎」とあり。

10月 16国  龍昌寺に「為玉滝浄信禅定門」の銘のある組合せ宝値印塔あり。

1583年 (天正11年 )

1584年 (天正 12年 ) 高野山過去帳に 7月 2日「栃畑 賀戸次郎兵衛」 8月 10日 「栃畑 スワ三良エモン兵衛取次大泉坊」、 (月 未詳)15
日「栃畑 小野助四良」とあり。

■月27日 龍昌寺に「為長□道性禅定門也」の銘のある一石五輪塔あり。

<生野銀山>永禄10年以後元亀元年までに開掘された間歩として、 堀切、金木、松木、藤木、サヤゴが元亀年間

以後天正13年 までに開掘された問歩として、上月、小鉱、出賀、灰色、入道、淵、荒木、左近山、小日向があげら

れる。(生野銀山旧記)

高野山過去帳に 3月 21日「昆布山出シ土 津ノ国五郎左衛門J、 8月 13日 「栃畑 服部小七郎」とあり。

7月 13日  妙本寺上に「為□□□□尼位」の銘のある一石宝値印塔、10月 26国  龍昌寺に「帰真道慶禅門」の銘の

ある組合せ五輪塔あり。

1585年 (天正13年 )

3月 20日 勧修寺紹可、吉川元春に、正親町天皇譲位につき公用銀の上納を督促。(毛利家文書)*

6月 15日  毛利氏、朝廷へ銀100枚 を上納する。(御湯殿の上の国記)半

9月 石州銀山之住人諏訪二郎左衛門尉秋吉が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

<能登宝達金山>天正14年 より宝達金山の開発が始まり、寛永 4年 まで約40ヶ 年の間盛山であったと伝えられる。

(日 本鉱山史の研究・岡部家文書)

この頃か、 1月 18日 、 4月 25日、豊臣秀吉、毛利輝元に石見国先銀山 (石見銀山)の ほか石見国内諸所の銀山の運

上を、毛利家家臣林・柳沢に収集運上させるよう命じる。(毛利家文書)*

1586年 (天正14年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1580年① (万暦 8年 ) 6月  ヴァリニャーノの記録によれば、換算率は1テ ール=15ド ゥカド。(ARSI)

1580～ 1630年、長崎からマカオに輸入された銀は多く合計50～300万両。日本から帰港する明国商船は銀しか持ち

帰らないからである。 (天下郡国利病書)

明国江南地方の米価、 1石で銀 3銭 という記事あり。(趙文毅文集)

ポルトガル人は (1580年代)日本より毎年60万 クルザ ド以上の銀を運び出す。(ラ ルフ・フィッチの旅行記)

1581年O(万暦 9年 ) 4月 14日  フロイスの書簡によれば、 1テ ール=15ク ルザ ドとも、 1テ ール三二666ク ルザドともいう。(働ガ斜)

9月 3日  カブラル自身が用いた換算率は、 1テ ール=15ド ゥカド=2パルダオ。(ARSI)

10月 13日  1テ ール=1■Ⅲ・・パルダオと三己述あり。(ARSI)

明国の万暦帝、雲南の上納金を、年に4千両 (銀 4、 5万両に相当)に定める。(張心斎奏議)

1582年◎ (万暦10年) 11月 5日 金 1両は7,000ク ルザドに相当するとの記述あり。(C♭rr斜)

明国では銭の値は低く、浙江では銭の対銀比価は銭20文対銀 1分。(見只編)

1583年O(万暦■年) 4月 7日 朝鮮において、忠州判官荏徳灼を成鏡道に派遣し銀を採掘させる。(宣祖実録)

10月 5日 パンカド価格とイエズス会士が独自の販売ルートとの価格差は、 1ピ コルあたり12～ 13ク ルザ ドであっ

た。(ARSI)

明国、海澄の貿易税は2万両あまり。(天下郡国利病書)

この頃、イエズス会は、10,000～ 12,000ド ゥカドを生糸に投資して、日本で売り、5,000～ 6,000ド ゥカドの利益を

上げていた。(日 本諸事要録)

1584年 12月 14日  ヴァリニャーノの記録によれば、 1テ ール=14パルダオ。(Dο cク胸9″″う加 ,)

1585年③ (万暦13年 ) 8月 27日  イエズス会士ルイス・ フロイス、日本では銀を目方ではかると記す。(Cart岱)*

10月 1日  ポル トガル船は毎年50万 クルザドの銀を積み出すとの記述あり。(Cpr体 )

12月 26日  ヴァリニャーノの書簡によれば、 1ド ゥカド=1333・・・パルダオ。(ARSI)

この年以降明国、海澄の貿易税収入は 2万両に増加。(天下郡国利病書)

明国、銀銭比価は銭 4、 5文 =銀 1分 になる。(明史)

1586年①(万暦14年 ) 10月 17日  イエズス会士ルイス・ フロイス、豊臣秀吉は石見銀山を含む中国地方の主要地域を掌握 したと記す。

に″r96・ ルイス・ フロイス日本史)*

12月 20日  ヴァリニャーノの書簡によれば、 1テ ール=1333-ク ルザド。(ARSI)

この年、マニラから明国に輸入された銀は30万ペソに達 し、この年は、50万ペソ以上になる。 (マ ニラ発ロハスの

フェリペニ世に送った書簡)

ポルトガル人が長崎からマカオに輸入した貨物は主に銀で、よく銀万両を積んでくる、数万両を積んでくる船もあ

る。(涯林続記)

L_____



西 暦 (年号 :日本)

高野山過去帳に 7月 9日「銀山 又次郎Jと あり。1586年 (天正14年 )

4月 29日 細川幽斉の一行が、仁万から銀山へ入り温泉津へ出る。(九州道の記)*

5月 細川幽斉が温泉津に逗留中、温泉津の多数の商家が恵光寺に集まるという。(恵光寺旧記)*

9月 石州銀山之住連嶋大江三宅与左衛門尉、石州銀山之住連嶋西浦之内有本孫兵衛尉、石州銀山小符山之住青木

大蔵丞宗久、厳島廻廊に各々一間分寄進する。(大願寺文書)

<生野銀山>銀山にて山神祭礼が始まる。山神鍵として出鉱の50分の 1が上納される。 (生野銀山旧記)*

高野山過去帳に 3月 7日「昆布山 服部和泉屋父ノ為」とあり。

7月 4日 龍昌寺に「為常□禅定門」の銘のある組合せ宝値印塔、10月 5日  「為明岩源□禅定門」の銘のある組

合せ宝筐印塔、11月 7日 龍源寺間歩上に「経  悲母妙福霊」の銘のある一石宝魔印塔あり。

1587年 (天正15年 )

4月 13日  毛利輝元、宥忍坊に、銀山の内清水寺領分の知行を安堵する。(清水寺文書)*

8月 2日 毛利氏、朝廷へ銀100枚 を上納する。(御湯殿の上の日記)+

9月 石州迩摩郡銀山昆布山住三宅弥二郎 (藤原朝臣久吉)、 石州銀山昆布山青木大蔵丞宗久、石州適摩郡左間銀

山内服部小七郎、厳島廻廊に各々一間分寄進する。 (大願寺文書)

高野山過去帳に正月17国 「栃畑 田辺源左衛門」とあり。

3月 27日 龍昌寺に「月証妙光禅定尼」の銘のある一石五輪塔、(月 日未詳)一石五輪塔あり。

1588年 (天正16年 )

+3月  この頃、銀子64匁 3分 =銭 1貫。(石見吉川家文書)

9月  <多田銀銅山>山科言経が多田銀山の見物に訪れている。 (言経卿記)

9月 石州住佐藤丹波守、石州銀山之住三宅与右衛門巳歳、石州銀山住栗栖与左衛門尉、石州銀山之住青木大蔵丞

庚子歳欽言、石州銀山住諏方兵蔵辰歳、厳島廻廊に各々一間分寄進する。(大願寺文書)

12月 2日 毛利氏、朝廷へ銀100枚を上納する。(御湯殿の上の国記)

高野山過去帳に 3月 13日 「昆布山 青木二郎次J、 「昆布山 青木浦二郎」、 7月 16日 「昆布山 藤田勘右衛門」、

8月 29国「栃畑 宗内久次」とあり。

6月 14国  妙正寺に「宋 [    ]霊 位」の銘のある一石宝医印塔あり。

1589年 (天正17年 )

5月 7日 毛利氏、朝廷へ見舞として銀10枚 を献上。(御湯殿の上の日記)

9月 石州銀山之住諏方左近尉、石州銀山之住青木河内守宗久、厳島廻廊に各々一間分寄進する。 (大願寺文書)

<生野銀山>こ の年以降、生野銀山盛山。(生野銀山旧記)

天正年中、豊臣秀吉と毛利氏の間で和議が進められ、銀山引渡しを承諸。秀吉から上使近実若狭守、毛利から三井

善兵衛の2名 が銀山を奉行するという。(石見銀山旧記)

高野山過去帳に正月29日 「昆布山 二郎左衛門」、 4月 28国「栃畑 新左衛門」、 6月 9日「栃畑 二郎右衛門」と

あり。

9月 15日  石銀地区に「地  道西禅門」の銘のある宝医印塔、10月 15日  妙本寺上に「□□妙善信女位」の銘の

ある一石五輪塔、11月 8日 龍昌寺に「奉為道清禅定門者也」の銘のある一石五輪塔、■月26日  「奉為忠山浄雪

禅定尼也」の銘のある一石五輪塔あり。

1590年 (天正18年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

ヴァリニャーノの書簡によれば、15,300パ ルダオは、約12,172ク ルザ ドに当たり、 1ク ルザ ド=1,257パ ルダオ。

(ARSI)

ヴァリニャーノの記録によれば、毎年シナー日本間のナウ船で資金を送って50又は70ピ コルの生糸を仕入れ、ここ

から毎年3,000ク ルザ ドの不」益が得られる。 1ク ルザド=400レ イス。(Dο cクヵ?〃勉力訪C,)

1586年◎(万暦14年 )

11月 20日  ヴァリニャーノの書簡によれば、50ピ コルの生糸を扱う公認の貿易以外は廃止されている。(ARSI)

11月 27日  ヴァリニャーノによれば、50ピ コルの生糸からあがる利益は毎年3,000ク ルザ ドになる。 1シ ェラフィ

ン=300レ イスとして計算、パルダオとシェラフィンは同価値。(ARSI)

2月 24日 教会領の浦上からは、秀吉に没収されるまで、毎年50ク ルザド (ド ゥカド)以上の収入があったと記述

あり。 C力rt苺 )

10月 18日  ヴァリニャーノの書簡によれば、イエズス会のマカオ～日本の貿易は、生糸50キ ンタル (三 ピコル)で

非常に制限されている。毎年大凡4,000ク ルザドの利益をあげた。(ARSI)

秀吉は小西隆佐に銀2,000貫 を託し、長崎に着津のポル トガル船の900ピ コルの生糸を買い占めさせた。(Cbrras)

ヴァリニャーノによれば、日本航海の権利は15,000ク ルザ ド、これからあがる収益は4,000ク ルザ ドを上回る。(A

RSI)

7月 15日  ヌエバ 。エスパーニャからフィリピンの国庫へ毎年 4万ないし5万ペソの銀を送り、帰航にそれだけの

価格の金を積むことを許される場合には、貢物として先住民の納めた価格にして25,000ペ ソの金は、ヌエバ 。エス

パーニャでは5万ペソになると記述あり。(ガスパル・デ・アヤラのフェリペ 2世に奉った書簡)

7月 23日  マカオ発のヴァリニャーノの書簡によれば、50ピ コルの生糸は、一括して送られるが、そこからの利益

は大凡2,000ド ゥカドである。(ARSI)

7月 24日  マカオ発のヴァリニャーノの書簡によれば、6,000ク ルザ ド=6,000ド ゥカド、 1ク ルザド=1325パ ルダ

オ。(ARSI)

明国の海上貿易は、引税を納め限定された船引を入手しないと許可されない。(天下郡国利病書)

1589年O(万暦17年 )

11月 5日  イエズス会の三己録によれば、 1テ ール三 1ク ルザド。(ARSI)

ルソンから戻る明国の商船は銀だけ積み帰るため、 1隻 につき120両貿易税が徴収される。(東西洋考)

1590年O(万暦18年)



西 暦 (年号 :日本 )

1591年 (天正19年 ) 1月 11日  毛利輝元、高麗へ渡海につき、銀山の10人 の者及び温泉津 2人の者の子供を人質として広嶋へ置くよう
命じる。(ま たは天正20年)(広島・金田家文書)*

6月 石州銀山之住三宅壱岐守 (藤原朝臣久重)が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

8月 7日  <仙台領金山>金掘りを生業とする者によって金が掘られており、掘子の運上はわずかな額であり、伊
達正宗が米で金を買い上げていた。 (伊達家文書)

9月 石州銀山住小林源左衛門尉之久、石州銀山住諏方左近丞秋吉、石州銀山住小林丹後守吉久、厳島廻廊に各々
一間分寄進する。(大願寺文書)

<周防一の坂銀山>石見銀山より引寺された宝塔山吉祥院神宮寺があり、元和年中に萩へ移った。 (毛利家文庫)

高野山過去帳に 3月 15日 「栃畑 森ヤワカサノ守J、 3月 23日「昆布山 藤田左馬介」、 5月 23日 「京見世 森田次
郎左衛門」、 6月 1日「出シ土 岡本甚左衛門」、 9月 ■日「昆布山 青木大蔵子息」、「昆布山 杉谷甚左衛門内儀」、
10月 12日 「京店 山根彦兵衛」、10月 15日 「栃畑 フロヤノ段善助」、10月 16日 「昆布山 三宅与右衛門J、 10月 29

日「栃畑 京店住吉や弥三右衛門」、11月 5日「昆布山谷 松浦源左衛門」とあり。

1月 19日  妙本寺上に「(キ リーク) 妙□不信女位Jの銘のある宝医印塔、 4月 8日  「経道助霊位Jの銘のあ
る一石五輪塔、(月 日未詳)「 [   ]□ 童子  位」の銘のある一石五輪塔、聞正月22日  龍昌寺に一石五輪塔、
9月 10日  龍昌寺に「奉為梅広妙春禅定尼」の銘のある一石五輪塔、10月 27日 龍源寺間歩上に「 価□道閑禅定
門Jの銘のある宝復印塔あり。

1592年 (天正20年 )

(文禄元年)

9月 石州銀山住青木河内守子歳宗久が厳島廻廊に一間分寄進する。(大願寺文書)

<仙台領金山>元葛西氏家臣白石十郎左衛門は、この頃伊達氏より金山大肝煎に任ぜられて、東山の他、登米郡・
江刺中まで金山を差配したという。 (白石家文書)

高野山過去帳に 2月 28日「栃畑 アダチ又三郎」、 3月 21日「栃畑 藤畠ナベヤ三良兵衛」、 4月 8日「栃畑 山根
又左衛門」、 6月 7日「石金 本谷土屋神助」、 6月 8日「栃畑 山根又右衛門J、 6月 12日 「石金 与三左衛門J、

10月 20日「昆布山 月坂二郎左衛門」、 (月 未詳)15日 「石金 土屋神助道清命口Jと あり。

2月 14日 妙本寺上に「 (キ リーク)法誉妙西信女」の銘のある一石五輪塔、 4月 27日 龍昌寺に「為□秀□知蔵
禅師者也」の銘のある一石五輪塔、10月 9口  「奉為妙救禅定尼者也」の銘のある一石五輪塔あり。11月 7日 龍
昌寺に「奉為喜翁禎悦記室禅師Jの銘のある組合せ宝筐印塔あり。

1573-1592年

(天正年間)

<吉岡銅山>こ の頃、毛利家が備中を治めていた頃には、その家臣の天野五郎左衛門が松山城代として、吹屋銅山
も支配していたという。(大塚家文書)

毛利氏、佐比売山神社を再建 し、祈祷料として判銀100目 、米10俵を毎月奉納、時鐘として太鼓堂 (後に神宮寺に
移転)を設置するという。(石見古城記)*

この頃、備中早島の安原氏、草野氏、銀山に来住するという。 (銀 山通用字録)

2月  妙本寺上に一石五輪塔あり。

1593年 (文禄 2年 ) 19月 7日 御所瓦算用出入、瓦3,800枚  代 6貫460文 (瓦1,000枚 =1貫 700文)代銀にして58匁 1分 4厘 (貫別
9匁 )。 (広島・渋谷文書)

12月 9日  <信濃青柳金山>浅野長継が父長政の代理として日根野高吉に書状を送り、諏訪郡青柳金山に米を送る
ことを頼む。(南真志野共有文書)

<仙台領金山>元葛西氏譜代家臣、及川十郎兵衛は、伊達政宗によって砂金山の掘子に与えられた砂金掘りの免許
札である本判役その他の御用を命ぜられた。(伊達家文書)

<信濃真志野金山>こ の年、諏訪郡真志野の金子であった清林・小七および年寄中より金山を試掘したい旨の届出
があった。これに対し、石本三右衛門の名で、運上を lヶ 年金 3分 とし、産金が増せば運上金を改めて申しつける
という旨命じた。 (南真志野共有文書)

高野山過去帳に 2月 15国 「栃畑 キリハリヤノ宗左衛門」、12月 8日「出シ土 服部左兵衛丞」とあり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 海 外

15914F 3月 19日  長崎発のゴメスの書簡によれば、当時イエズス会は、通常貿易によって4,000テ ールほどの利益を上げ

ていた。 (ARSI)

10月 28日  ゴメスの書簡によれば、2,000テ ール即ち2,000ク ルザ ド (1テ ール=1ク ルザ ド)。 (ARSI)

この年にマニラに入港 した日本発の船舶は 1隻、乗組員はポル トガル人と日本人。Ctt F功 ,7抄 J″奮 ケ 舵 Pりθ殉 ″

み rbz万?ク奮)

1592年 ③(万暦20年 )

③(宣祖25年 )

3月 8日 朝鮮において、軍糧のために銀を採掘させることを建議する。(宣祖実録)*

9月 朝鮮国王が国内で銀が貨幣として用いられていないことを述べる。(宣祖実録)

10月 12日  朝鮮の備辺司が銀400～ 500両を宗義智に贈って秀吉と離間させる計画を啓するが許されず。(宣祖実録)*

12月  朝鮮において、壬辰倭乱の終息後、銀貨の使用を許す。 (宣祖実録)

この年、明国月港の海外貿易税は29,000両 あまりに増加する。(乾隆龍渓県志)

1573-1592年

1593年③(万暦21年 )

③(宣祖26年 )

1月 1日  マカオ発のヴァリエャーノの書簡によれば、 1ド ゥカド=2パルダオ耳号。(ARSI)

1月 12日 朝鮮王朝、秀吉・景轍玄蘇・秀次の首級を挙げた者には、賞銀1万両と伯に封 じ、秀嘉・秀忠・行長・

義智・鎮信 。宗逸の首級を挙げた者には、賞銀 5千両と指揮の地位を与える。(宣祖実録)*

1月 13日  マカオ発のブァリエャーノの書簡によれば、 1ク ルザド=400レ イスの換算率。(ARSI)

3月 朝鮮の全羅道監察使権慄に倭人を多数殺した功により銀50両他を給する。(宣祖実録)

3月  明が銀 3千両を発給 し、賞に充てる。(宣祖実録)

5月 明から朝鮮の軍人にあわせて銀3,000両 を給するが、咸鏡道では他のものにかえてから受取ることを啓する。

国王は備辺司に議論を命ずる。(宣祖実録)

7月 9日 小西行長・沈惟敬が金銀など数櫃を持ち、朝鮮を経由して、中国に入ることを求める。(宣祖実録)



西 暦 (年号 :日本)

1593年 (文禄 2年 ) 6月 5日 妙本寺上に

銘のある一石五輪塔、

緑水正原記室禅師也」

あり。

「奉孝友月童男也」の銘のある一石五輪塔、

仲春 3日 龍昌寺に「奉為□畠妙松禅定尼」
の銘のある組み合わせ宝筐印塔、(月 未詳)

8月 29日  「 (キ リーク)春峯妙□女霊位Jの
の銘のある組合せ宝筐印塔、 2月 5日  「奉為

1日  組合せ宝僕印塔、(月 日未詳)一石五輪塔

1594年 (文禄 3年 )) 1月 17日  <佐渡西三川砂金山>天正17年 に佐渡を統一した上杉景勝に対 し、豊臣秀吉は西三川の砂金を伏見 。大

坂へ公納することを命じていたが、この年、石田三成をして金の採掘と公納を督促させた。 (舟崎文庫)

3月 24日 豊臣秀吉、蔵米を石見に送り、鉛・煙硝を調達させる。 (駒井日記)*

4月  <飛騨白川郷谷金山>白川郷谷で砂金採取始まり、全国から人が集まった。翌年には岩瀬に 1,000軒 あまり

の町が出現したと伝う。この金山の位置は、後の落部金山、上滝金山のいずれかと言われている。(長滝寺文書)

11月 9日 銀山清水寺に10石 の地が充行われる。(清水寺文書)*

11月 9日 銀山長安寺に15石の地が充行われる。(豊栄神社文書)*

12月 1日 長安寺末寺鬼村桂久寺に4石 3斗 4升、刺賀村円光寺に10石 6斗 6升が充行われる。(豊栄神社文書)*

12月 23日  <佐渡相川金銀山>浅野長吉の指示により、新しい技術を持った者たちが上洛中の直江兼続に引き渡さ

れた。彼らによって越後・佐渡の鉱山の見立てが行われたという。(越佐史料)

<仙台領金山>豊臣秀吉の上使として大橋八蔵・西村左馬之助・鯰江権右衛門の 3人が伊達領に下向し、この年 3

度にわたっての役金の上納を命じたため、本判持ち (金掘)3,000余 人 (2,000余人とも)が千腰村白山堂に集結し、

上納を年一回に減じるよう求めて強訴 した。(白石家文書)

<加賀倉谷銀山>文禄初年、倉谷村の新右衛門と八右衛門によって金山が発見された。享保元年鶴来村・吉野村の

十村の書上によれば、開坑の年次は文禄 3年 と記されている。(加 )‖‖郡方旧記)

11月 18日  石銀地区に「周永禅定門」の銘のある宝筐印塔、(月 日未詳)龍源寺間歩上に「経 浄慶霊」の銘のあ

る一石宝筐印塔あり。

1595年 (文禄 4年 ) 1月  <佐渡相川金銀山>上杉家の重臣直江兼続は立岩喜兵衛・志駄修理亮を御分国中金山代官に任じ、米以下銀

山に売られる物資を具体的に掌握して十分の一役を取ること、金山の請負を停止し、役銀は lヶ 月ごとに集計され

る出鉱高によって算用すべきこと、金穿りの内、才覚のある者を選んで銀山に配置し、彼らを通じて銀山を掌握す

るよう指示した。(立岩家文書)

5月 13日 温泉津木津屋、能登国一宮での購入米を加賀国商人の船で運び、温泉津にて受取ることを約す。 (中嶋

家文書)*



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外

1593年 ①(万暦21年 )

③(宣祖26年 )

8月 3日 朝鮮において、端川での銀産出に課説する。(宣祖実録)*

8月 26日  明国が、朝鮮における明留兵16,000人 の絵銀の負担増を求める。(宣祖実録)*

9月 25日  ゴメスの書簡によれば、イエズス会の生糸は、ポル トガル人達がナウ船でもたらす1,500～ 1,800ピ コル

の生糸と共に公然ともたらされる。そして、この生糸から2,000～ 3,000テ ールの利益があがる。(ARSI)

間11月  明の総兵官宛の小西行長の書状内容を知るため、朝鮮訳官李希仁が密かに銀を「橡房次知」の人に贈る。

(宣祖実録)

12月 15日  コチン発カブラルの総会長宛ての書簡によれば、 1テ ール三15ド ゥカド=2パルダオの換算率を使用。

日本イエズス会の交易では毎年6,000～ 7,000パ ルダオ (3,000～ 3,500テ ール)の利益があがる。(ARSI)

12月  明が銀を支給して、朝鮮に軍器を買わせた。 (宣祖実録)

この年、倭寇を警戒 し、淳州を中心に海外貿易を禁上 したため、密貿易が横行する。許年遠、海禁緩和を施行。

(天下郡国利病書)

この年前後、日本との交易では銀・金・銅銭を使う。銀の対銅銭比価は銀 1両対銅銭333文。米 1石 =銀 1両、無

地の絹 1疋 =銀 2両、絲 1斤 =銀 2両 5銭。(日 本考)*

この年前後、日本各地の商人、唐船を使って海外貿易に出る。出港する前に本銀の 1割を納税。(日 本考)*

この年前後、日本では明国生糸の価格は普通 1斤 につき2両 5銭。 5両に上ることもある。(三朝平壌録)*

1594年①(万暦22年 )

③(宣祖27年 )

2月 8日  ゴメスの書簡によれば、3,000テ ール余りの利益の見込みあり。 1テ ール=約 1167ク ルザド。(ARSI)

2月 朝鮮の咸鏡道では当時銀が枯渇しており、鉛 しかとれなかったが、鉛も銃筒に利用できるので、採掘が論議

される。(宣祖実録)*

3月 30日 朝鮮において、戸曹が今後銀を貨幣として用い、収税も銀で行うことを啓する。(宣祖実録)ネ

5月 25日 朝鮮において、端川で採掘された銀を納入すれば、その量に応じて、免役 。免賤とする。(王朝実録)*

9月 20日 朝鮮において、端川の銀鉱が枯渇しつつある。(宣祖実録)

9月 明国各地の鉱脈を実地調査させる。(続文献通考)

10月 17日  長崎発パシオの総会長宛て書簡によれば、日本イエズス会の貿易からは通常4,000ス クードの利益があ

がる。(ARSI)

10月  朝鮮において、銀500余両と鉛600斤 と鉛玉20,100個 を採掘 した端川の採銀官、金継先が叙職される。 (宣祖

実録)

11月 9日  マカオ発のヴァリニャーノの書簡によれば、 1テ ール=15パ ルダオ。(ARSI)

明国福建各地の民、密かに日本へ貿易に赴き、ほとんど日本の銀だけを持ち帰る。(敬和堂集)

ポルトガル人、毎年マカオから長崎に生糸、禁制品の鳥鉛等の品を輸入して販売する。盛んに烏鉛で弾丸を造る。

(敬和堂集)

この年、福建の海澄で徴収された貿易税は1576年の 1万両から2万 9千両あまりに増える。 (東西洋考・天下郡国

利病書)

1595年①(万暦23年 )

③(宣祖28年 )

9月 朝鮮において明の軍人胡大受が平昌郡付近の地で銀を採掘する。(宣祖実録)

11月 23日  ヴァリニャーノの書簡によれば、イエズス会のシナ貿易の利益は3,000ド ゥカドが最高である。 1テ ー

ル=15ド ゥカド。(ARSI)

11月  朝鮮において、市上での取引に銀が広く使われている。(宣祖実録)ネ



西 暦 (年号 :日本)

1595年 (文禄 4年 ) 5月 24日  <佐渡金相川銀山>鶴子銀山本国は、石州忠左衛門 。同弟忠四郎・石田忠兵衛 (越前出身)の 3人によっ

て稼ぎ始められたと伝えられる。この時、坑道掘りが導入されたという。(佐渡故実略記)*

高野山過去帳に 3月 14口 「栃畑 中野善右衛門」、 3月 28日「栃畑 新次郎」、 9月 8日「栃畑 宗太郎」、 9月 18

日「石金本谷 花や助左衛門為取次馬場市左衛門」、(月 末詳)14日 「栃畑 フキ屋ノまへ五郎左衛門」とあり。

7月 18国  妙本寺上に「□   □□雲忍禅定門也」の銘のある宝筐印塔あり。

1596年 (文禄 5年 )

(慶長元年)

7月 21日 毛利輝元、給人から検地役人に贈られた礼銀676枚 9匁 5分を受取る。(山 口・山田家文書)*

7月 27日 天文18年から5年分の上納残銀147枚31匁が林就長より毛利輝元へ上納される。(萩落閥閲録)*

7月 28日  毛利領国検地による243,472石 6斗 8升 7合 6勺の御判発給の礼銀として、27貫45匁 2輪が、検地役人
から毛利氏へ贈られる。(山 口・山田家文書)*

<越中亀谷銀山>亀谷銀山「かね山」に仰せ付けられる。この年以降、義兵衛・加兵衛の手で火箱山・涌上り平・

笹平・千貫運上平の銀坑が開かれ盛山となった。(越中鉱山雑誌)

高野山過去帳に 5月 16日 「石金 吉右衛門」、 9月 6日「石金 三谷相吉右衛門ヨリ小左衛門為Jと あり。

9月 20日 龍昌寺に「奉為販真却詞□□□□菩提者也」の銘のある一石五輪塔あり。

1592-1596年

(文禄年間)

<仙台領金山>文禄頃、玉山金山は盛山であったと伝える。(気仙郡竹駒村玉山金山来歴)

<佐渡相川金銀山>越前出身の忠兵衛という者が文禄年中佐渡へ渡り、西三川で採金を行った。後、鶴子に移り、
慶長年中には相川銀山を見立てたという。 (町人由緒書)

1597年 (慶長 2年 ) 7月 1日 豊臣秀吉、備中 。備後 。出雲 。石見・安芸・長門・周防 7ヶ 国の新銀山公用として、柳沢より当年分銀

子1,000枚 を受取る。(萩藩閥関録)半

7月 6日 菱長初め、毛利輝元の家臣南湘軒、今井・宗岡・吉岡 3人に対し銀山温泉津の事はこの 3人に任せ支配
するよう命じる。(吉岡家文書)

7月  <佐渡相川金銀山>相川銀山を鶴子銀山の山師が稼ぎ始めたという。(佐渡年代記)*

19月 1日 毛利氏領国のうち、検地による御判発給の礼銀は 1石当たり銀 1分 の換算で検地役人から毛利氏に納
められる。(山 田家文書)*

†9月 1日 毛利輝元、検地の礼銀272枚 17匁 6分 7輪 6毛の受取りを検地役人に発給する。(山 田家文書)*

12月 28日  豊臣秀吉、備中・備後・出雲・石見・安芸 。長門・周防、 7カ 国の中国新かな山の当年分銀子2,000枚

を受取る。(萩藩閥閲録)*

<生野銀山>こ の年の但馬銀山伊藤石見の扱分は、62,267枚 であった。(伏見蔵納目録)

<伊豆瓜生野金山>瓜生野村金山の開発は、慶長 2年 に始められた。町家が3,500軒 建ち並び、大久保長安によっ

て駿府へ金銀100駄 も運ばれたと伝えられる。その後、水没のために金の出方が衰えたため、土肥 。縄地・毛倉野
の金山へ移った金掘が多くあり、空き家がめだつようになった。(大城家文書)

2月 27日 妙本寺上に「 (キ リーク)河誉伝円信士」の銘のある一石五輪塔、 8月 29日  「 (キ リーク)秀誉妙厳信
女Jの銘のある一石五輪塔、10月 22日  「□□誉道誓」の銘のある一石宝僕印塔、 6月 11日  龍昌寺に「空水信女
霊位」の銘のある一石五輪塔、 8月 一石五輪塔、 7月 15日  「奉為阪真道繁禅定門」の銘のある一石五輪塔、 9

月 「奉為阪真澗隻長泉禅定門菩提者也」の銘のある組合せ宝筐印塔、11月 6日  「奉為円寂厳霜守聞知蔵」の銘
のある組合せ宝症印塔、 5月 10日  石銀地区に「ア妙西信女」の銘のある一石宝症印塔、 6月 21日 妙正寺に「妙
円覚尼」の銘のある一石宝僕印塔、11月 2日 龍源寺間歩上に「経  [  ] 禅定尼Jの銘のある一石宝僕印塔
あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1595年⑪(万暦23年 )

③(宣祖28年 )

11月  朝鮮の人が、明・朝国境に銀や人参をもたらして貿易を行っているので、明の地方官僚は、 3か月で1,000

両の銀を得る。12,000余 匹の綿布は銀400～500両に相当する。壬辰倭乱以来、明は朝鮮に数万両の銀を贈っている。
(宣祖実録)

日本に金銀以下琥珀・水晶 。硫黄 。白珠・青玉 。蘇木・胡椒・細絹・花布・螺釦 。刀等の産出物がある。 (虔台倭
纂)*

日本には金銀などが産出するという。(皇明象膏録)*

1596年③(万暦24年 )

⑪(宣祖29年 )

1月 4日  マカオ発日本司教マルティンスの国王宛て書簡によれば、 1テ ール=2ク ルザ ド。(ARSI)

5月 11日  この年から1597年 6月 10日 にマニラ港に入港した日本発の船舶は 1隻。 (L奮 乃 ,′IPP肋奮αん″ι効%クθ
】¢s Fbzr,?クθs)

10月  朝鮮の平安道ではすでに銀が使用され、明の銀価は朝鮮に比べて高い。また、朝鮮国王が、端川の銀の対価
として女真の馬を購入し、嶺南の軍士に支絵することを命じる。 (宣祖実録)

11月 26日  ヴァリニャーノの書簡によれば、 1テ ール=2パルダオ弱。(ARSI)

12月 10日  ゴア発カブラルの総会長宛て書簡によれば、 1テ ール=1ク ルザド。(ARSI)

12月 17日  ゴア発カブラルの総会長宛書簡によれば、日本イエズス会貿易では毎年2,000テ ールの利益がでる。8,000

テール=16,000パルダオ。レアル貨6,000ク ルザドが中国で6,000テ ールかそれ以上。(ARSI)

明国、銀山が再開し、採掘は各地へ広がるが、翌年～万暦33年の間、300万両しか得られなかった。(明史・続文献
通考)

1592-1596年

1597年 ③(万暦25年 )

③(宣祖30年 )

2月  明国、山西の銀山、その他各地の調査報告に従って、金銀銅山を開かせるという。(続文献通考)

7月 4日  この年から1598年 6月 15日 までにマニラ港に入港 した日本発の船舶は 2隻。 (Ltt P/P,′ JppJ″奮 す た
P,Cφ?クθりをS ttzr,?クa)

8月 朝鮮国王、奮戦 した降倭に対 して、堂上にすすめて、賞銀を与えることを命ずる。 (宣祖実録)

12月  朝鮮王朝、銀 1万両を布にかえ、さらに穀物にかえられる地を議論する。(宣祖実録)

明国、雲南の銀税額はこの頃から3万両あまりに増える。(渡繁)



西 暦 (年号 :日本)

5月 13日  毛利輝元、温泉津銀山の運上銀上納を銀山役人に命じる。(吉岡家文書)*

7月 1日 銀山役人が、銀山大谷・下河原の屋掛銭徴収について指示する。(高橋家文書)*

8月 12日  毛利氏、朝廷に自銀100枚を上納。(御湯殿の上の日記)*

8月 豊臣秀吉、毛利氏に対し宰相 (毛利秀元)へは石見銀子山を除く毛利領を安堵する。(萩藩閥閲録)*

<安倍金山>中村式部少輔領駿河黄金山から豊臣氏へ納められた金は9枚、この中には富士郡麓金山の分も含まれ

ていたと思われる。(伏見蔵納目録)

高野山過去帳に 6月 ■日「栃畑 服部利右衛門 施主安井与右衛門 。重枝小右衛門」とあり。

1598年 (慶長 3年 )

2月 7日 毛利輝元、銀山温泉津の運上銀 3万枚の上納を命じる。(吉岡家文書)*

2月 14日  <佐渡相川金銀山>近年、佐渡国に金山が創墾されたのに応 じ、加賀藩領内の百姓が渡海することを前

田利家が禁じた。(加賀藩史料)

4月 2日  この年か、石見国内においては銀山とその周辺要衝につき、山吹の城の整備が肝要である旨、益田元祥

より毛利家重臣榎本元吉へ書き送る。(毛利家文書)*

高野山過去帳に 3月 6日「石金 宮崎市右衛門」、 5月 10日 「出シ土 渡雅楽丞息女ノ為」、 9月 30日「栃畑 田中

善右衛門」とあり。

3月 8口 妙正寺に「□妙珍霊位」の銘のある一石宝医印塔、 7月 25日  妙本寺上に「□  保元童子位」の銘の

ある一石五輪塔、12月 5日  「□□浄円信士Jの銘のある一石宝筐印塔、 7月 19日  龍昌寺に「奉為月桂妙照禅定

尼」の銘のある組合せ宝筐印塔、12月 20日 石銀地区に「ア妙寿信女霊位」の銘のある一石五輪塔あり。

1599年 (慶長 4年 )

1597-1600年
(慶長元-5年 )

16世紀後半 <安芸三玉銀山>三吉氏改易の頃、吉舎近辺に銀山出来、二次両町 (十 日市町・五日市町)の者が請山として稼い

だ。十日町印判屋念西、井戸屋惣兵衛がその奉行となった。銀山はほどなく退転となった。 (吉舎町史)

<萩藩領鉱山>美繭郡赤郷銀山領221石 3斗 2升 1合・河原銀山領198石 5斗 5升 5合 。青景銀山領■7石 9升 4合・

阿武郡蔵目喜鉛山領367石 6斗 5升 8合 とある。(八箇国時代分限帳)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1月 18日  朝鮮において、明が銀を出して朝鮮の窮乏を救おうとしているが、明の食糧を運ぶべき船が、銀を朝鮮
へ運んで、必要な物資を朝鮮で調達 していることが問題になっている。(宣祖実録)

1月  ヴァリニャーノによれば、生糸50ピ コルから通常1,600ド ゥカドの利益がでる。生糸は、中国でピコル当た

り、約90ド ゥカドで仕入れ、日本で140ド ゥカドで売られるが、このうち10%は 運賃に 3%は税金に支払い、ピコ

ル当たり約121ド ゥカドの売上げになる。(ARSI・ ッゅοJ9g力 溌 И乃′を″
'力

ο)

2月 4日  朝鮮において、自糸 1斤が銀 1両 にあたる。(宣祖実録)

2月 10日  朝鮮の端川銀山では年産約 5千両で、他所もあわせると数万両の生産が可能であろう。(宣祖実録)

2月 明の布政使梁祖齢が馬を購入するための銀を朝鮮国王に手渡す。(宣祖実録)

2月 朝鮮において、 1万数千両の銀は、青監布 5万余匹にあたる。(宣祖実録)

4月 27日  明の大監の 1人が、朝鮮の金銀を欲するが、明の武人がその不可をいう。(宣祖実録)

4月 朝鮮において、近年、少額決済に銀を使用する。(宣祖実録)

4月 朝鮮において、米一碗は銀四銀にのぼる。(宣祖実録)

7月 1日  1テ ールはマカオと日本で660レ イス。スペインで 1ド ゥカドは434レ イス。 1ク ルザド=434レ イスの

換算率。 1テ ール=約 152ド ゥカド。(ARSI)

7月 朝鮮国王に対して、端川の銀を採掘して、軍資に当てることが建議される。(宣祖実録)

3月 朝鮮において、兵曹のもっている銀70両を穀に換えることを請うが許されず。(宣祖実録)

8月 朝鮮において、丁主事が、銀 5両で豹皮 。人参を買ったことで弾劾される。(宣祖実録)

10月  A ヴァリニャーノ、イエズス会の商業活動に対する弁明をおこなう。(ARSI・ Иpο′軽テ,た И乃′を〃,〃ο)

12月  朝鮮において、銀子数十両で、数十着分の 3升布が買える。(宣祖実録)

毎年ルソンに運んできた百万元スペイン銀貨、全部明国に流入する。(非島史料彙編)

この時、マニラから明国に輸入されたスペイン銀貨は毎年100万 ペソ。(μθ P力 ,′″力θ rdんηの

ブァリニャーノによれば、 1テ ール=1ド ゥカド。(ARSI)

1598年①(万暦26年 )

③(宣祖31年 )

1599年O(万暦27年 )

⑨(宣祖32年 )

2月 24日 朝鮮、邪軍門に銀 5千両で、豊臣軍への懐柔を依頼するが、那軍門は難色を示す。明皇帝は、 7年間も

朝鮮に屯拠している日本軍を、 5千両の銀では退去させられないと返答した。(宣祖実録)*

5月 朝鮮において、毎年銀 3万 2千両の税収が可能である。(宣祖実録)

貿易でルソンに居住する泉州と溝州の民、数万人になる。スペイン人、華僑 2万人を殺害。(天下郡国利病書)

明国浙江市舶司は主に日本朝貢使を接待するためのもので、1523年 に閉鎖されたが、この年再開された。(明神宗

実録)

明国では、銀 1銭 =銭50文 という比価で銅銭を銀に組合せて流通させている。(明神宗実録)

この年にマニラ港に入港 した日本発の船舶は10隻、ポルトガル人数名が、日本からの舟に乗船。 (L餐 ′肪77PP加奮

θJル P,θφ?ク?所9d rbzrヵ ク盗)

1597-1600年 マヌエル・ ゴディーニョ・デ・ エレディア、本州の中央部が銀の産出地域であると記す。 (イ ンド法典)半

16世紀後半 この時、ポルトガル人、毎年生糸、禁制品の鉛等の明国商品を長崎に輸入する。 (資卜成功収復台湾史料選編)

各30万両銀を積む 3隻のポルトガル船は日本一明国間の貿易で広州に入る。税司に納税し町で中国人と交易する。
ポルトガル人は数十倍の利益が得られるので、マカオに金銭を多く持ってくる。取締ることができない。(馨剣編)



西 暦 (年号 !日本)

16世紀後半 <萩藩領鉱山>慶長期の検地帳に、玖珂郡根笠錫山の鉱山代銀分3,566石 5斗 4升・美爾郡長登銅山同10,608石 9

斗 9升・阿武郡蔵目喜鉛山同3,241石 8斗 9升。(周防長門三井但馬蔵田与三兵衛検見帳)

<甲斐御座石金山>中巨摩郡御座石金山は、西八代郡古関村川尻、東山梨郡黄金沢 (現塩山市)な どには信玄時代
に稼行したという伝承あり。(日 本鉱山史の研究)

<豊後国金山>尾平鉱山 (緒方町)と 木浦鉱山 (宇目町)は ともに戦国期末から近世初期にかけて開発され、主に

錫、鉛を産出した。この他、岡藩に轟鉱山 (清川村・錫山)、 日出藩に鶴成金山と馬上金山があった。(大分県史)

高野山過去帳の記事は便宜ここに入れる。

永禄17年 (永禄は12年まで)7月 1日「銀山 加藤四郎右衛門J、 享禄 7年 (享禄は 4年 まで)8月 15日 「石金

新左衛門女子孫佐渡二有之」、天正21年 (天正は19年 まで)(月 未詳)15日 「昆布山 善左衛門」とあり。

年末詳 高野山過去帳に「栃畑 新左衛門」、(癸卯年)3月 10日 「栃畑 野平宗兵衛」、「栃畑 スワ左近殿」、(月

末詳)15日 「栃畑 京見世六郎左衛門」、(月 未詳)15日「栃畑 泉屋太郎右衛門J、 7月 19国 「栃畑 心蔵庵 取

次 吉浦太郎左衛門」、 6月 29日 (月 末詳)15口「栃畑  田辺対馬守J、 (月 未詳)15日「 フキや与三左衛門 生

国備中」、(月 未詳)21日 「栃畑京町 右手や玄意」、(月 未詳)15日 「栃畑京町 (ミ 世) 泉屋甚二郎」、「栃畑 竹

井与吉 登山之時建之」、「栃畑 為母 三宅惣左衛門 登山建之」、 2月 14日 「栃畑 宝蔵寺タメニ宝珠寺宥算立

之J、 3月 19日 「昆布山 長楽寺住僧玄清房」、「栃畑谷 浅原権左衛門登山之時建之」、 8月 「銀山 赤木佐渡守」、

(月 未詳)15日 「銀山 大炊右京進」、 4月 11日 「銀山 吉田宗太郎」、 (月 未詳)15日「銀山 荻原小二郎」、(月 未

詳)15国「銀山 山下源左衛門」、 9月 22日 「銀山 三戸若狭守」、 2月 27日 「銀山 ハンシヤウ藤五郎」、(月 未詳)

15国 「銀山 吉田彦六」、 6月 19日 「銀山 森田帯刀J、 (月 未詳)15日「銀山 嶋根七郎左衛門」、(月 未詳)15国
「出シ土 藤 (?)寿」、 9月 26口「出シ土 弥五右衛門J、 4月 29日「坂根谷 山神 智清」、 (月 未詳)21日 「昆

布山 三宅壱岐守」、 (月 未詳)15日 「銀山 赤木佐渡守」とあり。

年未詳 3月 8口 妙本寺上に一石五輪塔あり。

1600年 (慶長 5年 ) 7月 5日 毛利輝元、当年分23,000枚 を銀山役人 3名 が上納するよう指示する。(吉岡家文書)*

7月 6日 毛利家奉行人佐世石見守元嘉、銀山役人に銀山温泉津支配についての定を指示する。(吉岡家文書)*

9月 25日  徳川家康、石見国を掌中に収め、石見銀山周辺の 7ヶ 村に禁制を発する。 (吉岡家文書)*

10月  大久保長安、畑迫付近巡見、笹ヶ谷ほか数ヶ所の鉱業を堀与三右衛門に許すという。(堀藤十郎事歴)半

†11月 3日 厳島社家内屋敷の地銭が銀で納められる (銀子 1匁 =なんきん銭850文 )。 (厳島野坂文書)

11月 18日  銀山役人、大久保長安らに当年分諸役の上納分及び未進分を報告する。(吉岡家文書)*

11月  石見へ下向する大久保長安と彦坂小刑部を、温泉津銀山の者が尾道に出迎える。 (萩藩閥閲録)

大久保長安、三枝源蔵、彦坂小刑部が石見へ下向する。(石見銀山旧記)

大久保長安、山神社社領として高50石を寄進する。 (山中家文書)

<佐渡相川金銀山>羽田村より金山町を独立させた。(佐渡相川志)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

ポルトガル人が明国商品を購入するため本国からもマカオに銀を運んできて、船1隻 につき 1万～数万両を積む。

(涯林続記)

ルソン等へ行く明国商人は、商品をそこへ輸入し、銀を持ち帰って金持ちになる。 (李文節公文集・広東新語 。東

西洋考・徐中丞奏疏・馬養虚集・小方壺輿地叢妙)

明国の海商らがシルク、磁器のほか、砂糖・果物のような生活品までルソンヘ輸出し、銀を満載して帰航するため、

大量のメキシコ銀は明国に流入し続ける。(李文節公文集)

明国の海外貿易の課税規定には、ルソンから戻る明国の商船が積み帰ったのは銀以外ほとんど他の貨物がないため、

1船につき銀150両 という「加征Jが徴収される。(天下郡国利病書 。東西洋考)

福建の人はルソン貿易で積み帰ったメキシコ銀貨をよく使う。(天下郡国利病書)

ルソンは、明国生糸貿易の中継地となり、生糸の一部はここから日本へ転売される。(徐文定公集)

明国生糸100斤につき銀100両、ルソンではその倍の価格で売る。(春明夢余録)

スペイン人、銀をルソンに運んできてシルク等の明国商品と交易する。 (海国聞見録・徐中丞奏疏 。天下郡国利病

書)

貿易でルソンヘ行く明国人が多かったのは、スペイン銀銭があるからである。(徐中丞奏疏・聞書・聞小記)

1担につき銀100両の明国の湖絲はルソンヘ運ばれると、その値は倍になり、日本人、スペイン人の競争と市場の

供給により、 1担につき銀500両に暴騰することがある。 (徐光啓集)

外国貿易で明国シルク等の商品と外国の金銀と交易される。(馬養虚集)

明国、外国銀の大量の輸入により、銀は主要な交換手段となる。 (五雑俎)

この時、明国の金銀比価は1:6前後。(明穆宗実録 。日知録・張心斉奏議)

西洋諸国が銀をマニラに運んで通商するため、明国福建人は多くマニラヘ貿易に赴く。(聞書)

スペイン国王の名の下に、イエズス会のプロクラドール (財務担当パードレ)の職務として、貿易に携わるイエズ

ス会士を取締まることが命じられる。(ARSI)*

この頃、明国の金銀の比価は、1570年代の金1:銀 6か ら1:7～ 8に なる。

イエズス会士 (不明)、 日本は金銀の豊富な国であり、金と銀の交換比率は金 1

(日 知録・履園叢話・万暦大明会典)

:銀 3であると報告する。(ARSI)*

3月 朝鮮において、 9万両の銀は、兵± 3千人の10ヶ 月分に当たり、兵± 1人 lヶ 月当たりの絵与・食費は 3両

9銭である。朝鮮国内に留まる3千人の明国兵士たちへの lヶ 月の支出は、紬 3千疋である。(宣祖実録)

4月 朝鮮において、端川の銀採掘は禁止されている。(宣祖実録)

7月 朝鮮において、端川の銀採掘はただ私採のみを禁止すればよいと建議される。(宣祖実録)

10月  朝鮮において、中江開市の停止を論議する。(宣祖実録)

スペイン人が150万 の銀貨・銀塊を毎年フィリピンに搬出し、銀は金 1に対して4の割合で交換するが、金はペルー

やチリにも充分あり、彼らの帰航の際には明国商品の利益が1,000%に 達するので、明国人との交易を好むと記述

あり。(オ リバー・ ファン・ノールドの航海言己)

この年にマニラ港に入港 した日本発の船舶は 5隻、ポル トガル人数名が日本から乗船。 (Ltt P肪′捗 滋奮 す た

P,θ

"?ク

9】9S rbzガ ?ク奮)

この年から1627年の日本における金銀の純分比価はおよそ金 1対銀12～ 13。 (金銀貿易史の研究)

1600年③(宣祖33年 )



西 暦 (年号 :日本)

1600年 (慶長 5年 ) <佐渡相川金銀山>こ の年の初冬、近江国高島郡の出身で北国の海運に携わった商人、田中清六が徳川家康の代官
として佐渡に渡った。(宗親書上)

<佐渡相川金銀山>石州出身の三嶋惣左衛門、大久保長安に召し抱えられる。当初、伊豆国銀山の総支配役を務め
ていたが、金銀山見立てのため、佐渡へ派遣される。(諸役人先祖書)

3月 16口  石銀地区に「為 □誉道□」の銘のある一石宝僕印塔、 6月 20日 龍源寺間歩上に「経 宗慶霊位」の

銘のある一石宝筐印塔、 (月 末詳)1日 一石五輪塔、 5月 8日 妙本寺上に「 □妙心禅定尼霊位」の銘のある一

石五輪塔、 5月 20国  「 (キ リーク)住誉妙弥女霊位Jの銘のある一石五輪塔、 8月 5日  「  □  道念信士位J

の銘のある一石五輪塔、 3月 11日  龍昌寺に 同い寿久童女Jの銘のある一石五輪塔、 7月 11日  「□為□真妙悟禅
定尼」の銘のある一石五輪塔、 (月 未詳)10日  妙正寺に「賢達」の銘のある一石五輪塔あり。

1601年 (慶長 6年 ) 6月 23日 吉岡隼人に、伏見から近江君ヶ畑まで伝馬 2疋の朱印状が与えられた。 (吉岡家文書)*

8月 28国 大久保十兵衛は彦坂小刑部の後を継いで二代目奉行となるという。(石見国名跡考)

18月 大坂相場、銀32匁 につき米 3石 4斗。(三貨図彙)

12月 3日  <伊豆金山>江戸滞在中の吉岡隼人に対して、江戸から伊豆湯ヶ島までの 6疋の伝馬の手形が与えられ
た。吉岡は伊豆の金銀山の調査のために赴いた。(吉岡家文書)*

大久保長安、諸国金銀山奉行並びに中国御目付を仰せ付けられ、石見国にて2万石を拝領する、という。(山中家文書)

<甲斐国金山>慶長 6年、大久保長安によって行われた検地で、甲斐 4郡の金山押掘役小判 3両 2分 2朱 とある。
(日 本鉱山史の研究)

<佐渡相川金銀山>こ の年、大久保長安、伊豆 。石見・佐渡支配を命じられたとされる。(佐渡年代記)*

十新井白石の推計によれば、1601～ 1708年の間、日本から輸出された銀は総額1,122,687貫余り。 (折 たく柴の記)

高野山過去帳に2月 15日 「昆布山 コガヤ与左衛門」、 5月 2日「栃畑 二宮佐左衛門」、「石金 三谷相 賀戸治
兵衛」とあり。

9月 5日 龍昌寺に「為月桂裕心禅定尼菩提也Jの銘のある宝僕印塔、11月 9日 一石五輪塔、11月 22日  「為明
岩源□禅定門Jの銘のある宝筐印塔、(月 日未詳)龍源寺間歩上に「霊元慶□□  (欠損)」 の銘のある一石宝筐
印塔あり。

1602年 (慶長 7年 ) 2月 23日  吉岡隼人・宗岡弥右衛門の両名に対 して、伏見から桑名まで伝馬 2疋の手印状が与えられる。 (石見銀
山文書)*

4月 19日  <甲斐中山金山>中山金山衆が稼行していた駿河側の掘間16口 について訴訟あり。16口 の掘間の稼行は

中山衆へ取り戻されたが、それ以外に掘間については、中山衆は一切干渉しないこととなった。(竹川家文書)

6月 3日 吉岡隼人、堺 。大坂・銀山商人よりの上灰吹・ちぢみ銀の借用状を「天満めうくん」に預ける旨を書き
置く。(吉岡家文書)*

9月 24日  <津茂銀山>「津茂銀山金掘屋鋪帳」が作成される。(大石家文書)*

10月 13日  大久保長安、吉岡隼人に運上銀の増長、試し吹のことなどを指示する。 (吉岡家文書)*

10月 26日 大久保長安、地役人 3名 に山稼、大森町普請など17ヶ 条及び吹屋に必要な道具の名称・数量を指示する。
(吉岡家文書)*

石見銀山の産出、白銀25,000斤 =4,000貫 とも5,000貫 ともいう。(当代記)

<佐渡相川金銀山>公領となってから次第に金銀山が繁盛するようになり、この年の納銀は10,000貫 に及んだ。石
州銀山も公領となって後繁盛し、この年の上納銀4,000貫 であった。 (佐渡年代記)

高野山過去帳に 3月 晦国「昆布山 ホリ善兵衛」、 4月 1日「石金 カスガ甚左衛門平兵衛」、 4月 15日 「石金 曾
根賀藤右衛門」とあり。

8月 20日 妙正寺に「妙弥尼」の銘のある一石五輪塔、(月 日未詳)龍昌寺に一石五輪塔、(月 日未詳)石銀地区に

「□清誉妙休善女Jの銘のある宝筐印塔基礎あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1600年③(宣祖33年 )

1601年○(万暦29年 )

C(宣祖34年 )

2月 7日  明の兵部尚書が朝鮮人と倭人が釜山で貿易していると指摘。 (宣祖実録)

2月 朝鮮は明に対して、銀を収める代りに兵±3,000人 の駐留を請うが認められず。 (宣祖実録)

7月 30日 朝鮮において、尚方内局貿易の額を減らすことを啓し、芙蓉香のみ減らすことを許される。(宣祖実録)

10月  執義李成禄が、捜銀御史として義州に赴任するも、任を果せず、明の役人が率先 して義州で密貿易に従事し

ていることを報告している。(宣祖実録)

11月 27日 朝鮮において、禁銀がきびしいにもかかわらず、明の援軍を受入れて以来、市上で銀を使っているとし

ている。 (宣祖実録)

この年にマニラ港に入港した日本発の船舶は4隻、ポルトガル人数名が、日本からの船に乗る。Qω r功〃JPPヵ奮 ¢ザ

ル PpC力 ?ク9'9s rbzr″ ″奮)

1602年○(万暦30年 )

C(宣祖35年 )

2月 14日  朝鮮において、銀の産出の方法がないので、朝鮮王府内での宴席の銀器は鍍銀器を用いることが建議さ

れる。(宣祖実録)

2月 朝鮮において、頭目庁が銀器を作るために確保した銀は234両である。(宣祖実録)

この年にマニラ港に入港した日本発の船舶は 3隻、ポルトガル人数名が日本からの船に乗る。 (Ltt P力 ,′抄 力6 θJ

彪 P,Cφ?″¢
'9s rbz/″

″奮)

この時、明国広東市舶司が得た貿易輸入税は毎年銀 4万両。 (広東通志)

広東の人はルソン貿易で銀を広東に持ち帰る。それは広東市舶司の貿易税収のかなりの部分を占めている。(広東

新語)

フィリピンヘはメキシコ・ベルーから毎年200万ペソの銀が送られ、それらはみな明国人の所有に帰す。(ARSI)



西 暦 (年号 :日本)

1月  山師安原伝兵衛、 lヶ 年運上銀3,600貫 を差 し上げた功績により、将軍家康に御目見得を許され、同 3日

「備中」の称号と同5日御羽織、御扇子を拝領する。(安原伝兵衛言上状)*

安原伝兵衛、清水寺の託宣により釜屋間歩を開くという。(清水寺文書)*

春に大火があり、大横相から石銀米かみ岩まで三千軒が焼失。山神が類焼 し大久保長安が再建するという。 (本城

家本石見銀山旧記)*

<佐渡相川金銀山>大久保長安、目代として大久保山城・宗岡佐渡・小宮山式部を佐渡に遣わす。(佐渡年代記)*

<佐渡相川金銀山>吉岡出雲が石州から佐渡にわたり、銀鍵を売り切った。(吉岡家文書)半

<佐渡相川金銀山>佐渡国留守居として石見出身の家老吉岡出雲、宗岡佐渡が御仕置を任せられるという。 (佐渡

年代記抜書)

高野山過去帳に 6月 1日 「栃畑 賀戸浄円取次施主喜嶋弥三右衛門」、 (月 未詳)21日「栃畑 賀戸浄円ヨリ」と

あり。

3月 3日 石銀地区に「□□信士霊位」の銘のある一石五輪塔、 6月 27国  龍昌寺に「宗覚上座」の銘のある一石

五輪塔、 7月  「幻林童 [    ]Jの 銘のある一石五輪塔、 8月 9日 「 (奉)(為)華室妙栄禅定尼也」の銘の

ある一石五輪塔あり。

1603年 (慶長 8年 )

2月 24日  吉岡隼人等地役人、銀山山吹城の普請につき、1,000石 につき3人の人足を割当て、鍬 。鎌などの道具

の持参を命じる。(高橋家文書)*

4月 10日  <佐渡相川金銀山>大久保長安、佐渡国松ヶ崎に着岸後、相川へ移り、銀山地方のことを沙汰する。こ

の時、吉岡出雲・横地所左衛門らが同行する。(佐渡年代記)*

4月 13日  この年か、佐渡に逗留中の大久保長安は石見の吉岡右近に対 し、手子頭の佐渡への招請など5ヶ 条を命

じる。(吉岡家文書)*

5月 14日  <佐渡相川金銀山>相川の山師京新五郎が、大気絶間歩を5日間34貫 目の運上で落札したが、このとき

の請書には「右の日限の内にも御運上増 し申す人御座候わば御渡しなさるべく候」とある。 (相川郷土博物館乙種

文書)

5月  <佐渡相川金銀山>大工町に陣屋お抱えの金掘大工を住まわせ、陣屋の経費で水貫を掘らせて水没した間歩

の復活をはかる、生産のための資材の公給を実施するなど、金銀山における生産を直接統制する策が、大久保長安

によって施された。(佐渡年代記)

17月 5日 米・銀の換算率あり。吉川氏、雲州 。隠州新国主の堀尾氏へ年貢米10,058石 8斗 6升を銀子71貫849

匁で返納。(吉川家文書)

8月 10日  <佐渡相川金銀山>伊豆 。石見より佐渡銀山へ銀山巧者の者が呼び寄せられ、山師として銀山を預けら

れる者36名。(佐渡風上記)*

9月 25日  大久保長安、石見の吉岡右近ら地役人に、「分鍵」を五ヶ所の吹屋に渡す事など銀山支配に関する22ヶ

条を伝える。(吉岡家文書)*

9月 25日 大久保長安、地役人に、浜田の炉粕を銀精錬に用いることなど5ヶ 条を指示する。(吉岡家文書)キ

<佐渡相川金銀山>佐渡の諸間歩が繁盛したので、味方但馬、原淡路、西山丹波などの有力な山師が家康、秀忠に

引見を許されたと伝えられる。 (佐渡年代記)

<佐渡相川金銀山>こ の頃、相川山に御直山が36ヶ 所あり。その山師の多くは伊豆・石見から来たとされる。 (佐

渡年代記)

<佐渡相川金銀山>佐 々木彦兵衛、大久保長安に伴って石州より佐渡へ来て銀山の役人となる。(諸役人先祖書・

舟崎文庫)

高野山過去帳に 4月 5日「栃畑 中野彦右衛門」とあり。

1604年 (慶長 9年 )



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1603年③(宣祖36年 ) 1月  朝鮮の銀が中国にもたらされていることが、明で問題化していると報告する。(宣祖実録)

2月 8日 朝鮮において、この時点で戸曹が貯蔵している端川から採掘された銀の量は300余両である。(宣祖実録)

3月 朝鮮国王が、中江が開市されたので、銀で収税するように、平安道観察使や収税官に命ずる。 (宣祖実録)

5月 朝鮮において銀鉱の採掘は再開すべきではないとし、鉄銭の使用が論議される。 (宣祖実録)

10月 8日  ヴァリニャーノによれば、通常9,000ド ゥカドが年間の貿易資金。テールは1ド ゥカドに相当。 1テ ー
ル=125ド ゥカド。 1ド ゥカド=1333・ …パルダオ。(ARSI)

11月 15日  ヴァリニャーノによれば、日本航海によって、イエズス会のために、25,000～ 26,000シ ェラフィンの利
益があがる。それは、18,000パ ルダオにあたる。 1テ ールは1ド ゥカド強の比率。(ARSI)

スペイン人ソテロは家康に採掘精錬 した銀の 2分の 1を鉱山師に与え、残り2分の 1を将軍とスペイン王で折半す
ることを提案。 (ド ン・ロドリゴ日本見聞録)

徳川家康はイエズス会に銀3,500貫 を寄付。教会に 5万貫を提供。 (R91agaO И〃クα′虎 脆糊肪 Cクθ″9,Ю )

徳川家康が石見銀山を掌中に収める。 (フ ェルナン・ゲレイロの年次報告)*

この年にマニラ港に入港した日本発の船舶は1隻。(Ltt F功テ′″ρJ〃餐
'ル

P,c″?ク?J?d rbz′,?クa)

1604年 ① (万暦32年 ) 明国淳州の人、ルソンで、オランダ人との貿易により外国銀を入手する。 (徐中丞奏疏)

貿易でルソンにいる明国福建の商人は多数。(天下郡国利病書)

宣教師フェルナン・ゲレイロは、徳川家康の強大さは毛利家領地の7つ の銀山を取り上げたからだと評価している。
(フ ェルナン・ゲレイロの年次報告)

この年にマニラ港に入港した日本発の船舶は6隻。(L餐 ′力,′JPP,〃奮 θとル P,cφ?クθ】9S rbzr″ ク奮)



西 暦 (年号 :日本)

1604年 (慶長 9年 ) 3月 16日  妙本寺上に「幻芳童子位」の銘のある一石五輪塔、 6月 2日 龍昌寺に「 [ ]虎童子」の銘の

ある一石五輪塔、 8月 4国  「秋弥童子」の銘のある一石五輪塔、 (月 日未詳)「道秋禅門Jの銘のある一石五輪塔

あり。

1605年 (慶長10年 ) 3月 17日  安原伝兵衛、自伝書で銀山の繁栄ぶりを記す。(石見国銀山文書)

10月 26日 大久保長安、銀山 。温泉津に地銭の永代赦免の制札を発する。(多 田家文書)*

<佐渡相川金銀山>大久保長安、相川に大山祗神社を造営 し、安岡長門を石見より呼び寄せ、その社人とする。

(佐渡年代記)*

<佐渡相川金銀山>宗岡佐渡が佐渡銀山山方役を勤めるという。(撮要佐渡年代記)

<白根金山>白 根金山山先青山家の由緒によれば、初代庄左衛門は天正 9年越中の生まれ、慶長 9年前後に奥州ヘ

渡っていることから、庄左衛門によって白根金山が開坑されたのは慶長10年前後と考えられる。(鹿角郡郷土史料)

高野山過去帳に 2月 15日 「栃畑京町 宗純」、 8月 14国 「栃畑 出土後ロ ウタノ丞」、 (月 未詳)「昆布山 今井宗

玄」とあり。

1月 16日  龍源寺間歩上に「経法忍霊」の銘のある一石五輪塔、 4月 23日 妙本寺上に「地□春禅尼霊位」の銘の

ある一石五輪塔、11月 10日  「花幻童女」の銘のある一石五輪塔、 5月 28国 龍昌寺に「[    ]幻 然童子」

の銘のある一石五輪塔、 8月 19日  「為帰真秋月禅定尼」の銘のある宝症印塔、11月 25日  妙正寺に「姦父□宗

[  ]Jの銘のある一石宝魔印塔あり。

1606年 (慶長11年) 4月 25日  <佐渡相川金銀山>相川の地役人三嶋惣左衛門 (慶長 5年頃伊豆銀山において50俵取り)が、佐渡より

伊豆銀山へ遣わされる。(佐州役人分限由緒書)

7月 23日 幕府、下総国佐倉より東において「 しかみ銭」を使うよう命ず。但し、われ銭 。かけ銭 。新無銭につい

ては選ぶことを認める。(徳川禁令考)

18月  大坂相場、銀30匁につき米 1石 5斗。(三貨図彙)

11月  地役人、銀掘彦兵衛の運上銀増長を賞す。(吉岡家文書)*

<院内銀山>院内銀山が発見され、村山宗兵衛ら4人の者に山先証文が与えられる。(院内銀山記)*

<伊豆金山>伊豆国金山より銀を多く産出したと伝える。この頃、京中に高札を立て伊豆国金山の金掘を募集する。

(当代記)

<佐渡相川金銀山>石見の成瀬六左衛門、佐渡で地役人となる。(舟崎文庫)

高野山過去帳に 5月 23日「栃畑京町 森田次郎左衛門」とあり。

4月 龍昌寺に「奉為帰真幻玉童女Jの銘のある一石五輪塔、 8月 7日  「[    ]禅 定門」の銘のある一石

五輪塔、(月 日未詳)「為帰真 [   ]」 の銘のある組合せ宝僕印塔、 5月 22国 石銀地区に「□□□禅定尼」の

銘のある一石五輪塔あり。

1607年 (慶長12年 ) 3月 6日 大久保長安、地役人に「水かねなかし」(水銀製錬)の見回りを指示する。 (長野家文書)*

6月 9日  この年か、大久保長安、吉岡右近に銀山支配についての 6ヶ 条を指示。また銀山 。宅野の繁盛を喜ぶ。

(吉岡家文書)*

7月 17日  大久保長安、地役人に諸国屋の見回りなど7ヶ 条を指示する。 (長野家文書)*

9月 石州銀山下河原之内村上次右衛門尉が厳島廻廊に一間分寄進する。 (大願寺文書)

岩下惣大夫から大久保長安家臣戸田藤左衛門に、銀山活況及び尾道への運上銀到着の報告あり。 (戸 田藤左衛門文

書)ホ

<安倍金山>慶長12～ 13年 頃、幕府は安倍金山の水抜普請を海野弥兵衛に命じ、水抜間歩 lヶ 所に米100俵、 8ヶ

所800俵を資金としてひとまず交付した。 (海野家文書)



西暦(年号 :中国‐朝鋪
―

海 外

1604CO釘醒 )

1605CO(万騨 3り 3月 1,日 長醸 スーキータの総会長宛て書簡によれⅢよ イエズ入会には2転090ドゥ労ド以上の利益がある。1テー

ルと1ド,カ ド典 CARSIj

7月 明1日釧 、声部つ上秦を受け、銅錢を鋳羞と、録の対銭比価は銭109文対銀1録 |にする。(続文献通考)

12月 万425年以降、明目各地お鉱1山が上納した駐銀は延べ3百万両に上―oたが、鉱脈の状況は採算割れに陥るの
で、各銀山閉銑 鯨 文献通玲

こ|の年にマエラ搭に入潜した日本発の船舶はB鍵―α彦
=崩物?力盛,た F陸携″ rra rbzFiT2aJ

1606tO(万1嘲 11月 4日| マカオ発カルプァー,ョ|の総会長宛て書簡によれば、1テ ールー1クルザド魏 (ARSう

この年|にマエラ1港に入潜したEI本発0船舶は弊義―●体翔鵜″拗 すた身範胸滋ち弥あ瀬仰ぬ)

との年、明日の1銀鉱山は闘鎖され・る。(天下郡国和病書)

との年 (16064Jか ら18494ま でくボルトガル人、毎年明朝に

'万

両あまりの貿易税を納める奪α下郡国利病書)

.鶴―明国南船がルソフヘ輸出した明目商品の費易総額は80瀬ゃ―商船のほとんどは録を磯輯 る
.。 鰤 郡国和

1艤)

1607年 この年にマエラ港に入港した日本発0船腫ぼ患黛。Qみ 励 城″熔 ,力 角嘲鉾確 ぬ rbZri229」J



西 暦 (年号 :日本)

1607年 (慶長12年 ) <佐渡相川金銀山>こ の年、佐渡金銀山の産出量減少する。(当代記)

1徳川家康、貿易の糸代を丁銀で支払うことを命ず。それにより外国船の渡航が少なかった。唐船との糸貿易に支
払う銀を唐人が吹直し銀を得て利益をあげていたからである。 (当代記)

1銭 138貫512文 =銀子にして595匁 6分 1毛。(薩藩旧記)

十唐船と糸貿易に支払う銀を、唐人が銅と銀に吹分け、銀のみを取る。(当代記)半

高野山過去帳に 3月 15日 「銀山 年寄五郎太夫」とあり。

2月  石銀地区に宝魔印塔、 2月 7日 妙本寺上に「地  妙春信女霊位Jの銘のある一石宝僕印塔、 2月 18日

「□誉妙教霊位」の銘のある一石宝僕印塔、 2月 28日 龍昌寺に「為□□□ (界 )禅門」の銘のある宝魔印塔、 9

月 「奉為販真丞妙慶久頓証□□□」の銘のある一石宝使印塔、10月 15口  「逆脩 光明遍照十方世界  [念仏衆
生]摂取不捨Jの銘のある一石五輪塔あり。

1608年 (慶長13年 ) 2月 14日  <佐渡相川金銀山>相川陣屋から駿府へ宛てた書状の中に、床屋水銀ながし (ア マルガム法)が製錬に

採用され、水銀流しによる吹立の利得が大きい故に、かいおゝ口木立の上には水銀床屋が立ち並んだと伝える。(,H

上家文書)*

2月  <白根金山>初めて黄金を鹿角郡に得たとある。(南部家譜)

4月  <白根金山>南部に金が出るため、佐渡より金掘りが下る。(当代記)

4月  <佐渡相川金銀山>こ の頃、佐渡金銀山では、間歩の水没が問題となり、採掘に支障が生じている。その対
策を講じるべく、大久保長安が佐渡へ下った。(当代記)

†8月 大坂相場、銀300目 につき米13石 2斗。(三貨図彙)

10月 5日  <石見銀山 。伊豆銀山>駿府から佐渡相川への書状によって、石見銀山、伊豆銀山の盛況が伝えられる。
同年末頃の書状では、石見では石かねの惣太横相・勘右衛門横相が、伊豆では柿木間歩でとくに出鍵が多いと記さ
れている。 (ナ |1上家文書)*

11月 28日 温泉津屋敷安堵銀が徴収される。(多 田家文書)*

†12月 8日 幕府、銭取引の相場について定める。永楽 1貫文に銀銭 4貫文とし、永楽銭の取扱いを禁じる。また、
金子 1両に熊銭 4貫文とす。(徳川禁令考)

†幕府、呂宋船に対する狼藉停止を下知す。(徳川禁令考)

高野山過去帳に正月12日 「栃畑 江国市右衛門」、 9月 10国 「栃畑 工田市右衛門」、■月23日 「栃畑 賀戸浄円ヤ
シキノフサイ立之」とあり。

3月 2日 龍源寺間歩上に「経 妙讃霊Jの銘のある一石五輪塔あり。

1609年 (慶長 14年 ) †2月 伊勢内宮作業料、大判 1枚銀516匁、 1貫文18匁 6分、19匁 の比率で支払われる。(正遷宮請屋手形)

†5月 3日 幕府、諸国において偽銀防止の為、灰吹・筋金の吹分けを厳禁する旨通達する。(上杉編年文書)

+7月 19日  幕府、金銀銭相場を定める。金子 1両 に永楽銭 1貫文、京銭 4貫文。また、金子 1両 につき銀50目 と

す。(徳川禁令考)

17月 25日 幕府、阿蘭陀船の日本への入港を許可す。(徳川禁令考)

永田大隅守、石州奉行として赴任すという。(石見国由来記)

地役人吉岡隼人、佐渡在島 6ヶ 年で石見に帰国するという。(佐渡年代記)半

徳川家康、長谷川藤弘に命じて書を占城国に遣わし、灰吹銀20貫 目を送って伽羅を買わんとする。 (異国日記)

十小判の公定価格、金 1両銀50匁に制定。(近藤守重筆記)



1茜麿〔年号 :中国Ⅲ朝鮮) 海 外

1607年

16034

⑪(光海君即岬

Oi月 朝鮮め司縮 が国内において録の価値が殿貴し、1両跡 10匹に近いと啓する。(光海君日記)

ムには豊富な金があり|、 殿 価格は金■1錬 sの割合であ乳 ぐウィリサム,キーリンダの鶏勅シ ャ

的∽年③9魏襲イ年う 7月 25日 国王よリマニラ総督宛ての書簡に、スペイン大による日本をマエテの交易品は、饒進銀¢ほか、生絹・
香辛料・鉄・ 銅な|どであると語され魏

“

ンド文書館文書)=

呻 却ロ スペイン本どベロスは徳〕麻康から1日本の銀山採鉱のたなに鉱山技師の斡旋を鱒 きれる。(ド ッ・●
ド,ゴ 巨本見聞翻

11月 42日 イエ・父ス会の記録に.工れば(-1,― ルと1`081タ ルヂド11タルずド=約二.257ウレダオ,1テーール■約1=

静く―ルダオ。CARSI)

ッサ・●ド,デス、右見の国には、カナヤマと呼ばれる非常に有名な銀山があるを記すj(日本数会1葉)・

明国福建入林清、ジルタ等の1商品を日本ベー運んでいき、販売で得た銀を簿って帰る。福建夢密鯉翡氣 日本質身ゆ
船を造り、乗船する船斎から「ヨ鞘展」を徴収するo(趨翔■

オランダが平戸に商館を設遠

‐―――――――――――――――――――――-14iil,,)   ――――――――――――――――



西 暦 (年号 :日本)

1609年 (慶長14年 ) †ポルトガル船のもたらす白糸に対する支払いを、灰吹銀から丁銀で決済する。(当代記)

3月 12日  妙本寺上に「地蓮誉幸繁信士」の銘のある宝医印塔、 3月  妙正寺に「為浄運信士之也」の銘のある組

合せ宝筐印塔、12月 19日  「為  妙経霊尼Jの銘のある一石五輪塔、 4月 2日 龍昌寺に「為常安禅定門」の銘
のある宝筐印塔、 5月  「妙清」の銘のある一石五輪塔、 7月 9日  「奉為妙□禅定尼」の銘のある宝値印塔あり。

1610年 (慶長15年 ) †10月  大坂相場、銀168匁 2分につき米 9石 5斗 8升 7合。(三貨図彙)

三枝源蔵、石州奉行として赴任すという。(石見国由来記)

<足尾銅山>足尾の百姓、治部・内蔵が銅山を発見し、日光坐禅院へ報告。翌年、幕府の御用銅山に仰せ付けられ

た。(足尾銅山見分書記)

十徳川家康の貿易推進政策により、長崎来航する明国商船は年々増える。(羅山文集)

高野山過去帳に (年未詳)21日 「栃畑 桜内Jと あり。

2月 27口 石銀地区に「[        ]貞 禅尼」の銘のある宝筐印塔、 3月 1日 妙本寺上に 「学誉方妙□

明  (欠損)」 の銘のある宝僕印塔、10月 13国  妙正寺に「[  ]浄 [  ]信士Jの銘のある一石宝使印塔あ

り。

16■年 (慶長16年) 3月  <安芸三玉銀山>銀山のために大峰山入りする常和寺の円光房へ初穂料を拠出することを、福島正則の奉行、

大崎豊後と上月助右衛門が銀山の下代、年寄、労働者らに求めた。(吉舎町史・常和寺文書)

6月  石州中請売買取引銀、均質の銀 (の意味 ?)に吹き直し、極印を押すため灰吹屋改めが実施される。(多 田

家文書)

増島左内、石州奉行として赴任すという。(石見国由来記)

<仙台領金山>雪沢金山の山師小野寺源太郎が、玉山で富鉱に切り当て、繁栄 した。玉山の稼行は延宝 8～ 9年頃
まで続いたという。 (気仙郡竹駒村玉山金山来歴)

高野山過去帳に2月 21日 「石金三谷相 中村弥三右衛門」、 3月 29日「栃畑仏谷 蔵本宗右衛門」とあり。

4月  妙本寺上に「帰道浄修禅定回Jの銘のある一石五輪塔あり。

1612年 (慶長17年 ) 2月 28日・ 12月 17日  <院内銀山>梅津政景の秋田院内銀山奉行在任中の慶長17年から19年の間に、院内銀山への

隠し鉛売買者の中に石見国出身者多し。(梅津政景日記)*

3月 9日  <院内銀山>灰吹長右衛門、灰吹のための炭の搬入を許可される。(梅津政景国記)*

†4月 大坂相場、銀92匁 3分 2厘につき米 6石 9升 5合 1勺。(三貨図彙)

10月 22日 大久保長安、竹村丹後守より石州銅の慶長15年分 3万 500斤、同16年分 3万316斤 の勘定報告を受ける。

(戸 田藤左衛門所蔵文書)*

12月 20日 南部利直白根山吹の金50枚を幕府に献上す。(徳川実記)

高野山過去帳に 2月 25日「出シ土 波多野市兵衛J、 5月 15日 「栃畑 宗久内」とあり。

5月 17日  龍昌寺に「為帰真浄円道本也」の銘のある一石宝値印塔、10月 22日 妙正寺に「口円覚尼」の銘のある

一石宝医印塔、(月 日未詳)妙本寺上に「地麗月□□信士」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1613年 (慶長18年 ) 2月 6日 大久保長安、地役人に銀山料内の久喜 。大林銀山の稼業奨励など9ヶ 条を指示する。(吉岡家文書)*

2月 29日 地役人の竹村丹後守道清、知行1,000石 を下 し置かれ、石州銀山奉行となる。(石見国由来記)

3月 16日  宗岡佐渡は慶長18年 3月 16日 に死亡し、佐渡の沢根町一向宗専得寺に葬られる。(佐渡年代記)*



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1609年 ①(万暦37年 ) この年マニラ港に入港した日本発の船舶は 3隻 と記述あり。 (Ltt P肪′zPP,η奮 oた P'C力?ク9冴9s rbz河 ?クa)

1610年O(万暦38年 ) 4月 27日  ポルトガルのインド副王、ポルトガル人に日本から不法に銀を持ち出すことを禁じる。(ア ジューダ図

書館文書)*

2月 20日  ポルトガル国王はイエズス会士やほかの宗教家が日本とはいかなる取引も行うことを禁じる。(モ ンスー

ン文書)

3月 14日  イエズス会は、12,000～ 13,000ド ゥカドで仕入れた100ピ コルの生糸を日本にもたらし、相場が急騰し

たので、42,000-43,000ド ゥカド以上の売り上げで、 3万 ドゥカド以上の利益を見込んだが、失った。(ARSI)

日本には銀鉱脈・鉱山が多く、銀の製錬技術は未熟だが産出額が多い。良質の金も産出し貨幣を造っているとの記

述あり。(ド ン・ ロドリゴ日本見聞録)

明国商品の日本貿易の利益はルソン貿易の倍。(明神宗実録)

スマトラ島のテエコーで金 1マ ースは6レ アル、 6レ アルは丁銀で 6匁 に換算されると記述あり。 (イ ギリス人の

モルッカ諸島における貿易事項の雑録)

16■年O(万暦39年 ) 6月 10日  日本人はスペイン人に高利で銀を貸付ける。日本の鉱山採掘税は産出量の10分 の7で あると記す。(ヴ ィ
スカイノ金銀島探検記)*

10月  明国銀の銭に対する市価は、銀 1銭 =銭66文。(明神宗実録)

1612年 O(万暦40年 ) 3月  明国の船がもたらす品は日本では高価であり、硝石・鉄・金等の値は皆明国の20倍。(明神宗実録)

6月 明国趙子明、シルク等の商品の日本販売で利益を得る。(越鋳 。明神宗実録)

この年の統計によると、密貿易で日本へ行く福建人は数万人。(明神宗実録)

この年から1615年まで、イエズス会は全部で93ピ コル62カ ティの生糸を搭載、その半分以上は中国商人たちから掛

けで買ったものであり、仕入れ価格は10,666テ ールで利益は、3,674テ ール。q即′。g,,虎 働ραttο )

生糸 1ピ コルに対し、180ド ゥカド=150テ ール。スペイン人・明国人・オランダ人は200な いし210テ ールで売った

と記録あり。(平戸オランダ商館の日記)

ポルトガル船の生糸のパンカド価が 1ピ コル丁銀180テ ール、ソマ=銀錠で150テ ール (100斤、1,500目 )パ ンカド

価格によらない生糸は1ピ コル200～ 210テ ール。(2,000～ 2,100目 )(平戸オランダ商館の国記)

1613年③ (万暦41年 ) 2月 11日  平戸オランダ商館長ブルーヮーの報告書によれば、生糸のパンカドは、 1ピ コルにつき150テ ール即ち

ドゥカド。これは銀貨で180ド ゥカドにあたる。カスチリア人、シナ人、オランダ人には200～ 210テ ールと記述あ

り。 (大 日本史料)

2月 13日  オランダ商館長ヘンドリック・ブルーヮーの書簡ではドゥカドをテール (10匁 )と 同じとする。(&″祢 )



西 暦 (年号 :日本)

1613年 (慶長18年 ) 4月 21日  大久保長安、藤堂高虎に、石見銀山が慶長17年 より江戸の徳川秀忠領となり、運上は江戸へ納められ、

鍵 (鉱石)の まま残っている分は、大久保長安死亡後であれば竹村丹後守が勘定仕上げを行うことを伝える。 (戸

田藤左衛門所蔵文書)半

4月 25日 大久保長安死去。生前における金銀横領により、子息ら断罪され横領の金銀が召上げられる。(当代記)*

4月 25日 大久保長安死後、徳川家康が長安の私曲糾明を厳命し、長安の下代らを悉く諸大名に預け、次いで子息

7人に切腹を命じる。(駿府記)半

<白根金山>白根金山の発見伝説のひとつである「姥が懐金山」の伝説によれば、十左衛門が鹿角郡金山奉行であっ

たのは慶長18年頃のこととされている。慶長年中には、北十左衛門が鹿角郡の西道 。槙山・ 白根の 3金山の奉行で

あったと伝えられる。(祐清私記)

高野山過去帳に 8月 16日 「石金三谷相 片岡理右衛門」、10月 3日「昆布山 椿がし栗田久左衛門」とあり。

1月 18日  妙本寺上に「地 西月師□信士霊Jの銘のある一石宝僕印塔、 8月 2日  「経為妙儀霊Jの銘のある一

石五輪塔、 8月 9日  「経 為法三霊Jの銘のある一石五輪塔、10月 9国  「地□誉道主信士」の銘のある一石宝

筐印塔、 8月 20日 龍昌寺に「為元月童女」の銘のある一石五輪塔、 8月 29日  「為販真猷諒禅定 (尼 )」 の銘の

ある宝僕印塔あり。

1614年 (慶長19年 ) 12月 19日  博多の中野三十郎が後興善町のしいかうに元銀500目 を利率 5割で投銀。持渡船は、15官船で交趾行

き。(末次家文書)

3月 17日  竹村丹後守、地役に、たきのおく (滝の奥)岡部横相、昆布山谷の横相の加増を賞し、鍵売買について

指示する。 (長野家文書)米

8月 25日 竹村丹後守 (慶長18～寛永12年 )、 万取引遣銀を 9月 1日 より12月 までに300目 、温泉津の五郎右衛門に

灰吹するよう申し付ける。(多 田家文書)半

12月 28国  大坂の陣に際し、銀山の掘子450人が動員される。(石見国銀山文書)*

<阿仁銅山>水無の山先五郎左衛門・七兵衛・太郎兵衛によって七十枚間歩の開発が始められる。(梅津政景国記)

<白根金山>秋田藩で慶長19年春、入封以来の領内の金山運上を一括 して112枚 を駿府へ上納した。このうち1枚

は杉沢金山の吹金 (1枚三40匁 )、 1枚は桧内金山の砂金であったが、100枚 は秋田湊で秤量 し封包した白根産の金

(南部金と称された)で あった。(鹿角郡郷土史料)

高野山過去帳に4月 20日 「石金本谷 九郎兵衛」、 7月 27日「銀山 桑村左小右衛門J、 「昆布山 杉谷小左衛門父

桑村左小左衛門」とあり。

1月 妙本寺上に「地妙春童女霊位Jの銘のある一石五輪塔、11月 10日  「[   ]円 大徳覚位  (欠損)Jの銘
のある無縫塔あり。

1596-1615年

(慶長年間)

1月 27日  竹村丹後守・永田大隅、宮田長左衛門に温泉津水上り銀が調い次第、早々に上納するよう命じる。(多

田家文書)*

10月 16日  宮田長左衛門、温泉津老中及び蔵方衆に御役銀の未進分について徴収方を命じる。(多 田家文書)*

10月 25日 宮田長左衛門、温泉津老中及び蔵方衆に御役銀の未進の理由について返答を命じる。 (多 田家文書)*

12月 27日 宮田長左衛門、温泉津老中に水上銀帳簿照合を指示する。(多 田家文書)*

沢小右衛門、温泉津老中に生越屋敷は中嶋惣右衛門、木下屋敷は高津屋五郎右衛門へそれぞれ安堵銀加増の上、そ

れら屋敷を渡すよう指示する。(多 田家文書)

佐渡の留守居役岩下惣太夫・草間内記、駿府在住の長安家臣戸田藤左衛門に、石州銀山の運上銀300貫 目の尾道到

着を喜ぶ旨伝える。 (ナ |1上家文書)

<越中松倉金山>箕浦浅右衛門の「運上書上帳」によれば、松倉金山における慶長年中の運上金の合計は800枚で

あった。(越中鉱山雑誌)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1613年O(万暦41年 ) 6月  島津氏は琉球国の明国に対する進貢・接貢貿易時の入用銀である渡唐銀としては銀子10貫 目、銅 1万斤を給

付する。 (旧琉球藩評定所書類)

7月 2日 平戸において、 1カ ティは英貨 5シ リング。 1レ アル・オブ・ェイトは7マ ス、英貨 3シ リング6ペ ン

スにあたるとの記述あり。(セ ーリス日本渡航記)

7月 13日  日本貨幣50両が62リ アル半にあたるとの記述あり。(セ ーリス日本渡航記)

10月 5日  9,000ス クード=9,000ク ルザド=9,000ド ゥカドと記述あり。(ARSI)

この年、明国洋州府が得た貿易輸入税は銀27,087両 。(東西洋考)

当時欧州では金 1銀 125の割合、日本では金 1銀 132で あった。(セ ーリス日本渡航記)

1614年O(万暦42年 ) 3月 9日  スンダ列島から明国へ行く薬種を積んだ船に乗り、チャンチョウで船長たちがその貿易を独占して売買
した後、ゴアのナウ船でそれを続け、薬種の代りに銀、珊瑚、エゴノキ液や布を積んで運んだという記述あり。

(モ ンスーン文書)

6月 1日  日本市場の相場として、水銀100カ ティ=300～ 400マ ス、銅板125ポ ンド=90～ 100マ ス、小棒鉛100カ ティ=
60～ 88マ ス、薄板鉛100ポ ンド=10～80マ ス、細棒の錫120ポ ンド=100～ 350マ ス、銅鉄100カ ティ=100～ 200マ ス

との記述あり。(セ ーリス日本渡航記)

6月 24日 最良の丁銀を遅羅貨に改鋳すると2割 8分の損失、ファイブクェ (灰吹銀)と 称する良質銀貨では3分か

3分半の損失との記述あり。(慶元イギリス書翰)*

6月 24日 太泥 (パ タン)で は、灰吹銀かスペインのレアル貨を貿易に用いるとの記述あり。(慶元イギリス書翰)

6月 24日  レアル貨は、江戸あるいは都で丁銀と両替すると8分の損失があるとの記述あり。(慶元イギリス書翰)*

12月 6日  シーアドベンチャー号、銀51貫余。(平戸イギリス商館国記)

夷人 (ポ ルトガル人)、 明国の香山嶼 (マ カオ)に泊り、城を修築し、日本人を受け入れる。 (万暦野獲編)

ウィッカムが鉛600樟を家康に売る。家康は英人とオランダ人から鉛は全部引き取った。(平戸イギリス商館日記)

日本ではレアル貨は20%損失するので、 8レ アル貨は4シ リング6ペ ンスだが、 3シ リング6ペ ンスしか与えられ

ず、丁銀の 7匁で25%を損 し、良質のレアル貨に対して 5%だ け余計に許 している。慶長の丁銀の純分比率は銀 8

銅 2。 (セ ーリス日本渡航記)

1596-1615年



西 暦 (年号 :日本)

1596-1615年

(慶長年間)

<出羽延沢銀山>泉州堺から来た十兵衛によって延沢銀山が開坑されたと伝う。(野辺沢銀山大盛記)

<半田銀山>慶長年中、北半田村太左衛門 。南半田村主計の 2人 によって、半田銀山が開坑されたと伝う。 (奥州

伊達郡半田銀山一件秘伝文書)

2月 8日 妙本寺上に「地 [    ]  信士」の銘のある宝医印塔、 (月 日未詳)「地□誉妙心霊位 (欠損)」

の銘のある一石宝医印塔、(月 日未詳)妙正寺に一石五輪塔、12月 21国 龍源寺間歩上に「鏡誉円Jの銘のある一

石五輪塔、 (月 日未詳)石銀地区に「地道□□ (以下欠損)Jの銘のある一石五輪塔あり。 7月 10日  妙本寺上に

「[  ]   香信士Jの銘のある一石宝筐印塔あり。

3月  <越中虎谷金山>こ の年 3月 頃、虎谷で金鉱脈が発見された。松倉金山の山師で仁兵衛というものが松倉の

隣村鉢村領の中で三枚六両とよぶ場所で金鉱脈を発見した。その後、河原波 。下田・亀谷などより大勢の山師が来

住し、三枚六両の近くの三郎谷でも富鉱が発見された。 (越中鉱山雑誌)

安原備中、銀掘300人大阪の陣において天王寺堀水抜を行うという。 (安原十郎兵衛言上書)*

<萩藩領鉱山>萩藩より幕府目付に報告された、領内主要鉱山におけるこの年の収入高は以下の通り。長登銅山14

貫405匁、青景銀山860匁、河原鉱山 1貫 720匁、赤小野村鉱山450匁、赤絵堂村鉱山540匁、蔵目喜鉛山 8貫 600匁、

根笠村錫山 6貫678匁 4分。(毛利家文庫)

<佐渡相川金銀山>慶長末～元和期初め、田辺十郎左衛門の定によれば、出高の半分が公納とされるのが通例であっ

たが、水没した間歩では出高の 3分の 1を公納分とし、逆に盛りの間歩では3分の2を公納分とした例もあるなど、

時々の出高によって公納分の割合は進退させられてきたので、今後においても公納の割合については臨機応変の対

応をすべき旨江戸在勤の竹村九郎右衛門へ伝えられた。 (佐渡年代記)

高野山過去帳に4月 14口 「石金三谷相 宮崎十兵衛」、「本谷 二宅五郎左門」、 5月 14日 「石金本谷 土屋右兵衛」、

6月 4口「本谷 横山彦一」、 9月 12日 「栃畑京町 森田甚三郎」とあり。

18日  石銀地区に「□誉妙蓮□□Jの銘のある宝値印塔あり。12月 12日  妙正寺に円頂方柱型墓標あり。

1615年 (慶長20年 )

(元和元年)

1616年 (元和 2年 ) +4月 大坂相場、銀 7匁につき米 3斗 5升。(三貨図彙)

15月 11日  幕府、諸大名に対し、大かけ。われ銭・かたなし。ころ銭 。新無銭 。なまり銭等六銭以外の撰銭を禁

ずよう布達す。(徳川禁令考)

<吉岡銅山>小堀遠州が備中支配の時代、吹屋銅山が「村禄」に仰せつけられ、大塚家先祖伊兵衛がその頭取となっ

た。銅山役所 (88間 ×55間 ;惣囲あり)は大塚家の所有地に建てられた。(成羽町史)

<越中虎谷金山>元和 2年から同 9年までの虎谷金山から加賀藩への運上金は9枚 1両。おそらくは「加州灰吹金」

と呼ばれた秤量貨幣で納められた。 1枚 =10両 は判金44匁。 (越中鉱山雑誌)

高野山過去帳に聞 3月 21日 「同 京町 エナミや久兵衛J、 5月 5口「栃畑京町 泉屋宗兵衛」、 5月 21日「出シ土

波多野善左衛門母ノ為」、 6月 14日 「出シ土 山根三左衛門」、 6月 19日 「栃畑京町 飯島弥三兵衛」、12月 4国

「栃畑京町 油や善三郎Jと あり。

7月  妙本寺上に「昔  元和三西辰暦」の銘のある一石宝筐印塔、10月 18日  「覚  □誉妙円信女Jの銘のあ

る一石五輪塔、10月  「寿覚為妙貞 也 」の銘のある一石宝医印塔あり。

5月  <大葛金山>こ の年 5月 末～ 6月 、秋田藩山奉行梅津政景が巡視した。運上間歩総数は17、 間歩運上高は銀

463匁 3分であった。政景は運上間歩の鉱質の劣化を指摘している。当時の大葛金山の家数は154軒 、同年 4月 29日

34日 間の鉱山内の売米高は5斗入571俵 (約 285石)であった。鉱山町には傾城屋もあり鉱山隆盛の様子が知られる。

(梅津政景国記)

19月 大坂相場、銀 3匁 4分 3厘につき米 1斗 8升 8合 6勺。 (三貨図彙)

<萩藩領鉱山>萩藩より幕府目付への報告によれば、領内主要鉱山のこの年の収入高は以下の通り。長登銅山 8貫

600匁、青景銀山 1貫 75匁、河原鉱山 3貫 655匁、赤小野村鉱山744匁、赤絵堂村鉱山720匁、蔵目喜鉛山22貫769匁、

根笠村錫山10貫 766匁 1分。(毛利家文庫)

1617年 (元和 3年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1596-1615年

4月 30日  オランダ東インド会社十七人会、事務総長クーンの東インドでの銀資金不足の苦情に対し、日本から口

本銀を供給することを期待すると回答。gtt P,♂セrsz ttθη)

10月 26日  オランダ東インド会社総督レインスト、日本発アンボイナ者の船荷に対し、期待された日本銀がないと

報告。(Cθ″胞ル途 sル¢)

12月 6日  シーアドベンチャー号 銀24貫 魏官船は翌年シャムからの銀と蘇木で22貫490匁で帰国。庄兵衛船1617

年チャンパから鹿皮と銀で 8貫 196匁 。 (イ ギリス商館長国記)

50ピ コルの生糸の仕入れに5,000ド ゥカドを投資しその利益は、2,500ド ゥカド、税と運賃を差し引いた純益は、1,583

ドゥカドであった。(ARSI)

1万8,371テ ール=2万 5,060パ タカ。即ち1テ ール=約 136パ タカの換算率。(ARSI)

1616年O(万暦44年 )

◎(天命元年)

1月 4日  慶長遣欧使節は教皇から金貨6,000ス クードを賜る。(口 欧通交史)

11月 3日 京都で生糸を 1ピ コル当たり銀 3貫 120匁で売却。 (イ ギリス商館長日記)

11月 5日 鉛は上方での相場100斤75匁を70匁 とイギリスが提示。100斤60匁 に決定。 (イ ギリス商館長国記)

12月 21日  シーアドベンチャー号、銀22貫積載、帰り荷には鉛3,600斤。 (イ ギリス商館長日記)

12月 25日  マカオ発コンファロニエリの総会長補佐宛て書簡によれば、 1テ ール=1ク ルザド。(ARSI)

ジャワ島のバンタンでは、イギリス人と明国人との間で日本銀の相場がたっていた。(オ ランダ史料から見た銀輸出)

オランダ貿易ではインド綿布がシャム皮革へ、次に日本銀となる。(平戸オランダ商館国記)

バタブィアの決議。マカオから長崎へ向かうポルトガル船を必ず筆捕し、銀を奪う。(平戸オランダ商館国記)

レアルの単位については、当時 (1616年 )は、 1ク ルザ ド=400レ アルの換算率に原則として定められていた。

(ARSI)

1月 5日  通常12,000～ 15,000ク ルザ ドがイエズス会の年間の貿易資金であり、10,000ク ルザ ドの利益があると記

述あり。(ARSI)

8月 2日  アドバイス号の鉛はすべて将軍用に。13日 100斤60匁の決定。鉛は全部で2,065樟 。 (平戸イギリス商館

口記)

9月 20日  シャム首府アユチヤ駐在オランダ商館員、日本に送る金若千を購入したが、同地で約35ま たは45%の利

益があるとの報告あり。(シ ャム国アユチヤ市からコルネリス 。ファン・ナイエンローデがアムステルダム東イン

ド会社に送った書簡)

イギリス商館からシーアドベンチャー号に積んでシャム駐在のジョンソン宛送付した銀は、純良なソマ銀12貫 180

匁、カティン銀のごとき純良の銀11貫615匁、ナギト銀10貫 目、合計33貫2415匁。 (イ ギリス商館長口記)



西 暦 (年号 :日本)

1617年 (元和 3年 ) <佐渡相川金銀山>前年、佐渡の山師たちが金銀山の衰微を江戸に訴え出たことを受けて、鎮目市左衛門、井上新

左衛門、竹村九郎右衛門が佐渡に渡り実状調査を行った。その結果、山師が経営を放棄した銀山12ヶ 所が幕府の直

山として取立てられた。(佐渡年代記)*

<杉沢銀山>梅津政景、金山の町割を行う。 (梅津政景口記)*

高野山過去帳に 4月 15日 「栃畑 竹井清右衛門」、10月 15口 「昆布山 山根了雲J、 12月 9国「昆布山 苅谷原弥五

右衛門子息朝七J、 (月 未詳)15日 「銀山 ウキタモ善兵衛」とあり。

3月 20国 妙本寺上に「□妙林霊」の銘のある一石宝僕印塔、(月 未詳)7日 一石宝筐印塔、 4月 29日  龍昌寺

に「 (為)(帰 )真道周禅定門也Jの銘のある宝値印塔、 5月 4国  「為道節禅定門也Jの銘のある組合せ宝筐印塔、

8月 19日  「奉逆修為果山道善寿工利益也」の銘のある組合せ宝医印塔、 6月 13日  龍源寺間歩上に「経 真」の

銘のあるの一石五輪塔あり。

1618年 (元和 4年 ) 3月 18日  <出羽荒川銀山>こ の年には直山に改められた。(梅津政景日記)

4月  <佐渡相川金銀山>相川金銀山の主要坑のひとつであった割間歩では、このころすでに排水が大きな問題と

なっていたが、この年 4月 よりその稼行を引き継いだ味方但馬が、手代に製作させた「寸方樋Jを用いて排水した

ところ大きな効果をあげ、10日 間の出鍵が数万荷の単位となった。(佐渡年代記)

9月 7日  <越中亀谷銀山>こ の年の運上は、銀2,000枚・鉛9,000貫 (京 目)に 、去年分未進銀子が400枚であっ

た。この前年より親方制による請山法が採用されたらしい。 (越中鉱山雑誌)

10月 21日  <白根金山>白 根の本平弐枚五両問歩の稼行を日前30日 、運上金 1両で与左衛門が請けた。前稼行主の

日前の跡を請けたものである。(青 山家白根史蹟)

<佐渡相川金銀山>鎮 目市左衛門、竹村九郎右衛門が佐渡奉行に任ぜられ、「安米」として年貢米を鉱山にやすく

払い下げる、相川に入る国内産物の十分一税を廃止する、出判の制度をつくって他国への鉱山大工の流出を抑える。

佐渡産物の島外移出を禁止する、などの経費削減の為の政策を施した。さらに自分山 (直営山以外の銀山)の鉱石
の荷分けを多くの場合奉行所 3分の 1、 山師 3分の 2と した。 (佐渡年代記)

<佐渡相川金銀山>佐渡奉行所役人野田氏・静間静右衛門、石州より佐渡へ移住し、役人となる。(諸役人先祖書・

舟崎文庫)

高野山過去帳に 3月 2日「石金本谷 稲井清左衛門父ノ為登山之時立之」、 3月 4日 「栃畑 山根彦右衛門為二宗

岡内儀立之」、 4月 4口「石金本谷 手銭源右衛門」とあり。

5月 3日  龍昌寺に「為帰真慈善禅定門菩提也Jの銘のある宝医印塔、 8月 1日  「 (為 )(帰)真種□禅定門」の

銘のある宝筐印塔、 9月 3日 妙正寺に「○○霊位」の銘のある一石宝僕印塔あり。

1619年 (元和 5年 ) <仙台領金山>元和年間、世日米村小股の紺野内膳が同地の入金川原で金山を見立て、同 5年に金を掘りだして大

判45枚の運上を納めた。その後は衰微し再建され、寛永 6年に砂金 3貫 737匁が納められた。 (気仙郡竹駒村玉山金

山来歴)

<佐渡相川金銀山>石見銀山役人山田半右衛門、佐渡へ渡り役人となる。(諸役人先祖書)

<佐渡相川金銀山>金銀山が盛んになり、出鐘が増すに随い、金穿大工の賃金をはじめ、金銀吹立の入用等払方の

便宜のため、入用分を切り取って使う「笹吹銀」を廃し、一国限り通用の「極印銀Jを 800貫 目吹立通用させた。

(佐渡年代記)

高野山過去帳に4月 9日「石金 岡山林新十郎J、 7月 16国 「岡山末岡新十郎為末岡賀兵衛 。同才次郎立之J、 7月

19日 「石金三谷相 本間又左衛門彦蔵J、 9月 19日 「石金 ヌタゾル甚吉Jと あり。

3月 27国 龍源寺間歩上に「経  □□意宣」の銘のある一石宝筐印塔、 7月  「三□奄妙初禅定尼Jの銘のある

一石宝医印塔、 4月 23日 龍昌寺に「為帰真妙順禅尼」の銘のある一石五輪塔、 6月 7日  「空弥童女」の銘のあ

る一石宝使印塔、12月 18日  「幻雪童子」の銘のある一石五輪塔、(月 未詳)10日  一石五輪塔、 5月  石銀地区

に無縫塔基礎 (?)あ り。



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

16174F シーア ドベンチャー号、現銀33貫741匁 5分。 (平戸イギ リス商館日記)

生糸100斤 3貫 120匁。吹分けた上等の銀が 1箱バンタムヘ。80貫 のはずが64貫 しかなかった。 (イ ギ リス商館長日

言己)

蘇本は100斤 につき日本銀 7匁 3分、鹿皮は100枚 95匁の原価に対 し蘇木は24～ 27匁、鹿皮は222匁 5分～260匁 と記

述あり。 (平戸イギリス商館国記)

商取引は、すべて良質のナギ ト銀でなされた。 1貫につきわずか 3、 4匁の両替料を支払った。 (コ ックス国記)

ヴァレンカティン・ カルヴァーリョの「弁駁書Jに よれば、 1テ ール=1ク ルザ ド強。に即′ο
=力

虎 働″,肋ο)

1618年◎(万暦46年 )

O(天命 3年 )

⑨(光海君10年 )

1月 2日  シーアドベンチャー号、現銀33貫741匁 5分。 (イ ギリス商館長口記)

2月 平戸からアドブィス号で丁銀にて109貫207匁 8分半に相当する精錬された 4種の良質の銀90貫630匁を送る。

セダ銀、丁銀100両に付88両。長形の銀、丁銀100両 に付87両。灰吹銀、丁銀100両 に付84両。ソマ銀、丁銀100両 に

付81両。(コ ックス国記)

3月 1日 平戸オランダ商館長スペックス、日本銀を中国商品買付け用にバンタンに輸出と事務総長クーンに報告。

(P,?セ rd_7 cο?〃,)

5月 明国、銭銀比価は、北京では銭 6文 =銀 1分、南京では銭12文 =銀 1分である。(続文献通考 。明神宗実録)

6月 25日 朝鮮国王が釜山倭館裏に置かれている銀の回収を命ずる。 (光海君国記)

8月 31日  ソマ銀は、セダ銀よりも5%増 し、灰吹銀はセダ銀と同じ値。灰吹はレアル貨と同価。テールは、レア

ル貨より1%増 しと記述あり。(ア ジューダ図書館文書)

9月 13日  日本発フランシスコ・ ブィエイラの総会長宛て書簡によれば、54,700レ イス=136ク ルザ ドあまり。 1
テール=1ク ルザド。(ARSI)

11月  ポルトガル人、マカオで通商し、税を銀 2万両納めたが、今、当地への移住者は 1万人余りにのばり、日本

人も加わっている。(明神宗実録)

この年、密貿易で日本に住む明国人は 2、 3万人。(涌憧小品 。王司馬奏疏)

1619年◎(万暦47年 )

③(天命 4年 )

1月 10日  生糸 1ピ コル当たり90～ 110テ ールで仕入れ、日本では最低280テ ール、最高で315テ ールで売れたと記

述あり。(ARSI)

今、明国では銀のことを朱提という。銀銭比価は銀 1両 =1,000銭。(五雑組)

明国銀山をすべて閉鎖。(明書)



西 暦 (年号 :日本)

1620年 (元和 6年 ) <阿仁銅山>阿仁萱草村にて石銀が発見される。梅津政景が金山の支障にならない限りでの採掘を指示する。 (梅

津政景日記)半

3月 13日  龍源寺間歩上に「月当新月禅定門尼」の銘のある一石宝値印塔、(月 末詳)22日  一石宝使印塔、11月 1

9日 妙正寺に「妙無霊位」の銘のある一石宝筐印塔、12月 17日  「為妙松霊」の銘のある組合せ宝復印塔、 3月

1日 龍昌寺に「為早世幻心童女霊位」の銘のある一石五輪塔、 3月 14日  「為帰真元用童子」の銘のある一石宝

使印塔、 4月 12日  「[   ]童子」の銘のある一石五輪塔、 9月  無縫塔台座、11月 6日  「為幻香童子也」
の銘のある一石宝医印塔、「為永精禅定 [  ]」 の銘のある組合せ宝復印塔あり。

1573年 -1620年

(天正元―元和 6年 )

1621年 (元和 7年 ) 1月 24日  <萩藩領鉱山>毛利秀就より国許の三井但馬守に宛てて、蔵目喜・賀野山は直山であるが請手があれば

請山にすべきこと、根笠山は大阪商人大塚屋に立銀100枚で請負わせること、青景・河原山は一年切の請山とする
べきこと、山口灰吹座は立銀12枚 で与五郎に請負わせるが、さらに、増銀をもって望む者があればその者に請負わ

せるべきことなどを指示している。(毛利家文庫)

8月 20日  <朴金山>佐渡金銀山の有力山師、味方但馬は、相川に在った手代の樋治右衛門に書状を送り、南部金

山を金3,000枚 で但馬が請ける見込みを持ったが、5,500枚 の金運上で西山丹波 (丹波弥十郎)が請負った。 (味方

家文書)

<生野銀山>佐渡奉行竹村九郎右衛門は、新任の生野奉行藤川庄次郎の補佐として生野に来て 2年間いた。銀山方
の一切の仕法を定めた。「荷分法」による運上など、佐渡の仕法をとりいれたという。(生野銀山旧記)

4月 3口 妙正寺に「[    ]尼 大蓮修  性閑」の銘のある一石宝復印塔、 7月  龍昌寺に「為寂照空円禅

定門 覚悦善朗者也」の銘のある宝医印塔、 9月 26日  「[   ]菩提也Jの銘のある一石宝医印塔、(月 不詳)

30日 妙本寺上に「□□秋妙林女」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1622年 (元和 8年 ) <生野銀山>升形・登尾 。城山・三原 。一之谷・梓木 。青草などの諸間歩が開かれる。升形では馬伴、城山では大

切、日出平で弥兵衛山が栄えた。毎月 6回荷分があり、いずれも1,000貫余りを掘り、 1山 で lヶ 月5,000～ 6,000荷

に及んだ。(生野銀山旧記)

<信濃国佐久郡金山>元和 8年の高書上に、「金山場所」として梓山 (家数29軒)。 )け端下山 (家数10軒)が上げ

られている。これらの場所では砂金が採取されていた。ただし、慶長18年以後に砂金採取は止んだ。 (佐久郡高書

上帳面)

<佐渡相川金銀山>こ の年 1年間に越後御料所より佐渡に移入された米は5,400石 あまり。(佐渡志)

<豊前呼野金山>こ の年春頃より呼野金山が開かれた。盛時には5,000～ 6,000人 が集まり、寛永 3、 4年頃にもな

お1,000人を数えた。この金山は間歩ではなく、掘場とよばれる、地下を穿って砂金を採取したもの。(筑前・筑後・

肥前・肥後探索書)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1620年③(万暦48年 )

①(天命 5年 )

2月 10日  生糸 1ピ コルの価格は、マカオでは約100ク ルザ ド。日本では、180～ 190、 200ク ルザ ドに達すると記述

あり。(ARSI)

2月 10日  マカオで金塊と呼ぶものは、125オ ンス。 1個60～ 90ク ルザ ド。日本で売ると、50～60%の利益がある

と記述あり。(ARSI)

3月 10日  オランダ東インド会社総督宛の手紙では、シャムから鉛 3万斤、将軍の一括買上げとなる。 (平戸イギ

リス商館口記)

12月 14日  コックスの会社宛の書簡では、この年オランダ人は鉛を50万斤持ち込み、イギリス人は30万斤余。 (平

戸イギリス商館口記)

12月  明国、銀銭比価を北では銭63文 三銀 1銭、南では銭100文=銀 1銭 と定める。(明烹宗実録)

この年マニラ港に入港 した日本発の船舶は 3隻。Ctt r功ヵりね 9サ 彪 Pacザ?″θ冴?d rbz病 ?ク奮)

1573年 -1620年

(万暦年間)

万暦中頃、銀山を百個所あまりを開く。その弊害は広がる。(明書)

明初から各地で銀山が開かれ、この頃、年に300万両余りの銀税が納められる。(浪跡叢談)

明国広東の香山、貿易船の出入り口であり、外国船はよく1隻で万金を持ってくる。納税するものは10の 2、 3だ
け。 (涯林続記)*

この頃、明国の歳入は約銀400万両。(明神宗実録・明史)

明国浙江・福建の沿海では密貿易が盛んに行われ、日本人も雇われる。(倭志)

海禁の期間にも明国とマカオとの貿易が盛んに行われる。(嶺南雑記)

明国、万暦銭を鋳造し、対銀比価は銭 6文対銀 1分。(春明夢余録)*

1621年①(天啓元年)

①(天命 6年 )

8月 明国銅銭が鋳造され、銭の対銀比価は銭600文対銀 1両。 (続文献通考 。明ミ宗実録)

この年にマニラ港に入港した日本発の船舶は3隻 と記述あり。(Ltt r功 ,′≫ ,〃奮 θrた 肋覚物クθ】θS乃蒻響奮)

イギリス船ペパーコーン号 バタヴィアからイギリス商館宛に 2万 レアル、邦貨で160貫を送銀。(平戸イギリス商

館日記)

1621年度の日本銅の輸出量は50,000カ ティ、輸出額は16,170:12グ ルデン、銅持渡船数は 2。 (平戸貿易と銅)

1622年◎(天啓 2年 )

①(天命 7年 )

3月  コックスは小判28枚 銀にして 1貫 750匁を贈る。 (イ ギリス商館長国記)

9月 6日  1テ ール=1ク ルザドと記述あり。(キ リシタン時代の研究)

コックスはバタヴィアヘ銀子を156,007レ アル=1,248貫 あまり。(平戸イギリス商館国記)

1622年度の日本銅の輸出量は97,455カ ティ、輸出額は30,831:171■ グルデン、銅持渡船数は 2。 (平戸貿易と銅)



西 暦 (年号 :日本)

高野山過去帳に 3月 14口 「石金小池ノ段 柳セウシ為父長丁新十郎 登山之時立之」とあり。

1月 22日  妙正寺に「為妙清逆修」の銘のある組合せ宝筐印塔、 (月 末詳)9日 龍昌寺に「□信童女」の銘のあ

る一石五輪塔、(月 日未詳)「為清秋童子也」の銘のある宝筐印塔、 (月 日未詳)龍源寺間歩上に「[    ]霊 」

の銘のある一石宝医印塔あり。

1622年 (元和 8年 )

3月  <白根金山>青山庄左衛門が自根大沢せりこみしきを、 4月 1日 より同27日 までの国前、運上金10匁 で請け

た。 (青山家白根史蹟)

lヶ 年分公納鎚御払代 (大谷荒神間歩・柑子谷大横相分)銀4,700枚 。 (山中家文書)

高野山過去帳に 4月 10日 「昆布山 松原仁兵衛」、「昆布山 中嶋孫左衛門Jと あり。

1月 24口  石銀地区に「教誉妙円Jの銘のある一石宝筐印塔、 7月 20日 龍昌寺に「福道請□禅定門」の銘のある

一石宝医印塔、12月 14国  妙本寺上に「天誉□記禅士」の銘のある無縫塔あり。

1623年 (元和 9年 )

元和年間か、竹村丹後守、長野源左衛門等地役人に、留守中銀山の諸間歩の普請、手前入目の山普請については鐘

さえだせば損をさせないよう相談 して申し付けることを指示する。(長野家文書)

<筑前国砂金山>元和年間、福岡領の筑前糟屋郡篠栗村より鞍手郡八木山にかけ、また遠賀郡香月の地方に砂金採

取が興った。掘場は田畑を多く掘ったらしいが、盛時には5～ 6,000人 の人が集まり、 1人 lヶ 月に金 6分の運上で

あった。運上はその後、 4分、 3分 と減り、寛永 3年頃には衰退したという。(筑前・筑後・肥前探索書)

<伊豆瓜生野金山>竹村九郎右衛門が金山奉行であったときに、間歩への浸水が甚だしくなったので、 5人の山師

が「畑洞Jと いう所に100間 の水抜間歩を掘り、金山の再興が成ったという。(大城家文書)

<佐渡相川金銀山>元和年中、石見国の者が来て姫津村に居住するようになる。(佐渡故実略記)

<安芸寺尾銀山>寺尾銀山が、元和末年から寛永年間にかけて、隅屋によって稼行された。(加計町史)

1月 20日 石銀地区に 同い誉□□□」の銘のある宝値印塔、 2月  「蓮誉妙Jの銘のある宝医印塔あり。

1615-1623年

(元和年間)

<生野銀山>山元の友松道半が堀切の内、峰子掘場で上銀鉱を掘り当て、その収入は500貫に達した。(生野銀山旧

烹己)

この年より年々の山役の記載あり。石見銀山山役銀320貫 789匁 8分。(山 中家文書)*

銀山稼入用として米、銀が下される (承応元年まで29年間で米 3万 2,811俵 2斗、銀390貫 602匁 9分 )。 (石州銀山

治府要集)

銀山領内、御役銀取立の口屋始まるという。(光永寺文書)

†大坂相場、米 1石 につき銀27匁 6、 7分。(三貨図彙)

高野山過去帳に4月 14国 「栃畑京町 住吉屋久右衛門」とあり。高野山過去帳に7月 14日 「石金ノヒラ 安井与吉」、

9月 25日 「栃畑京町 飯島彦八郎」とあり。

2月  龍源寺間歩上に「経 浄 [    ] (欠 損) 」の銘のある 一石宝使印塔、 6月  「妙守霊Jの銘の

ある一石五輪塔、12月 18日  「経 心清妙月尼 (ベ ンガラ)」 の銘のある一石宝筐印塔あり。

1624年 (元和10年 )

(寛永元年)

11月 2日 銀山領波積本郷年貢米186石余りの内、169石 余りが銀山払米に充てられる。
半

(石国家文書)

石見銀山山役銀182貫584匁 5分。(山 中家文書)*

<伊豆瓜生野金山>こ の年、公儀より伊豆の金山の体山が申し渡された。瓜生野の金掘たちは 3ヶ 年、町屋敷の跡

の上を川流しして採金したが、その後国々へ立ち戻った。 (大城家文書)

1大坂相場、米 1石 につき銀16匁～28匁 8分。(三貨図彙)

1625年 (寛永 2年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1622年O(天啓 2年 )

◎(天命 7年 )

1623年◎(天啓 3年 )

◎(天命 8年 )

③(仁祖元年)

7月 4日 朝鮮において、東茶府の商人林素が、倭人と通商して銀 7万両あまりを得る。(仁祖実録)

9月  明国南京では銭の対銀比価は銭12文対銀 1分であるので、南京で銅銭の鋳造をさせたが、銅の合有量を低く
された等の不正行為が生じた。(続文献通考)

イエズス会は10,228テ ールを年間の貿易投資資金とし、6,000テ ール以上の利益の見込みがあると記述あり。(ARSI)

8レ アル貨 1枚 を目方 8匁価 4シ リングに換算。 1ク ルザドは目方 5匁 3分の1,300ク ルザドで銀 1貫 600匁。 (コ ッ
クス日記)

1623年度の日本銅の輸出量は1,970カ ティ、輸出額は305:3:5グ ルデン、銅持渡船数は 1。 (平戸貿易と銅)

1615-1623年

1624年 ⑪(仁祖 2年 ) 1月  12,566テ ール=13,000ク ルザ ド以上。 1テ ール=1034ク ルザドと記述あり。(ARSI)

2月 16日  フレガット船モハ、日本銀12箱各2,000レ アル入りを積載。(バ タヴィア城日誌)

4月 2日  日本からのスヒップ船デ・ ホープ、 レアル貨幣 3箱、純良銀 3箱、日本銀15箱積載。 (バ タヴィア城口
誌)

5月 朝鮮の登州では、 3銭の銀が米 8斗にあたる。 (仁祖実録)

12月 28日  マカオ総司令官フランシスコ・マスカレーニャス、日本における銀のレスポンデンシア貸借を禁じる。
禁を犯したものは、流刑など厳罰に処することが明記される。(エ ヴォラ史料館文書)*

朝鮮において銀40両が木綿50匹にあたる。(増正交隣志)

1625年①(天啓 5年 )

①(天命10年 )

③(仁祖 3年 )

2月 29日  レアルはイスパニアの貨幣。当時この 1レ アルは我が 8匁 に相当すると記述あり。 (バ タヴィア城日誌)

4月 11日  マカオ総司令官マスカレーニャス、ポルトガル人に対し、手形で中国産生糸を購入して日本へ送ること
を禁じる。(エ ヴォラ史料館文書)*

6月 朝鮮において、銀 5千両は人参50斤にあたる。真珠200個 は銀3,000両 にあたる。(仁祖実録)

11月 10日  マカオ発モレホンの総会長宛て書簡によれば、 1テ ール=1ス クード。(ARSI)



西 暦 (年号 :日本)

高野山過去帳に 4月 7日「昆布山 布屋甚四郎J、 4月 12日 「石金 片岡内方木村正三母為立之」、「石金 安田ヲ

ミヤ母ノ為」、「石金 安田与兵衛Jと あり。

2月 12口  龍昌寺に「○○童女」の銘のある一石五輪塔、 6月 15日  「奉為道□禅定門之也」の一石宝鹿印塔、 5

月■日 龍源寺間歩上に「一帰真□□禅定□Jの銘のある宝医印塔あり。

1625年 (寛永 2年 )

3月 11日  温泉津老中、竹村丹後守に温泉津舟表役銀の取立について請状を提出する。(多 田家文書)*

3月 23日 温泉津老中、温泉津諸役銀の過去 7ヶ 年の皆済札を受取る。(多 田家文書)*

石見銀山山役銀334貫 2匁 3分。(山 中家文書)*

<生野銀山>友松道半、金木間歩を稼ぎ、金木より小鉱・出賀の内に切り抜き、それまで金木の水をその四留口よ

り捨てたのを、それより51挺 (1挺 =7尺)下方に抜いて不動滝に落した。(生野銀山旧記)

<佐渡相川金銀山>寛永期に入って金銀山が次第に衰えてきたのを受けて、代官鎮目市左衛門は幕府の御入用金を

投入して水金沢より山師味方但馬の経営する割間歩に向けて大水貫を掘り始めた。この水貫は宝永15年 に貫通し、

その結果、排水のための樋36本が不要となった。(佐渡年代記)

<佐渡相川金銀山>戸地村の川通りに水車を建て、この年より鍵を粉成す買石が現れた。当初は公儀買石と名付け、

相川より鍵を廻し、粉成しのみでなく製錬まで行った。(佐渡年代記)

|こ の年 4月 から8月 まで大早。大坂相場、米 1石につき銀20匁～23匁 6分。(三貨図彙)

高野山過去帳に2月 22日 「出土 梶介為二福間平兵衛立之」とあり。

4月 18日  龍昌寺に「通屋宗円禅定門」の銘のある宝筐印塔、(月 日未詳)妙本寺上に「為西□妙□三□□」の銘

のある宝筐印塔あり。

1626年 (寛永 3年 )

1月  <肥前大串金山>大串金山の稼行が始まった。この頃中心となった間歩は本山・小谷・但馬加左衛門平・小

瀬戸山・湧上平などであった。(大村家文書)

112月 諸国金銀奉行並びに金奉行を設置す。(徳川実記)

石見銀山山役銀247貫 50目 7分。 (山中家文書)キ

高野山過去帳に 2月 15日 「昆布山 山神々宮寺一代仙台房為西蔵院立之」とあり。

3月 9日 龍源寺間歩上に「経 為□幻」の銘のある一石五輪塔、 6月 3口 妙正寺に「為妙幻尼」の銘のある一

石宝医印塔、 9月 16国  「為○○尼」の銘のある一石五輪塔あり。

1627年 (寛永 4年 )

1621-1627

(元和 7-寛永 4年 )

2月 銀山役人、温泉津舟表水上り銀・酒座役 。たばこ役を月々に受取る。(多 田家文書)*

石見銀山山役銀175貫349匁 2分。 (山中家文書)*

1大坂相場、米 1石 につき銀23、 4匁～25匁。(三貨図彙)

高野山過去帳に 3月 21日「昆布山 布屋宗徳」、 7月 14日 「銀山 長楽寺□父為是禅道」、 7月 19日 「栃畑 三嶋喜

左衛門 寛永五年 元和九年七月十九日J、 8月 20日 「栃畑 田中善右衛門」、12月 21日「栃畑 住吉や次郎右衛門」

とあり。

1628年 (寛永 5年 )



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1625年①(天啓 5年 )

①(天命10年 )

③(仁祖 3年 )

11月 16日  45ピ コルの生糸は、マカオで6,000ク ルザド、日本で9,000ク ルザドの利益になる。(ARSD

日本に住みついた明国人は数千人になり、日本人と家庭をつくり、唐人町ができた。明国本土との交通は盛んであ

る。(明窯宗実録・明清史料)

明国、銀銭比価が銭 8文 =銀 1分であるという記事あり。 (玉堂香記)

タイオワンに 7万 ドゥカド (1ド ゥカドはほぼ1テ ール銀10匁)を積載した朱印船が入港、関税の支払いに応じず、

買い入れた生糸のうち15ピ コルを没収される。(十七世紀日蘭交渉史)

1625年度の日本銅の輸出量は288,418カ ティ、輸出額は91,077:3112グ ルデン、銅持渡船数は 2。 (平戸貿易と銅)

1626年 ③ (仁祖 4年 ) 4月 11日  明国生糸を手形で購入し日本へ送ることを禁じるマカオ総司令官の訓告。(エ ヴォラ史料館文書)

4月 朝鮮において、布 1匹が米 1石にあたる。(朝鮮仁祖実録)

1626年度の日本銅の輸出量は197,618カ ティ、輸出額は62,547:15:5グ ルデン、銅持渡船数は 2。 (平戸貿易と銅)

1627年①(天啓 7年 )

①(天聡元年)

12月  崇禎銭が鋳造され、その後1文の重さは 1銭にし、銭1,000文 :銀 1両と定める。南京の銅銭の重さは 8分に

する。(続文献通考)

1627年度の日本銅の輸出量は517,740カ ティ、輸出額は162,986:18:12グ ルデン、銅持渡船数は 2。 (平戸貿易と

銅)

1621-1627

① (天啓年間)

この頃、明国では税収などで主に銀を使い、銀は最重要貨幣となる。(春明夢余録)

1628年①(崇禎元年)

①(天聡 2年 )

2月 明国海寇の横行により、海外貿易を禁止。(明清史料)

7月 3日  オランダと台湾の間での取決め。生糸 1ピ コルに付き141テ ール。79ピ コル47に たいし、現銀13,540テ ー

ルが日本人に支払われた。(1628年 6月 29日 より7月 5国 に至るピーター・ムーゼルの日記)

7月 南京銭を6,510万 文鋳造 し、銭55文 =銀 1銭にして銀39,■3両余りの利益を出す。戸部は1億2,948万文余り鋳

造したが、26,453両 あまりの利益であった。(続文献通考)

9月 明国、北京では銀銭比価が銭 6文 =銀 1分であり、銭価は南京の倍ぐらいである。(山書)

この時、銭の対銀比価は首都では銭1,000文対銀 1両 2銭、地方では銭1,000文対銀 9銭。 (閲世編)



西 暦 (年号 :日本)

1628年 (寛永 5年 ) 6月 11日  妙正寺に「素呂霊」の銘のある一石宝値印塔、12月 3日  「慈父宗法霊」の銘のある一石宝筐印塔、12

月14国  「為無久□」の銘のある一石宝医印塔、 6月 5国 龍昌寺に「為大翁学秋禅定門也」の銘のある一石宝筐
印塔、10月 5日  「為玉林妙弥霊Jの銘のある組合せ宝筐印塔、11月 4国  「為妙林禅定尼Jの銘のある一石宝筐
印塔、 7月 23日 龍源寺間歩上に「経  妙□□霊 (ベ ンガラ)」 の銘のある一石五輪塔、 9月 9口 妙本寺上に

「欣誉□春霊位」の銘のある一石宝医印塔あり。

1629年 (寛永 6年 ) 10月  <豊後鶴成金山>鶴成村において、岩屋又右衛門という百姓が砂金を掘り出し、繁盛 した。 (国 出町史・伊
東家文書)

†10月  遅羅国の使者来る。正副使に銀数570枚並びにその他を贈る。 (徳川実記)

石見銀山山役銀172貫 736匁 3分。(山 中家文書)半

<明延銅山>明延銅山が請山制となる。明延が銅山になったのはこの頃のことと思われる。発見の年代は明らかで
ないが、慶長期には生野より役人が派遣され、二拾枚間歩・谷床間歩などの銀坑が稼行されていた。 (日 本鉱山史
の研究)

<佐渡相川金銀山>石州銀山役人渡二郎右衛門が佐渡へ呼び寄せられ、役人となる。(諸役人先祖書・舟崎文庫)

高野山過去帳に 3月 3日 「本谷落合 山内清蔵」、 9月 15口 「栃畑 山神神宮寺 宗源」、12月 「銀山 長野勘兵衛J

とあり。

1月 22日 妙正寺に「為妙清霊位」の銘のある一石宝筐印塔、 3月 15日  「経法□霊位Jの銘のある一石五輪塔、
10月 11国  妙正寺に「為妙林霊尼Jの銘のある一石宝筐印塔、(月 未詳)12国  妙本寺上に「為清□妙□信女Jの
銘のある一石宝筐印塔あり。

1630年 (寛永 7年 ) 5月 6日  温泉津・串山・鵜丸・温泉津町の左右の山の松の立木を切り荒らすことが禁じられる。 (多 田家文書)*

石見銀山山役銀183貫577匁 4分 5厘。(山 中家文書)*

1大坂相場、米 1石 につき銀23匁 7、 8分。(三貨図彙)

<治田銀山>寛永 7年より約30ヶ 年、墨屋重右衛門、伊藤茂左衛門が治田銀銅山を稼行した。この年には伊豆銀山
から代官川合助左衛門が御山奉行として赴任し、治田新町に陣屋を置いた。この銀銅山は往古より稼行されて繁盛
した、とされているが、記録はない。佐渡の味方但馬が元和期に稼行した「勢州銀山所」と同一らしい。 (治 田御
銀銅山就御尋口土覚書)

高野山過去帳に 4月 8口「栃畑 蔵本惣右衛門」、 5月 3日「栃畑 河井治兵衛」、 9月 6日「栃畑 佐藤彦兵衛J、

9月 23日「栃畑 佐藤清左衛門J、 (月 未詳)25日 「栃畑 ホリタ 彦三郎Jと あり。

11月 15日  妙正寺に「○○尼」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1631年 (寛永 8年 ) 2月  銀山役人、温泉津たばこ役を月々に受取る。(多 田家文書)*

†3月 幕府、年貢の皆済及び先代官の未進分上納を当代官に厳命する。 (大猷院殿御実記)

12月 4日  温泉津船持 6人分積載高505石分、100石につき判銀15匁 4分、合計77匁 7分 7厘の内、75匁を舟役銀と
して上納。(多 田家文書)*

<越前堂島金山>寛永 8年 1～ 12月 までの阪谷村金山の運上銀 2貫 362匁 6分。この金山は慶長年中に開坑された
と伝えられる。(伊藤家文書)

<豊後鶴成金山>鶴成金山が留山となる。(口 出町史・伊東家文書)

<佐渡相川金銀山>久保新右衛門、設楽長兵衛に伴い石州より佐渡に来て役人となる。 (諸役人先祖書・舟崎文庫)

†大坂相場、米 1石につき銀23匁～25匁。 (三貨図彙)

高野山過去帳に 2月 17日 「栃畑 三嶋善右衛門 寛永八年二月十七日 岡村次郎衛門建之Jと あり。
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4月 17日 明国断江・福建における海禁を厳しくする。(明清史料)
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11月 20ロ コ本だビツマ銀い万レアル.必要時には19方ないし2o万 レアルに幅   (イ ■タディア裁日詢

この時、郵熟 .1,000隻め船を所有t、 漁外貿易を独占し、1海外貿易船から1隻につき銀2,000卜軌000間を徴収す
る。(小膜紀年■崇相纂・台湾通史)



西 暦 (年号 :日本)

1631年 (寛永 8年 ) 2月 8日 龍昌寺「為菩提之者也」の銘のある一石宝筐印塔、 2月 19口  「為

み合わせ宝筐印塔、 2月 29日 石銀地区に一石五輪塔、 7月 12口  「 [

印塔、10月 10日  龍源寺間歩上に「経  妙長霊」の銘のある一石五輪塔あり。
の銘のある一石宝症印塔あり。

(華)屋妙蓮禅定尼Jの銘のある組

]定尼菩提」の銘のある宝医

12月 10日  妙正寺に「為母妙□霊」

1632年 (寛永 9年 ) 5月 29日 温泉津船表 5月 分のたばこ役、300斤に判銀 2匁を上納。(多 田家文書)

6月 1日  <佐渡相川金銀山・院内銀山>佐渡奉行より梅津政景へ、金銀吹分けに必要な硫黄を購入したい旨の書

状が送られる。(梅津政景日記)*

11月 16日  マカオの商人アウグスティーニョ・ ロボ、丁銀30貫 目借用。 (末次家文書)

石見銀山山役銀202貫665匁 9分。(山 中家文書)半

<生野銀山>中島次郎兵衛が金木付近の金石間歩に大鉱を掘り当て、以後10ヶ 年の収入は3,000貫 といわれた。(生

野銀山旧記)

<生野銀山>摂津多田銀山から長兵衛・庄兵衛なるものがきて「かたけ吹 (銅 を主として銀をしばり上げる方法)」

をはじめた。(生野銀山旧記)*

高野山過去帳に 3月 4口「栃畑 三宅藤右衛門J、 9月 6日「出シ土 中嶋喜兵衛タメニ長松立之」とあり。

7月 16口  妙正寺に「為□□霊位」の銘のある組み合わせ宝魔印塔、「□□霊尼Jの銘のある一石宝筐印塔、 9月

20日  「宗清霊」の銘のある一石宝僕印塔あり。

1633年 (寛永10年) 12月 28日 幕府、長崎奉行に対し、奉書船以外の日本人の海外往来の禁止や外舶貿易の取締など17ヶ 状について

布達す。(御当家令條)

3月 21日 仙台藩の金山の仕法は、「金山御問吹之事Jに よれば、金山を試掘した時 2荷の鉱石を掘り、 1荷を唐

日で砕き、板にとって淘汰して砂金を採取し、秤量して目方を調査し、 1荷は山師へ封印して渡す。山師より金場 。

金引日の施設を出願させてその許可を与え、鉱況に従って運上を申し付けるのだが、 3分の 1を運上とし、 3分の

2を 山師入用分とするようにする。但し、稼行の期間は 3ヶ 月間とした。(菅原家文書)

石見銀山山役銀207貫 800目 5分。(山 中家文書)*

1大坂相場、米 1石につき銀28匁 7、 8分～230目 。(三貨図彙)

高野山過去帳に2月 15日 「栃畑 浜原ノウシヲ 新左衛門 京 ミせ泉や新吉建之J、 3月 14口 「昆布山 中嶋孫左

衛門」、 5月 5日「栃畑 山根弥三兵衛」とあり。

8月  龍源寺間歩上に「為厳秋童女□」の銘のある一石五輪塔、12月 12日  「為安室妙禅定尼也」の銘のある一石

宝筐印塔、 4月 14日  妙本寺上に「欣冥春夢童子」の銘のある一石五輪塔、 9月  「為月□童女菩提也」の銘のあ

る一石宝僕印塔、 3月 龍昌寺「奉為南早禅定尼也」の銘のある一石宝筐印塔、 4月 27日  「為頓証菩提」の銘の

ある宝値印塔、10月 7日  「奉為□□童子也」の銘のある一石五輪塔、(月 日未詳)「 [   ]禅定尼」の銘のあ

る一石宝篠印塔、(月 日未詳)石銀地区に一石五輪塔あり。

1634年 (寛永■年) 15月 28日 幕府、伴天連の日本への渡海、武具の輸出、奉書船以外の日本人の渡海などを禁ず。 (徳川禁令考)

石見銀山山役銀450貫 768匁。(山 中家文書)*

十大坂相場、米 1石につき銀35匁 3分。(三貨図彙)

9月  龍昌寺に「来尖自富通禅定門」の銘のある組合せ宝筐印塔あり。



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1631年③(崇禎 4年 )

①(天聡 5年 )

1632年③(崇禎 5年 )

③(天聡 6年 )

12月  長崎からマカオに向けて出発し暴風にあって薩摩に漂着 した 1隻 のガレオタ船は、ソマ銀80万テールを積ん

でいた。(バ タヴィア城日誌)

この年の夏、明国では米 1斗につき銭120文で、銀 1銭にあたる。この年の秋、米 1石につき銭60、 65文で、その

後米価はおよそ銭1,000文前後。(閲世編)

明国、米 1石が銀 8銭。(明史)

平戸藩主は丁銀 1万 テールをタイオヮンヘ投資する。(平戸オランダ商館の日記)

この年マニラ港に入港した日本発の船舶は5隻。Ctt r功 ,77PP肋盗 すル Pαθ″?″θ冴♂∫rbzr,?ク奮)

1632年度の日本銅の輸出量は362,184カ ティ、輸出額は■2,171:17:8グ ルデン、銅持渡船数は 4。 (平戸貿易と

金同)

2月 22日  スヒップ船デンアレントに現金10万 レアル、銅。内スヒップ船ヒュースデンにソマ銀182,000グ ルデン、
平戸の領主ソマ銀 1万 テール (100貫 目)。 (バ タブィア城日誌)

2月 22日 平戸商館の差押さえ解除との記述あり。 (バ タヴィア城日誌)

3月 22日  スヒップ船 ヒュースデンはソマ銀182,000グ ルデン、銅ログルデンを積載。途中タイオワンでソマ銀

(記入なし)グルデン交付。 (バ タヴィア城日誌)

3月 22日  ポルトガル船ガレオタ船はソマ銀80万テール (8,000貫 目)を積載。(バ タヴィア城日誌)

4月 22日  フロイト船ワルモントはソマ銀 7万 1,413レ アル、スホイト貨8,000レ アル、粗銅 6万 14カ ティを積載。
(バ タヴィア城日誌)

9月 12日  博多・長崎の商人、銀をポルトガル人に貸付けるとのマカオ総司令官の報告あり。 (モ ンスーン文書 ;

ゴア版)

9月 12日  ポルトガル白糸のパンカド価格は、最高のもので 1ピ コル当たり280テ ール (銀 2貫 800匁 )。 (オ ランダ

商館長口記)

日本商人は長崎でポル トガル人に一斉に返金を迫り、支払不能者中債務20万テール、35万テール、40万テールと記
述あり。 (モ ンスーン文書)

1633年度の日本銅の輸出量は274,419カ ティ、輸出額は77,644:8:12グ ルデン、銅持渡船数は 3。 (平戸貿易と銅)

1月 20日  オランダ白糸のパンカド価格は、品等付記で 1ピ コル当たり250テ ール (銀 2貫 500目 )。 (オ ランダ商館
長日記)

2月 1日  ジャンク船、13万 2,986グ ルデン2ス トイフェルをレアル貨及び日本のソマ銀で搭載。 (バ タヴィア城日

誌)

2月 19日  ヤハ ト船フェンロー、タイオワンから銅、広南から金の見本200テ ールを搬入する。広南貿易用に銅銭1

72箱、ソマ銀 1万3,396レ アルの 8分の 1、 スホイト貨100テ ール (1貫 目)を用意する。(バ タヴィア城日誌)

4月 4日  ヤハ ト船ペルダム、日本の銅銭602束、棒鉄340把、中国板銀 2枚。(バ タヴィア城日誌)

4月 4日 大阪奉行より広南貿易のため銅、日本銭を輸出する自由は保留される。(バ タヴィア城国誌)



西 暦 (年号 :日本)

1634年 (寛永11年 )

7月 19日  竹村藤兵衛、温泉津老中に三原酒の贈答に対して礼状を遣わす。(多 田家文書)*

7月 29日  <白根金山>青山庄左衛門・毛馬内庄助が、銅平の間歩を日前 5ヶ 月、運上金34匁で請けた。(青山家

白根史蹟)

8月 23日  <仙台領金山>仙台領では、寛永頃には金山が衰微し、この年に、鉱山の知識に明るかった川村孫兵衛

重吉に領内を巡回させて鉱山開発に努めた。この際、産金の多少にかかわらず、その10分 の 1を山主に渡すべきこ

とを定めている。(菅原家文書)

9月 25日  <雪沢金山>文禄頃開発され、長い間放置されていた横田十二枚山 。三十一枚山の 2山の普請が、雪沢

の山師右馬助 ,半七より願い出られたのに対し、藩より男・童各ひとりを抵当として米15石 を貸与 した。 (松坂家

文書)

竹村藤兵衛が銀山奉行となる。(山 中家文書)

石見銀山山役銀99貫617匁 9分。(山 中家文書)*

1大坂相場、米 1石 につき銀37匁～40目 。(三貨図彙)

高野山過去帳に 3月 21日「栃畑 山根妙繁ノ為大谷ノ内御崎谷宗岡喜兵衛」、 3月 29日「栃畑 岩屋堂手嶋弥次右

衛門」、 7月 13日 「栃畑 吉岡宗雅ノ為世次吉岡甚九良Jと あり。

9月  妙本寺上に「経□真蓮心霊」の銘のある一石五輪塔、12月 23日  「純誉妙心禅尼位Jの銘のある宝復印塔、

(月 日未詳)「欣真露心童子Jの銘のある一石五輪塔、(月 未詳)2日 龍昌寺に「奉為□雲禅尼」の銘のある一石

宝医印塔、 9月 7日  「奉為妙雲禅定尼Jの銘のある一石宝筐印塔、12月 10国  妙正寺に「妙宗霊尼Jの銘のある

一石宝医印塔あり。

1635年 (寛永12年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1634全F 8月 2日  スペイン人、ポルトガル人宣教師を知らせた者にスホイト銀100枚、日本人の場合600テ ール、キリ
ンはスホイト銀 2枚あるいは8テ ールを支給すると伝えられる。 (オ ランダ商館長日記)

9月 29日  ポルトガル白糸のパンカド価格は、第 1ビ チョウのもので、 1ピ コル260テ ール (銀 2貫 600目 )、

ビチョウで215テ ール (銀 2貫 150目 )。 (オ ランダ商館長日記)

シ タ

10月 1日 オランダ白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル215テ ール (銀 2貫 150目 )。 (オ ランダ商館長国
記)

12月 13日  434レ イス=1ド ゥカドの換算比率との記述あり。
ンスーン文書 ;ゴア版)

リンを 1パ ルダオと勘定するとの記述あり。(モ

イエズス会文書によれば、この年と1635年の両年の利益は、3,500パ タカである。 (ア ジューダ図書館文書)

この年にマニラ港に入港 した日本発の船舶は 1隻 (明国船)と 記述あり。 (Ltt r功 ,′≫ 肋餐 す 修 兌範能″?冴?S

rbzri?ク奮)

1634年度の日本銅の輸出量は615,835カ ティ、輸出額は182,97917:14グ ルデン、銅持渡船数は 7。 (平戸貿易と

銅)

一弟

1635年 4月 25日  マカオ政庁、日本から銀を不法に持ち運ぶ者たちを厳罰に処すべきとの訓告を発する。 (モ ンスーン文
書)*

9月 8日  ポルトガル白糸のパンカド価格は、チーリングで、 1ピ コル305テ ール (銀 3貫 50目 )。 第 1ビ チョウで
280テ ール (銀 2貫800目 )、 第 2ビチョウで240テ ール (銀 2貫400日 )。 (オ ランダ商館長国記)

9月 8日 唐船白糸のパンカド価格は、チーリングで、 1ピ コル325テ ール (銀 3貫250目 )。 第 1ビチョウで305テ ー
ル (銀 3貫 50目 )、 第 2ビ チョウで285テ ール (銀 2貫850目 )。 (オ ランダ商館長口記)

9月 11日  オランダ自糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル290テ ール (銀 2貫 900目 )。 (オ ラン

ダ商館長国記)

9月 唐船白糸のパンカド価格は、テーリングで、 1ピ コル360テ ール (銀 3貫600目 )。 第 1ビ チョウで340テ ール

(銀 3貫400目 )、 第 2ビ チョウで320テ ール (銀 3貫 200日 )。 (オ ランダ商館長国記)

10月 20日  マカオの王室国庫管理官マヌエル・ ラモス、いまだ多くのポルトガル人がレスポンデンシア貸借で違法
に日本から銀を運び込むと記す。(モ ンスーン文書)ネ

10月 23日  マヌエル・ ラモスはインド副王あての書簡に、シナ人は銀に大変価値をおくと記す。(モ ンスーン文書)*

10月 25日  フェルナン・ ダリアス・デ・モラレスは数年前に日本から銀を持出しシナ人に渡したが、そのシナ人が

約束を破ったため、牢獄に入り、支払いのためにすべてのものを売ったとの記述あり。(モ ンスーン文書)

10月 27日  ポル トガル人商人ラファエル・サルメントは、 レスポンデンシア貸借の罪により、拘束される。 (モ ン
スーン文書)*

10月 30日  マヌエル・ ラモス、日本への負債額は10万 6,000テ ールほどあり、これによって貿易崩壊の危険性があ
ると指摘する。 (モ ンスーン文書)*

10月 30日  インド副王、ポルトガル人の日本に対する債務は、マカオ政庁がその支払いを強制したために状況が改
善されたと記す。(モ ンスーン文書)半

11月 13日  ポルトガル船、1,200箱 の銀貨と日本人の投銀30万テールを受取るとの記述あり。 (ハ ーグ国立文書館日
本関係文書)

11月 13日  オランダ人への灰吹き銀の輸出は禁止されていないがとだえており、クーケバッケルの書簡にこれまで

受取ったスホイト銀を調べ、古い丁銀を 2等 としたとの記述あり。 (ハ ーグ国立文書館日本関係文書)

11月  オランダ白糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル266テ ール (銀 2貫 660目 )。 (オ ランダ商
館長国記)



西1暦 得号 :醇斡

1635T傭永14)

+6月 幕府、寛永の新鎌並びた古銭は、金子と両につき鑢錢4貫文とすも―印財li禁令考)

継江藩主京艤 守が銀山領を預か鶴 (山嫁 文書)

石島餞山申 匁-2駐 (山中家文書)F

十六坂相場、米1石につき銀43匁 -511目 ゃ住貨図彙)

1636年 儀永1談め



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1635全F 12月 6日  ジャンク船、スホイト銀115個 。(バ タヴィア城口誌)

12月 11日  マヌエル・ ラモス、日本からのレスポンデシア銀を禁止するも、違反するものは後を絶たないと報告す

る。(モ ンスーン文書)*

12月 11日  マヌエル・ラモス、日本から銀を借受ける場合は、利率は28%～35%で あると記す。またそれらの銀は

さらに高利 (45%～ 50%)で マカオにおいて取引されると記す。 (モ ンスーン文書)キ

12月 13日  マヌエル・ ラモス、オランダ人は長崎商人の銀を、銅などの購入のためにインドのコーチンヘ持ち運ん

でいると記す。(モ ンスーン文書)*

12月 13日  マヌエル・ラモス、かつての生糸 1ピ コルあたりの日本での卸値は16テ ールであったと記す。(モ ンスー

ン文書)*

12月 18日  スヒップ船グロルの積荷は日本のスホイト銀・ソマ銀・銅・銭 。米・板・梁材等と記述あり。(バ タヴィ

ア城国誌)

12月 18日  ポルトガル人の日本からの航海は成功し、明国の糧のほかに■4,000テ ールの収益を上げたと記述あり。

(モ ンスーン文書)

ポル トガル船は、生糸51,000斤 (内 白糸16,000斤 。そのほか黄生糸 。片撚糸35,000斤 )絹織物273,000反 を輸出し、

日本銀15,000貫 を輸出。(バ タヴィア城口誌)

オラング東インド会社は広南金については極些少の利益を挙げたのみで、シャムでは金は広南より若干高値である

ため、シャムー日本間の金貿易は利得ありと報告あり。 (シ ャムのオランダ商館長ヨースト・ スハウテンがワルモ

ント号及びハイスダイネン号で、日本商館長のクーケバッケルに宛てた書簡)

通貨単位パカタは、パルダオと同値記述あり。(ア ジューダ図書館文書)

1635年度の日本銅の輸出量は802,799カ ティ、輸出額は238,6361■ :4グルデン、銅持渡船数は 7。 (平戸貿易と

銅)

1636年O(崇禎 9年 )

①(崇徳元年)

1月 8日  ジャンク船金目方50テ ール。(バ タヴィア城日誌)

1月 31日  スヒップ船ワッセナール、銅、ヤハト船フェンホイセンとスヒップ船グロル、日本のスホイト銀 (丁銀)、

ソマ銀 。銅・銭を積載する。(バ タヴィア城口誌)

2月 11日  マヌエル・ ラモスの記録によると、多くのものが日本へ違法に銀を運び去りに向かった。(モ ンスーン

文書)

3月 8日  マヌエル・ラモスの日本とマニラからの最初の航海が大変な成功を収め、明国生糸によって■4,000テ ー

ル、さら|こ 2,450ピ コルの銅の収益を上げた。(モ ンスーン文書)

3月 26日 スヒップ船へ ッヽト・ ワーペン・ファン・デルフト、日本スホイト銀10,000テ ール (100貫 目)、 銅■万1,362

カティを積載する。 (バ タヴィア城口誌)

4月 17日  スヒップ船アウデワーテル、日本の銀 1万 テール、銅を積載する。(バ タブィア城口誌)

4月 21日  日本人はスホイト銀 (丁銀)100テ ール (1貫 目)を純良銀83テ ール (830匁)と交換する。 (バ タヴィ

ア城国誌)

4月 21日  フロイト船ワルモント、ホイスドイネン、ラロプの積載はスホイト銀31万 2,000テ ール (3,120貫 )。 (バ

タヴィア城国誌)

9月 5日  オランダ白糸のパンカド価格は、チーリングで、 1ピ コル305テ ール (銀 3貫50目 )、 第 1ビチョウで280

テール (銀 2貫800目 )、 第 2ビチョウで240テ ール (銀 2貫 400日 )。 (オ ランダ商館長日記)

9月 21日 唐船白糸のパンカド価格は、チーリング、 1ピ コル336テ ール (銀 3貫860目 )、 第 1ビ チョウで315テ ー

ル (銀 3貫 150目 )、 第 2ビ チョウで305テ ール (銀 3貫50目 )。 (オ ランダ商館長国記)

9月 27日  オランダ白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル267テ ール (銀 2貫270日 )。 (オ ランダ商館長口記)
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168寄健 瀬 なり 111月 0ロ ポルトガル人菊人トリスタン,タ ヴテレス、博多商人中野彦兵衛く
―
伊藤小左衛門たレスポンデツンア

貸借で録を借棄―け、証来を離 ・。(末次家文書〉F

石見銀山山役銀125H8832.8分む.(山中家文書)=

く長登鋼山>―長登湾の下大切鋼山、慶長年中に開坑され、黒磯淡路守就工「が取立てに尽 ェ々数年繁盛Φ篠■湧水の
た透に中絶し―、藩の仕入れにようて水抜きを図わた嫉 敗、寛永14年黒磯および地下に下げ渡きれた。(美爾郡銅
山付立)

<仙合領金山>日葛西領では山丘、河
'Ik野

谷め他、水闘や畑からも砂金が採取された。唐桑村の東永単年分筆貢
高は、口21H971文、kH34貫3郷文で墓→たが、このうち田代か残認1文 kヽtHぶから1貫櫛0来あまりが毎年「 御金山
all」 として,Iかれていた。(日本鉱山史の研鶏

くな渡相川金銀山>この年、大坂かち本療佐萌|と いう学者が1監渡に招かれ、「水上輪Jと いう道具が伝えられたと
いう。(佐渡国略記)

,大坂相場、米1石につき銀50匁 -60日t〔三貨図鋤

2月 18自 石銀地区に「■捜浄口禅口回」の銘つある‐石宝慾鶴 、 4月 18日 妙正寺に「道受霊」心銘のある一
石宝麓印塔、(月未詳)的日 1妙本寺上に「経 為妙故霊側 の銘のある一石宝筐中磐あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1636年 ○(崇禎 9年 )

③(崇徳元年)

11月 2日  ポル トガル白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル27224テ ール (銀 2貫 722匁 4分 )。 (オ ラン

ダ商館長国記)

11月 26日  クーケバッケル、日本で18万 ないし20万 グルデンの銅銭を造らす。また、銅塊若干。 ドイケルがこれを

使用。黄金約30頓 (金 1頓は10万 グルデン)の利益を上げる。(バ タヴィア城口誌)

明国、銭55文を銀 1銭 とする。 (明史)

日本人は東京でスホイト銀100テ ールを純良銀83テ ールと交換するとの記述あり。(バ タヴィア城口誌)

オランダ東インド会社、丁銀とオランダ・ グルデンの換算率を丁銀 1テ ール=3グルデン2ス タイフェル8ペ ニン

グから丁銀 1テ ール=2グルデン17ス タイフェルに改める。 (十七世紀国蘭交渉史)

1686年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 842,000。  トンキン 0 シャム 30,000.バ
タブィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 872,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1636年度の日本銅の輸出量は667,434カ ティ、輸出額は193,436:19:10グ ルデン、銅持渡船数は 8。 (平戸貿易と

⇔同)

1637年O(崇禎10年 )

◎(崇徳 2年 )

1月 2日  マヌエル・ラモス、1636年度の広東における中国人との取引に要 した費用は12,000テ ールであったと記

す。またポルトガル人の日本に対する負債はマカオ政庁が肩代りする可能性を示す。(モ ンスーン文書)*

1月 13日  ポルトガル、黄金 60～ 70ト ン (1ト ンは100,000グ ルデン)を 日本からマカオヘ。オランダ人は多量の

金をチンチュウよリタイオワンに輸入し、 1テ ールの金を銀10テ ールまたは1025テ ールで買い入れる。(バ タヴィ

ア城口誌)

1月 15日  平戸からタイオワンに入港したフロイト船ペッテンの銀120,000テ ールの価格は、448,255グルデン17ス

トイフェル5ペ ニングと記述あり。(バ タヴィア城口誌)

2月 10日  スヒップ船ノール トヮイク、スホイト銀 8万 テールで266,261グ ルデン18ス トイフェル 0ペ ニング、フ
ロイト船ペッテン銀12万 テールで448,255グ ルデン17ス トイフェル5ペ ニング、合せて714,417グ ルデン15ス トイフェ

ル5ペ ニングの利益。長官はノールトヮイクにスホイト銀5,000テ ール、銅板603ピ コル98カ ティ、遅羅 (タ イ)ヘ
スホイト銀15,000テ ール、ゴッチス銅100ピ コル30カ ティを渡す。(バ タヴィア城日誌)

2月 10日  フロイト船ペッテンがタイオワンより広南に持ち込んだ日本の銅銭とスホイト銀15,000テ ールを、ジャ

ンク船ディーメンよってバタヴィアで受取るとの記述あり。 (バ タブィア城日誌)

2月 26日  最初の日本の貿易は■6,000テ ール以上の利益を上げたが、キリシタン迫害の結果としてポル トガル人

との貿易に対する封鎖が既に始まっており、その収益はほとんど失われているとのポル トガル人の記述あり。 (モ

ンスーン文書)

2月  オランダ人、日本のソマ銀およびスホイト銀10,000テ ールないし12,000テ ールを、日本向け明国絹織物購入

のためにタイオワンに留め置くとの記述あり。(バ タヴィア城日誌)

3月 3日  フロイト船ペッテン、黄金1,722テ ール 1マ ース、銅、錫を運ぶ。日本銅銭と日本スホイト銀 1万 5,000

テール受取る。(バ タヴィア城口誌)

4月 19日  ジャンク船、中国スホイト銅貨5,000テ ール、日本銅100ピ コルを積載する。スヒップ船ノールトヮイク

にスホイト銀 1万テール (100貫目)。 (バ タブィア城国誌)

4月 22日  ロマン・デ・ レモスはマカオの王室国庫管理官職をマヌエル・ ラモスから引き継ぐ。これに際しインド

副王は、ロマン・デ・ レモスに日本との貿易取扱いに関し諸注意を与える。(モ ンスーン文書)*

4月 28日  ヤハ ト船グロル、日本スホイト銀 6万テール、ゴ ,ッ チ銅300ピ コル、上等棒鉄200ピ コルを積載する。別

に日本スホイト銀 5万 テール、ゴッチ銅500ピ コル、上等棒鉄300ピ コル、日本銅銭3,015,000枚 あり。フロイ ト船
ズクーン、日本スホイト銀25万テールを積載する。(バ タヴィア城日誌)

4月 28日 長崎では銀の吹き替えをしないので、スホイト銀10,000な いし12,000テ ールは注文に応ずることができ

ない。(バ タヴィア城国誌)
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16384磯永 15fFD 2■24H移田九郎兵筒 (寛永15～l鮮け、長野艤 繭等地投人に諸簡券の機滉報告を請
'、

諸山の様業鞠
する。欝 文書>

4月 <南部繋金1山 >こ の年に亦沢村の内に繋釜山が発見され.た。4月から,月 にかけ次々と誇負ρ八札が行われ、
鬱行人が変替した.9‐朴山■帯の山|を水辣とする低が瀬川‐曾が沢,中沢`八本瀑などでは近世以前よつ砂金

―が産H
きれていたが、1砂金を追,てぷ源地帯に麹ひ、富鉱贈稀が発見されるに及んで朴や繋めよ―うよ金山か興隆がみられ

亀 9附察更謝

,19月 0日 ボルトガンサ商八ぶドロ'7ェ 71/チ ンすス●デ|カルヴF~ヴ ヨ、博多商人未孜宗徳た.レスボンデツシ
,貸借で銀を借受け、証文を記すもt稲震家文書)'

●月13日 杉H九郎兵衛(克/k15-184FD赫(長野擦造衛脚 人に「差銀量ゆ減少の状滉について報告きモ益
(坤 穂

移坤     (知行900石)が石鵡 山奉行となるo(山■家業罰



西暦(年号 :中国 朝鮮) 外海

1637年①(崇禎10年 )

①(崇徳 2年 )

4月 28日  ヤハ ト船グロル、スホイト銀■万テール、フロイト船ラロブ、スホイト銀14,000テ ール、銅708ピ コル40

カティ、鉄1,250ピ コル49カ ティを積載する。(バ タブィア城国誌)

4月 28日 商館長クーケバッケル、日本ソマ銀及びスホイト銀 1万 テールないし1万 2千テール。金の重量10テ ー

ルに対し銀10テ ール以上を与えないと記す。(バ タヴィア城日誌)

4月 28日  日本人は毎年スホイト銀25万ないし30万テールを携えてくる。(バ タヴィア城国誌)

4月 29日  会社は東京で日本のスホイト銀100テ ール (1貫)を純良銀825テ ール (825匁)に精錬して生糸購入。

(オ ラング商館長日記)*

9月 19日  ポルトガル白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル200テ ール (銀 2貫 目)と 思われる。(オ ラン

グ商館長国記)

9月 27日  ポルトガル自糸のパンカド価格は、チーリングで、 1ピ コル285テ ール (銀 2貫 850目 )、 第 1ビ チョウ

で260テ ール (銀 2貫 600日 )、 第 2ビチョウで220テ ール (銀 2貫 200目 )。 (オ ランダ商館長国記)

10月 3日  ポルトガル白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル209テ ール (銀 2貫 90目 )。 (オ ランダ商館長

日記)

11月 9日  オランダ白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル252テ ール (銀 2貫 520目 )。 (オ ラング商館長日

言己)

11月 14日  ポル トガル白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル28739テ ール (銀 2貫 873匁 9分 )と 思われ

る。(オ ランダ商館長国記)

12月 31日  沈没した船からイエズス会の神父は救出されたが、修道± 1人、司祭 1人は溺死。細工の施された銀の

うち3,000パ タカ以上の財産を失った者もありと記される。 (モ ンスーン文書)

この時、雲南の銀鉱の銀産量は全国の大半を占める。(天工開物)

明国に輸入された日本銅に、銀が混じっている。(天工開物)*

日本商人は東京で日本のスホイト銀100テ ール (1貫)を純良銀83テ ール (830匁 )に精錬して生糸購入。(バ タヴィ

ア城国誌)*

ポル トガル人、明国商品をマカオから日本へ輸出して得られる利潤はこの時も100%。 (バ タヴィア城口誌)

この年までは日本とタイオワンにおいて異なった金銀の比価が与えられていたため、タイォヮンで金を買うほうが

より有益。(バ タブィア城日誌)

1637年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 922,000  トンキン 160,000 シャム 36,000。

バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 15,000 計 1,133,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料によ

る日本銀輸出の数量的考察)

1638年O(崇禎■年)

①(崇徳 3年 )

1月 4日  マカオ王室国庫管理官ロマン・デ 。レモス、聖パウロ学院内に王室国庫の金庫を設置したことをインド

副王に報告する。(モ ンスーン文書)*

1月 4日  日本人は去年から非常に高い値段で商品を買っているという、マカオ政府の記述あり。(モ ンスーン文

書)

3月 10日  日本人に対する負債に起因する資金不足で、マカオ政庁が広東市場取引のために王室国庫に援助金を求
めるが、これに対しポルトガル領インディアの各首脳は反対を表明する。 (モ ンスーン文書)*

8月 31日  オランダ人が日本で獲得する銀についてのインド副王の報告あり。(モ ンスーン文書)

9月 6日  ポル トガル白糸のパンカドは、チーリングで、 1ピ コル315テ ール (銀 3貫 150目 )、 第 1ビ チョウで290

テール (銀 2貫900日 )、 第 2ビ チョウで250テ ール (銀 2貫 500目 )。 (オ ランダ商館長口記)

9月 明国、銀銭比価は銭800文 =銀 1両である。(山書)

L_



西 暦 (年号 :日本)

石見銀山山役銀60貫779匁 5分。(山 中家文書)*

杉田九郎兵衛、石見国銀山の代官を勤むという。(寛政重修諸家譜)

<生野銀山>金木山元の孫左衛門と金石間歩の中島次郎兵衛との間に出入りがあり、孫左衛門は金木を返上、金石

も浸水のため作業を中止。(生野銀山旧記)

<生野銀山>奉行中野吉兵衛が幕府の許可を得て竹野原の大水抜を切り、 5月 に着工、 9月 に成就した。 (生野銀

山旧記)

†大坂相場、米 1石 につき銀50匁～60目 。(三貨図彙)

12月 15日  妙正寺に「妙閏尼」の銘のある一石五輪塔、■月 8日 龍昌寺に「為林徳□□禅定門」の銘のある一石

五輪塔あり。

1638年 (寛永15年 )

1海上銀、言伝銀などのいわゆる投銀を停止。(長崎御役書留)

石見銀山山役銀42貫725匁 3分。(山 中家文書)*

1大坂相場、米 1石 につき銀32匁～35目。(三貨図彙)

高野山過去帳に 2月 17日 「石金本谷 為父二原助七立之」とあり。

12月 11日  龍源寺間歩上に「寿光□□信士□  (ベ ンガラ)Jの銘のある一石宝魔印塔、 9月 9日 龍昌寺に「 [

]禅定門」の銘のある一石五輪塔あり。

1639年 (寛永16年 )

1640年 (寛永17年 ) 10月  <出羽延沢銀山>惣山師が、寛永14年以来、江戸表で留山解除を祈願してきたが、この年、ようやく幕府に

聴許され、翌18年 3月 より稼行することを命じられた。(野辺沢銀山大盛記)

11月  <秩父又の沢金山>甲斐黒川金山の金山衆が、出羽延沢銀山とともに幕府によって留山とされていた武蔵国

奥秩父の又の沢金山の開発を願い出る。(広瀬家文書)

石見銀山山役銀32貫 12匁 2分。(山中家文書)*

<薩摩山ヶ野金山>薩摩の山ヶ野金山が発見され、鹿児島落主島津久通より、日出木下藩主に宛てて、熟練鉱夫30

名位を譲って欲しいと親書を送った。その身分は一般とは区別され郷士とし、広い屋敷地と家が約束された。木下

落主はこれ対し、馬上金山の鉱夫頭佐藤伊兵衛に人選を命じたとされる。(口 出町史)



西暦(年号 :中国 朝鮮) 外海

1638年O(崇禎■年)

①(崇徳 3年 )

10月 12日  オラング自糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル285テ ール (銀 2貫 850目 )。 (オ ランダ商館長口
記)

11月 7日  ポル トガル白糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル3606テ ール (銀 3貫606目 )。 (オ

ランダ商館長日記)

11月 30日  アマウロ・ロドリゲス、日本交易においてオラング人はポル トガル人にとって代りつつあり、日本人の

歓心を得るために、日本人から高利で貸付られる銀を受取っていると記す。(モ ンスーン文書)半

11月 30日  タイオワンでは、銀や胡椒などと交換で中国にある商品をもってくるという商業形態。 (モ ンスーン文
書)

11月 30日  オランダ人のチュンキン王国から日本への 4回 目の船旅では、利率34%で 日本人からの投資銀を受取っ

た。これは大量の銀が扱われる平戸港への入港の許可を得るためであった。(モ ンスーン文書)

この年と次の年、米 1斗につき銭 3百文で、銀 1銭 8、 9分にあたる。(閲世編)

私鋳銭が流行 し、銭質が悪化したため、この年の夏、銭の対銀比価は銭1,000文対銀 6銭。 (閲世編)

オランダ人、銀 3万 8千文と多数の商品を載せて中国に来て密貿易を行う。その商品価格は赤絨24尺 =銀銭280文、
黒絨16尺 =銀銭128文。 (明清史料)

ポルトガル船が金545匁 8分を輸入、この売買は金 1銀 142c(オ ランダ商館長日記)

1638年度のオラング東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 1,586,000 924% トンキン 130,000 シャ
ム o.バタビィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 1,716,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料に
よる日本銀輸出の数量的考察)

1639年O(崇禎12年)

◎(崇徳 4年 )

9月 11日  唐船白糸のパンカド価格は、チーリングで、 1ピ コル340テ ール (銀 3貫400目 )。 第 1ビチョウで325テ ー
ル (銀 3貫 250目 )、 第 2ビ チョウで305テ ール (銀 3貫 50日 )。 (オ ランダ商館長日記)

10月 17日  オランダ自糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル294テ ール (銀 2貫 940目 )。 (オ ラン

ダ商館長日記)

10月  マカオでは必要なら銀10万 テールを日本で借用することが許される。 (モ ンスーン文書)

12月 4日  日本―マカオ間の貿易崩壊でポルトガル人は日本貿易から排除されたと記述あり。(モ ンスーン文書)

ポルトガル人追放令で日本人がポル トガル人にした投銀70万テールは返済されない。 (ハ ーグ国立図書館日本関係
文書)

オランダ東インド会社の年間銀輸出量が最大を記録する (輸出量26,000貫 )。 (ミ響 万9ヵク″,αD

この頃 (1630年代)、 明国各地の金銀比価は金 1両 =銀 10両。 (日 知録集訳)

1639年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイヮン 2,458,000. トンキン 25,000 シャム 0.
バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 25,000 計 2,508,000(テ ール評価)c(オ ランダ東インド会社史料によ
る日本銀輸出の数量的考察)

1640年O(崇禎13年 )

O(崇徳 5年 )

4月 17日  マカオ総司令官、マニラ総督宛ての書簡で、日本交易の終焉による銀の不足でマカオが蒙っている窮状
について記す。(モ ンスーン文書)*

4月 17日  日本との貿易はオランダ人に任され、その結果マカオは全面的に荒廃すると記述あり。 (モ ンスーン文
書)

7月 10日  幕府からカロンはスホイト銀200枚を受取る。 (バ タヴィア城日誌)

8月 2日 処刑されることになったポルトガル人所有のスホイト銀9,000テ ールがガレオタ船に積まれた。(バ タヴィ
ア城日誌)



西 暦 筆F号 キ目利

18404餞永1″向
― 1太坂構場、米 1石につき銀帥1匁-36目。(:聾襲珊ぢ諭

龍源寺聞歩上に「経 i妙 [    ]Jの露のある‐石宝霞印塔ありゃ



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1640年①(崇禎13年)

①(崇徳 5年 )

9月 11日  平戸商館評議会はコロマンデルとスラット向けに銀600箱 (1,710,000グ ルデン相当)をできる限り最小

の利率と期間で京 。大坂ならびに堺で借入れることを決議。(オ ランダ商館長日記)*

10月 8日  唐船白糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル310テ ール (銀 3貫 100目 )と 思われる。

(オ ランダ商館長国記)

10月 12日  平戸商館評議会はスラット向け輸出銀の半額は金を当てることを決議。 (オ ランダ商館長国記)*

11月 4日  唐船自糸のパンカド価格は、チーリングで 1ピ コル315テ ール (銀 3貫 150目 )。 第 1ビ チョウで290テ ー

ル (銀 2貫 900目 )、 第 2ビチョウで246テ ール (銀 2貫460日 )。 (オ ランダ商館長国記)

11月 10日  上級商務員ハルツィンクと商務員 ミューラー、上方より1,590貫 のインド向け資金 (内 1,250貫余は判金。

小判 1枚丁銀62匁、大判 1枚 455匁)を平戸商館に持ち帰る。価格は妥当。月利 2～25%。 (オ ランダ商館長口記)*

11月 15日  オランダ白糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル268テ ール (銀 2貫680目 )。 (オ ラン

ダ商館長口記)

11月 19日  唐船白糸のパンカド価格は、チーリングで 1ピ コル340テ ール (銀 3貫400目 )。 第 1ビ チョウで310テ ー

ル (銀 3貫 100目 )、 第 2ビ チョウで280テ ール (銀 2貫800目 )。 (オ ランダ商館長日記)

11月  長崎には銀が少なく、明国人はこの地での貿易で損失を出すとの記述あり。(バ タブィア城日誌)

12月 4日 大目付井上筑後守政重、平戸藩主松浦鎮信に会社の金輸出を停止させる。解禁は江戸からの指示待ち。

(オ ランダ商館長国記)半

12月 6日  フロイト船デ。ロホ、スホイト銀 (丁銀)385箱を積載する。 (バ タヴィア城日誌)

12月 6日  スヒップ船デ・パーウ 日本スホイト銀 1万テール (1万匁)を積載する。(バ タブィア城国誌)

12月 6日  明国船にスホイト銀300箱を渡す。(バ タヴィア城国誌)

12月 6日  コロマンデル・スラットより黄金20ト ンの注文。大部分は黄金で、不足はスホイト銀で。ところが目方

6,202テ ール1マ ース=21万 6,481グ ルデン9ス トイフェルの黄金しかない。(バ タヴィア城日誌)

12月 6日  日本より注文の錫2,000ピ コルに対し、中国より400ピ コルないし600ピ コルを得んとする。(バ タブィア

城国誌)

12月 21日  明国よリジャンク船、スホイト金35個 を搬入する。 (バ タヴィア城口誌)

12月 27日  日本よリフロイト船、スホイト銀220箱を搬入する。(バ タヴィア城日誌)

12月 31日 銅は依然高値で 1ピ コル (百斤)20テ ールであるが禁輸である。 (バ タヴィア城日誌)

12月 31日  日本における為替。金は 1日 で小半11枚につき 3、 5、 7、 8な いし9コ ンドリンないし1、 2～ 3マ ー

ス (匁)騰貴する。金の両替は小判は6マ ース 2コ ンドリンにて、大判は48テ ール及び47テ ールを45テ ール5マ ー

スで。(バ タヴィア城日誌)

12月 31日  日本より黄金35な いし36ト ンを送るのは金銀98万894グ ルデンを得るにすぎない。スラットの注文は黄

金10ト ンだが40箱分とフロイト船デ・ ロホの100箱を合せても、スホイト銀14万 テール=399,000グ ルデンにしかな

らない。 (バ タヴィア城国誌)

この時、銭の対銀比価は銭1,000文対銀 4、 5銭。(閲世編)

オラング東インド会社の年間銀輸出量が前年度に比べ半減する (輸出量■,800貫 )。 (NegOど ,9カ″vοαD

1640年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 1,100,000.ト ンキン 80,000 シャム 0.バ
タヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 1,180,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)



西 暦 (々碍 :目莉

1641年感朗血84) う月 <白根金山>青山庄左衛門ほ四枚山惣水後普請を願い出て、Ⅷ督年間まで■代に渡って施工した。こ4-を―根
田四枚山上中下惣平十一日の水抜と称し、このFL7k坑 にょぅて本坪となつていた11聞歩の排水を企図した。(四枚
山には四枚間歩 '三十一枚聞歩・金闘lFHl歩 (ワ ロ)・ 化敷 (2白)・ 鉛間歩 '菱ぷFHE歩・五両敷などがあった。
(青山宇白根史蹟)

111月 26口 龍源寺間歩上に「経―口法院宗春」の銘のある圭奮印塔あり。

杉田九郎兵衛奉行在任中、銀山境界心木柵を垣松に改めるという。 (石見銀山十日記)エ

杉田九郎兵衛にかわり、移田六之剪か石見銀山奉々 となる。(山中家文罰
―

石見銀山山1役銀29貫340日。(山中家文書)・

十本坂擦場、米■石につき銀寝匁6分。(三貨図彙)

高野山過去帳に5月 20日 ―「栃畑 為母 佐熊源二郎建之Jとあり。

31月 27日 代官杉田六之介 (め、銀山領内の吉永鍋山,銅ヶ丸鋼山の稼業を奨励するゎ1侵野家文書)・

1げ]2,曰 く白根金Ⅲ>青山圧左筍Fヨが銅平間歩‐日を4～ 5年間普請の結1果、金鉱脈に当たり、切取日前16ヶ 日
を与えられた。この普請は14、 5ヶ年におよんだという。(青山家白根史蹟)



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1641年◎(崇禎14年 )

◎(崇徳 6年 )

1月 6日  フロイト船オーストカッペル、銀 1万 テール、輸送に失敗。(バ タヴィア城口誌)

1月 29日  フロイト船、金目方348テ ール7マ ース (3貫487匁)を輸送する。(バ タヴィア城口誌)

1月  明の崇禎帝、沿海民の日本交通を厳禁させる。(閲世編・明清史料)

2月 14日  フロイト船ブラハ ト、タイオワン商館あて銀1,000テ ール 1箱、2,000テ ール入り800箱。(バ タブィア城

日誌)

2月 15日  中国商人は金19な いし20カ ラットのスホイト金65及び平板金の見本 3枚持ち込む。重量100テ ールに対

し純銀110テ ール。(バ タブィア城日誌)

5月 16日  オランダ東インド総督ファン・ ディーメン、長崎商館長ル・メールに金輸出解禁交渉を指示。理由は、

タイオワンでの金入手が困難なので、コロマンデル貿易用に不足分を日本金で補うため。(オ ランダ商館長日記)半

6月 26日  日本銀は東インドのあらゆる場所で需要があるため、日本市場の低況に拘らず、羊毛製品を日本に送る。

(オ ランダ商館長国記)

6月 26日  タイオワンヘは日本米よりも日本銀・金の供給を優先せよとオランダ東インド総督が命令する。 (オ ラ

ンダ商館長日記)

6月 26日  日本に来た鄭芝龍の 3隻の貿易船、搬入貿易品の中に生糸は 4万斤以上、各種紡績品は14万 匹以上。

(長崎オランダ商館長国記)

8月 3日 長崎奉行が既にオランダ人、中国人向けの金製品製作を禁止したとの情報が長崎商館にもたらされる。

(オ ランダ商館長口記)*

8月 11日  大目付井上筑後守政重、長崎商館長に金 。金製品および人参の輸出禁止を言い渡す。 (オ ランダ商館長

日記)*

8月 12日  オランダ東インド会社の小判 。1分金、個人持ちの金製品等を記帳、銀と交換 して輸出のこと。 (オ ラ

ンダ商館長日記)

8月 14日  長崎奉行、長崎商館長に外国人による輸出禁止項目を布達。金 。金製品、銅・銅製品、硫黄、火薬、船

用糧食以外の米穀類、人参、城郭などを描いた漆器・屏風、その他。 (オ ランダ商館長日記)*

8月 19日  出島入り口に金製品・武器などの輸出禁止を記した高札が立つ。(オ ランダ商館長日記)*

9月 11日  オランダ白糸のパンカド価格は、チーリングで 1ピ コル245テ ール (銀 2貫450目 )。 第 1ビ チョウで225

テール (銀 2貫 250目 )、 第 2ビチョウで195テ ール (銀 1貫950目 )。 (オ ランダ商館長日記)

10月 19日  フロイト船、日本スホイト銀12万 テール (1,200貫 目)を搬入する。(バ タブィア城口誌)

10月 21日 唐船白糸のパンカド価格は、チーリングで 1ピ コル260テ ール (銀 2貫600日 )。 第 1ビ チョウで235テ ー

ル (銀 2貫350目 )、 第 2ビ チョウで205テ ール (銀 2貫50目 )。 (オ ランダ商館長日記)

オランダ船は黄金80ト ンを売り、銀貨14,000櫃 を日本から輸出するとの記述あり。(シ ーボルト交通貿易史)

タイオワンでの中国商品に対する日本銀の投資額は約510万 グルデン。(オ ランダ商館長口記)

オランダ東インド会社の年間銀輸出量が前年度に比べ 3分の 1に減じる (輸 出量3,990貫 )。 (N9gorテθカク糊,,D

1641年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 1,■2,000. トンキン 0 シャム 0,バ タ

ヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 1,■ 2,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1642年①(崇禎15年 )

◎(崇徳 7年 )

1月 26日  タイオワンにおいて17ま たは18カ ラットの黄金10テ ールの対価は、銀96テ ール、一部は94テ ールと記述

あり。 (バ タヴィア城国誌 2)

1月 26日 黄金の目方10テ ールに対 し、大部分は銀96テ ール、一部は94テ ール。22万 5,953グ ルデン13ス トイフェ

ルの黄金はコロマンデルヘ。(バ タヴィア城口誌)



西 暦 (年号 :日本)

1642年 (寛永19年 ) 杉田又兵衛が銀山奉行となる。(山 中家文書)

石見銀山山役銀27貫 160目 3分。 (山中家文書)*

<越中虎谷金山>寛永19年分運上は銀600目 。翌20年～正保 2年 までは不明、正保 3年分は200日 、正保 4～慶安 4

年は40目 、承応元年～寛文 3年までの間では、万治 2年分の300目 が記されるのみ。(越中鉱山雑誌)

†大坂相場、米 1石 につき銀54匁～60目前後。前年及び本年飢饉なり。(三貨図彙)

高野山過去帳に 7月 21日 「石金本谷 佐伯六右衛門」とあり。

4月 16日  妙本寺上に「帰現浄□信士Jの銘のある一石宝使印塔、 9月 3日 龍昌寺「幻事童子」の銘のある一石
五輪塔あり。

1643年 (寛永20年 ) 1月  <白根金山>南部藩はキリシタン探索のため白根金山の留山を命 じた。一切の稼行が停止されたため、 6月
までに金掘などの餓死人が1,200人 にも達 し、逃亡する者も多かったので、青山庄左衛門は山中一同とともに、金
山の再開を請うて、キリシタン改めを徹底するために、他領より山師・大工 。掘子はひとりも入れず、山中の者の

組合 (五人組)を結成し、帳面に載せたのみで稼行することを提言した。(青山字白根史蹟)

石見銀山山役銀24貫 165匁 。(山中家文書)*

<備中小泉銅山>こ の年より5ヶ 年切りで、大坂天野屋新右衛門が吉岡と小泉の銅山を請負う。運上は出来銅10貫

につき銅500匁。運上の秤定は、吹屋・小泉のそれぞれの庄屋が、運上銅100貫につき銀 3匁を受取っていた。(元

禄八年覚留書)

<佐渡相川金銀山>近年金銀山の衰えが激しく、餓死者が増すなどしたため、その救済のため割間歩を御直山とし
て普請を始め、難儀の者を人夫に遣い、 1日 に 5合宛ての扶持を渡すべき旨、江戸在勤の佐渡奉行伊丹幡磨守より
指示がある。(佐渡年代記)

1大坂相場、米 1石につき銀30目 ～45匁。(三貨図彙)

7月 26日 妙本寺上に「経 宗清」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1644年 (寛永21年 )

(正保元年)

<生野銀山>奉行中野吉兵衛が、友松道半に命じ金木を再興 し、大盛を得る。(生野銀山旧記)

石見銀山山役銀21貫 150目 。(山 中家文書)*

lヶ 年分公納鍵御払代大谷紺屋後山分銀1,700枚、大谷甘南備山分銀1,200枚 、大谷横相分銀1,100枚 、大谷小山分銀
1,000枚。 (山中家文書)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1642年O(崇禎15年 )

O(崇徳 7年 )

1月 28日  明国から明国鉄200ピ コル搬入。 1ピ コルの価は2レ アル半。(バ タヴィア城口誌)

6月 28日  オラング東インド総督ファン・ディーメン、長崎商館長エルセラックに、タイオヮンで日本銀が欠乏し

ているため、カンボジア・ シャムヘの銀輸出抑制を指示。(オ ランダ商館長口記)ネ

6月 28日  オランダ東インド総督ファン・ ディーメン、長崎商館長エルセラックに、会社は銀産国日本との貿易継

続を切望と書き送る。(オ ランダ商館長日記)

6月 28日 総督ファン・ディーメン、長崎商館長エルセラックに、コロマンデルより返送された贋造スホイト銀に

ついて長崎の官憲に知らせるよう指示。(オ ランダ商館長日記)*

9月 4日  オランダ白糸のパツカド価格は、第 1ビ チョウで 1ピ コル255テ ール (銀 2貫 550目 )、 第 2ビチョウで

225テ ール (銀 2貫 250目 )。 (オ ランダ商館長日記)

9月 10日  オランダ白糸のパンカド価格は、第 1ビ チョウで 1ピ コル295テ ール (銀 2貫 950目 )、 第 2ビチョウで

265テ ール (銀 2貫 650目 )。 (オ ランダ商館長日記)

10月 16日  唐船白糸のパンカド価格は、品等付記 (平均値)で、 1ピ コル260テ ール (銀 2貫 680日 )。 (オ ランダ商

館長国記)

11月 21日  日本からタイオワンヘ銀2,229,926グ ルデン9ス トイフェル0ペ ニング。(バ タヴィア城口誌)

12月 18日  フロイト船デ・ザイエル・ カストリウム、日本銀 2万テール (200貫 目)を搬入。(バ タヴィア城国誌)

12月 21日  マカオは日本との貿易を失い、シナ銀が日本銀にとって変った。(モ ンスーン文書)

明国において銭価は低く、銭の対銀比価は銭1,000文対銀 4銭余り。米 1石 につき銀 5両で、銭 1万 2千にあたる。
その後、米価は常に 2、 3両 となる。(閲世編)

1642年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 321,000 トンキン 60,000 シャム 18,000
バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 399,000(テ ール評価)。 (オ ラング東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)

1643年①(崇禎16年 )

①(崇徳 8年 )

7月 4日  ブラス島の者がジャンク船で、長崎の住民より日本スホイト銀307テ ール、黄金目方10テ ール (百匁)

受取る。(バ タヴィア城口誌)

11月 7日 唐船白糸のパンカド価格は、品等付記で、 1ピ コル300テ ール (銀 3貫 目)。 (オ ランダ商館長日記)

12月 2日  大阪の藤左衛門殿の銅・銅銭の輸出は大変有望である。(バ タヴィア城日誌)

明代、都の銭価は銀 1両 =銭600文前後で変動するが、崇禎以降、銭価は暴落し続け、この年に銀 1両 =銭 2千数

百文に下がる。(続文献通考・花村談往補遺)

この頃、明国銭質が更に悪化し、銭の対銀比価は銭1,000文対銀 3銭。(閲世編)

この頃、明国張守清が銀の採掘を無断で行う。(明史紀事本末)

1643～ 1644年 にインドのスラットヘ輸入された銀 (26,795kg)イこ占める日本銀の割合は19%(5,031kg)。 (ス ラッ

トに輸入された現金および商品の仕訳帳)

1643年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 356,000.ト ンキン 100,000 シャム 17,000.
バタブィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 473,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考客)

1644年①(崇禎17年 )

①(順治元年)

③(仁祖22年 )

4月 4日  清国人は日本のスホイト銀を喜ぶので、スホイト銀100テ ールを常に■2レ アルと定めたと記述あり。

(バ タヴィア城口誌)

7月 26日 清国、銭銀の市価は銭1,080文 =銀 1両。(明清棺案)

7月 清国の銅銭の対銀比価は銭 7文対銀 1分、銅銭の価格は国増しに高くなる。(清世祖実録)



西 暦 (年号 :日本)

1644年 (寛永21年 )

(正保元年)

lヶ 年分公納鍵御払代 (大谷岩屋堂山分)

†大坂相場、米 1石につき銀30目 ～31、

(月 未詳)17日 妙本寺上に「為 [

銀1,000枚。(山中家文書)

2匁。(三貨図彙)

]  信士」の銘のある一石宝医印塔あり。

8月 20日 龍源寺間歩上に「為月 [     ]」 の銘のある一石宝筐印塔、 (月 日未詳)石銀地区に「為  清富
念禅定門菩薩也」の銘のある一石宝筐印塔あり。

妙本寺上に「経為宗□ [   ](欠 損)」 の銘のある一石宝値印塔あり。

1628-1644年

(寛永 5-正保元年)

1645年 (正保 2年 ) 4月 1日 杉田又兵衛、石見国銀山の代官となり、京師に住まうという。(寛政重修諸家譜)

6月  <白根金山>青山庄左衛門が弥兵衛間歩を日前 3ヶ 月、運上金20匁で請けた。(青山家白根史蹟)

7月  <白根金山>青山庄左衛門は地蔵沢周平惣水抜普請の許可を得て、翌 8月 より稼行した。その目的は米代川
の端縁から切り入って、古間歩の排水を行うことであった。正保 4年 10月 には、そのうちの加賀七兵衛間歩の水抜
きに成功した。(青山家白根史蹟)

7月  <佐渡相川金銀山>御直山として樋25艘 を仕掛けて稼行されてきた割間歩も収支償わず、休山の危機に瀕し
ていた。休山となっては諸人が難儀するというので、奉行所から山主味方孫大夫 (味方但馬の子孫)に働きかけて、
自分山としての再興を試みさせた。味方の自分入用による樋 5艘を加えて都合32艘 とし、排水を行って稼行したと
ころ、この年 7月 より10月 当たり3,000～ 4,000荷 の産出があり、山主はもちろん相川市中も救われたという。 (佐

渡年代記)



西暦(年号 :中国 朝鮮)

1644年 ①(崇禎17年 )

③(順治元年)

③(仁祖22年 )

9月 11、 12日 長崎商館は丁銀50テ ール (500匁)の紙包一つにつき豆板銀 5マ ース (5匁)以上入れないよう京
都商人に要望。交渉の結果、丁銀50テ ール (500匁 )の紙包一つにつき豆板銀 5テ ール (50匁 )で合意。(オ ランダ

商館長国記)*

10月 27日  ヤハ ト船、スホイト銀 7万 5,000テ ール (750貫 目)、 2万 5,000テ ール (250貫 目)は別輸送にする。(バ

タヴィア城日誌)

10月  東京へ向けて商館員はスホイ ト銀135,000テ ール (1,350貫 目)積み出す。内122,400テ ール (1,224貫 目)は
来年用。(バ タヴィア城口誌)

11月 3日 北京において米 1斗が銀 3銭に当たる。(仁祖実録)

12月 12日  フロイト船デン・ザイエル 日本スホイト銀25,000テ ール (250貫 目)、 赤銅板19枚搬入する。(バ タヴィ
ア城口誌)

明朝、銀鉱を採掘させたが、採算合わず。 (明書)

本来、黄銭(京銭)70文 =銀 1銭、皮銭(地方銭)百文=銀 1銭であったが、この頃、京銭百文=銀 5分、皮銭百文=
銀 4分 になる。(続文献通考)

綿百斤の値段は銭 2千文=銀 5、 6銭。(閲世篇)

清初、銀の対銭比価を銀 1両 :銭 1,000文 とした。(清史稿)

清初、重さ 1銭の銅銭を鋳造し、銭 7文 =銀 1分 としたが、以降頻繁に変更し、銀の対銭比価は固定せず。 (清文
献通考 。皇朝政典類纂)

豆板銀は普通の丁銀の品質より100分の 2劣 る。(バ タヴィア城日誌)

タイオワン人は砂金目方17レ アル10分 の 7を買い入れ、鉄を交換に出す。鉄 1ピ コルに21お よび22カ ラットの砂金

目方 1レ アルを与えた。 (バ タヴィア城口誌)

1644年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 524,000.ト ンキン 160,000 シャム o.バ
タブィア 0 マラッカ 0 その他 0計  684,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1624-1644年

1628-1644年

① (崇禎年間)

賓「芝龍、日本との特殊関係で日本貿易を発展。(台湾通志)

崇禎年間、本来銀 1両 =銭 1,200文 という比価は 1両 =2,500文 に上がり、米 1石の価格は 1両から2、 3両 に上が

る。(閲世篇)

明国では銅銭を使う地域は銅不足のために全国の10分の2に も及ばない。 (春明夢余録)

1645年O(弘光元年)

①(順治 2年 )

1月 14日  フロイト船カペルレ、スホイト銀25,000テ ール (250貫目)搬入する。(バ タブィア城日誌)

1月 16日  ヤハ ト船ハーリンク・ ワーケンデ。ブーイ、日本スホイト銀 6万テール (600貫 目)搬入する。(バ タヴィ
ア城口誌)

1月 16日  フロイト船カペルレ、スホイト銀一切 (81箱 )、 不足分レアル貨1,000マ ルコ (1マ ルコは245グ ラム)

と報告する。(バ タヴィア城日誌)

3月 11日  クエル船デン・ハーゼウィント 黄金目方1,801テ ール9マ ース (18貫 19匁 )。 (バ タヴィア城国誌)

3月 11日  日本スホイト銀 (丁銀)100テ ール (1貫 目)は■5レ アルすなわち精良銀84テ ール6マ ース 8コ ンドリ
ン、 リクスダールデルまたはイスパニアのレアル貨100枚 は各73テ ールにあたるとの記述あり。(バ タヴィア城口誌)



西 暦 (年号 :日本)

1645年 (正保 2年 ) 石見銀山山役銀24貫67匁。(山中家文書)*

†大坂相場、米 1石 につき銀30目。 (三貨図彙)

<生野銀山>友松道半、川戸で二挺並びの樋立による排水を実施し大鉱を切り出す。殊に川戸のうちの池田屋所で、

一荷80～90匁、五郎兵衛所で50～ 60匁の銀鉱を採取した。(生野銀山旧記)

高野山過去帳に 5月 14国 「栃畑 為長野忠兵衛 老母建之」とあり。

12月 7日  <南部平栗金山>佐比内の内、平栗金山の試掘を、横町の三右衛門 (北村氏)が願い出て認められた。

国前は 3ヶ 月で、鉱脈に着けば、金体に応じ切取の日前を遣わすという条件であった。 (北村家文書)

石見銀山山役銀21貫735匁。(山 中家文書)*

1大坂相場、米 1石につき銀26匁～28匁。(三貨図彙)

キ1646-1662年、長崎に来航 した中国船は延べ641隻。(長崎実録大成)

キこの年、銭の対銀比価を銭10文 :銀 上分とする。 (長崎実録大成)

†オランダ船 5隻に銅4,16003ピ コルを輸出。 1ピコル=100斤。(通航一覧)

5月  妙本寺上に「為□□妙□□」の銘のある宝筐印塔あり。

1646年 (正保 3年 )

<佐渡相川金銀山>こ の年相川に大火災が起き、632戸が消失 した。これは当時の相川の家数1,700の 3分の 1を越

えた。 (佐渡年代記)

石見銀山山役銀20貫385匁。(山中家文書)*

1大坂相場、米 1石 につき銀24匁～36匁。(三貨図彙)

11601年 から1647年 までの間、日本から輸出された銀は7,480万両あまり。(本朝宝貨路用史略)

|オ ランダ船 4隻に銅4,62305ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1647年 (正保 4年 )



西暦(年号 :中国。朝鮮)

3月 11日  銀は清国良貨 1テ ールを71ス トイフェルに換算、レアル及びリクスダールデルは50ス トイフェル3ペ ニ

ング替、精良銀 1テ ールは68ス トイフェル12ペ ニングと定め、 1テ ールは1,100ペ ニング、 1マ ースは110ペ ニング、

また 1コ ンドリンは11ペ ニングとなるとの言己述あり。 (バ タヴィア城口誌)

3月 11日  精錬してソマ銀73テ ールすなわち精良銀100レ アルにするには、オランダのダールデル107個、リクスダー

ルデル105個 半、クロイスダールデル■4イ固10分 の 1、 イスパニアのレアル109個 16分 の15、 スホイト銀93テ ール 3

分の 1、 クローネンすなわち軽ダールデル126個 4分の 3必要との記述あり。(バ タヴィア城国誌)

清国、銭 7枚 を銀 1分に準じると規定され、その後銭価は高かったため、銭10枚 :銀 1分 と改定される。(清史稿・

清文献通考)

この頃、明朝の銭が通用しなくなり、銭価は千文につき銀 1銭 2分で、銅価にも及ばない。(閲世編)

清国、重さ 1銭の銅銭を 1銭 2分 に改定し、銭の対銀比価を銭 7文 i古銭14文 :銀 1分 とする。 (清文献通考・皇

朝掌故彙編)

清政府、商人の国本貿易を積極的に進める。(皇朝掌故睡編)

1645年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 615,000,ト ンキン 150,000 シャム 0.バ
タヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 765,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1645年①(弘光元年)

①(順治 2年 )

5月 清国では旧銭の価格は日増しに安くなるので、回収される。偽銀と含有量の低い銀の使用を禁止。 (清世祖

実録・清朝文献通考)

11月 15日  ほぼ銀のみに依拠 していた清国との交易は、その原価の高騰、日本とマニラとの交易の断絶によって損

害を受けたとの記述あり。(モ ンスーン文書)

清国では、米 1斗につき銭1,000文近くになる。(閲世編)

カルディンによる日本イエズス会の報告において、日本とマカオの交易が失われたことに起因して、日本管区 (マ

カオ)も また窮状に直面 していると報告される。この時点での日本管区の債務は40,000ス クード。(ARSI)*

1646年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 299,000.ト ンキン 130,000 シャム 30,000.

バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 459,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)

1646年度の日本銅の輸出量は424,246カ ティ、輸出額は103,067グ ルデン、単価は1ピ コルあたり8テ ール、 9テ ー

ル。(近世銅貿易の数量的考察)

1646年 ①(隆武元年)

①(紹武元年)

①(順

'台

3年 )

7月 民間における銅銭の使用を禁止。(清世祖実録)

7月  日本貿易をする清国商人、朝鮮に漂着する。(李朝実録)

9月 清国銅銭の使用を許可、対銀比価は銭10文対銀 1分 に規定。 (清世祖実録)

清国では、崇禎銭100文 =銀 1分、銭 1斤で 2分 5厘に相当。(続文献通考)

清国では、米 1石 につき銀 4両 とする。(閲世編)

清国、銀 1両 :銭 1,000文 として、銅銭の裏に1厘 という文字にする。(皇朝政典類纂)

1601年から1647年 までの間、日本から明・清国に輸出された銀は7,480万両あまり。 (本朝宝貨通路用史略)

1647年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 229,000 トンキン 130,000 シャム 30,000.

バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 389,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)

1647年度の日本銅の輸出量は532,305カ ティ、輸出額は135,017グ ルデン、単価は1ピ コルあたり92テ ール、 9テ ー

ル、 8テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1647年O(永暦元年)

O(1頂治 4年 )



西 暦 (年号 :日本)

1648年 (正保 5年 )

(慶安元年)

5月  <白根金山>指所左五兵衛 。津軽縫助が五枚九両山を普請し、鉱脈に当たった。これは以前から廃坑となっ
ていたものであった。(雑書)

石見銀山山役銀25貫392匁 9分。(山 中家文書)*

†大坂相場、米 1石につき銀26匁～30目。(三貨図彙)

|こ の年から明暦元年の 8年間に日本は中国へ銀41,046貫961匁 を輸出。オランダヘ銀39,986貫700匁 を輸出。 (通

航一覧)

高野山過去帳に 8月 28日 「石金本谷 鍋田半左衛門登山之時立之」とあり。

1644-1648年

(正保年間)

<白根金山>正保頃、青山庄左衛門が盛岡で借りた砂金 9匁の代として白根金 9匁 1分をもって返済 している。
(青山家系事蹟)

17世紀前半

1649年 (慶安 2年 ) 石見銀山山役銀37貫710匁。(山中家文書)*

<生野銀山>柏坪の再興をもくろみ、公銀300貫を投じて普請が行われた。(生野銀山旧記)

<佐渡相川金銀山>こ の年の上相川を除く相川の軒数は1,659軒、 lヶ 月の地子銀890匁。(佐渡四民風俗)

<備中小泉銅山>こ の年より5ヶ 年切り、運上銀1,500枚 で、大坂天野屋八右衛門が吉岡 。小泉両所を請負う。(住

友家文書)

キ大坂相場、米 1石 につき銀28匁 5分～30目前後。(三貨図彙)

†オランダ船 2隻の取引高は、輸出商品代銀775貫634匁、輸入銀 (丁銀・銀道具)5,340貫 300匁、長崎における経
費960貫 235匁の計7,076貫 169匁 。(通航一覧)

1唐船59隻の取引高は、輸出商品代銀4,422貫 560匁、銀 (丁銀・吹銀・銀道具)5,454貫 305匁、長崎での経費2,185

貫611匁の計12,062貫 406匁。(通航一覧)

†オランダ船 7隻 に銅3,055ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

高野山過去帳に 4月 8日「昆布山 水川六兵衛為父立之」とあり。

1月 24日 妙本寺上に「経 宗妙霊Jの銘のある一石宝筐印塔、龍昌寺に「奉為□月妙□禅定尼□」の銘のある組
み合わせ宝使印塔あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1648年◎(永暦 2年 )

◎91煩治 5年 )

3月 18日  日本とマニラの交易は閉ざされ、銀を獲得するシナの国庫にも限りが見られると記述あり。(モ ンスー

ン文書)

3月 30日  フロイト船ベルクハウト、中国スホイト金目方8,068テ ール 2匁を積載する。(バ タヴィア城口誌)

3月 京都での自糸価格は、100斤当たり銀200目 。同年冬には100斤当たり10貫 目以上。さらに1ケ 月後には15貫

160匁。(長崎オランダ商館の日記)

4月 23日  フロイト船ベルクハウト、ヘクローンデ 。リーフデは、日本スホイト銀15,000テ ールよりなり、遅羅に

おいて日本向け商品を積み、なるべく早く長崎に向かうことを命じたとの記述あり。(バ タヴィア城日誌)

4月 29日  フロイト船パシエンシー、現金699,198グ ルデン6ス トイフェル 4ペ ニング、錫91,524ポ ンドを積載す

る。(バ タブィア城国誌)

6月 19日  フロイト船サンダイク、日本スホイト銀を積載する。(バ タヴィア城日誌)

7月 15日  フロイト船クー、マースラント、現金12万 グルデンを積載する。(バ タヴィア城国誌)

12月 8日 唐船17隻が水銀250斤、中国金重さ131匁、水銀250斤を輸入。(オ ランダ商館口記)

江戸での白糸価格は100斤あたり銀16貫 目。(長崎オランダ商館の日記)

広東では銭の対銀比価は銭2,286文 :銀 1両。(乾隆南海県志 。道光南海県志・乾隆普寧県志)

1648年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 380,000.ト ンキン 130,000 シャム 0。 バ

タブィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 510,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1648年度の日本銅の輸出量は 0カ ティ、輸出額は 0グルデン。 (近世銅貿易の数量的考察)

17世紀前半 オランダ人が中国シルクを日本に輸入して得た利潤はポルトガル人と同じく約100%。 (荷蘭商館日記)

明末、銀の対金比価は明初の 1=4、 5であったものが、 1=10～ 13に なる。 (口 知録)

1649年①(永暦3年 )

OCll阪 治6年 )

11月 5日 唐船50隻 が水銀500斤、中国金重さ700匁を輸入。 (長崎オランダ商館の日記)

清国では、豊作で川珠米 1石につき銀 9銭、 8月 の大豆の価格は 1石につき銀 3両 5銭 となるが、冬には 1両 8銭

で、およそ米価の倍に当たる。 (閲世編)

清国各省では輸入外国銀貨が流行。(天下郡国利病書)

1649年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 200,000.ト ンキン 100,000 シャム 70000。
バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 370,000(テ ール評価)。 (オ ラング東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)

1649年度の日本銅の輸出量は305,500カ ティ、輸出額は100,998グ ルデン、単価は1ピ コルあたり■ 6テ ール。(近世

銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

1650年 (慶安 3年 ) 2月  <自根金山>白根の山師で鍛冶の久七方に止宿している長左衛門がキリシタンであるとして訴えられた。逃
亡したが長左衛門は秋田領十二所で捕えられて南部の役人に引き渡された。その後、長左衛門は江戸へ送られたが、
慶安 5年 7月 には「転んだJと 見られて放免された上、希望によって白根金山に居住を許され、二人扶持を給与さ
れた。(雑書)

3月 17日  <南部赤沢金山>横町の三右衛門が佐比内や赤沢の金山試掘を出願した。 (北村家文書)

石見銀山山役銀30貫455匁 3分。 (山中家文書)*

†大坂相場、米 1石につき銀38匁～40目 。(三貨図彙)

†オランダ船7隻に銅3,195ピ コルを輸出。1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

高野山過去帳に 7月 20口「栃畑 長野二郎兵衛タメ三嶋中右衛門建之」とあり。

1651年 (慶安 4年 ) 10月  <白根金山>青山庄左衛門は寛永14年 5月 に根田四枚山惣大水抜普請に着手 したが、この年10月 に疏水坑廊
下の右側に横番を掘り金体に切りつけた。 1荷につき金 1分 3厘で切取日前30日 を与えられた。切取日前の後には

据分山となった。 (青山家白根史蹟)

石見銀山山役銀31貫 950目 。(山 中家文書)*

<佐渡相川金銀山>佐渡奉行伊丹康勝により出方不振の間歩の稼行の中止が命じられた。(佐渡年代記)

1大坂相場、米 1石につき銀30匁～36匁。(三貨図彙)

†台湾への日本銀の輸出額は約55万 グルデン (1641年の約10分 の 1)。

|オ ラング船 8隻に銅4,400ピ コルを輸出。1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

1648-1651年

(慶安年間)

3月 15日  妙本寺上に「為心誉月休□□  (欠損)Jの銘のある一石宝筐印塔あり。

17世紀中頃

1652年 (慶安 5年 )

(承応元年)

石見銀山山役銀16貫 802匁 6分。(山中家文書)*

<佐渡相川金銀山>上相川の家数513軒、その lヶ 月分の地子銀は160匁。 (佐渡四民風俗)

<佐渡相川金銀山>寛永13年、同18年、慶安 2年、この年と立て続けに洪水が起き、相川の町と金銀山が甚大な被

害を受けた。この一連の水害は、山を鉱山開発に伴って切り崩したり木を大量に伐採したことにも一因があると考
えられている。(佐渡年代記)



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1650年O(永暦 4年 )

◎ (Л頂治 7年 )

3月 8日 津州船が金40匁を輸入。(東インド到着文書)

11月 8日 舟山船が中国金を130匁輸入。(東インド到着文書)

清国では、 2月 には米 1石につき銀 1両、大豆 1石につき銀 2両 とするが、 9月 には新米 1石につき銀 2両、大豆

1石につき1両 5銭。(閲世編)

棗[成功、日本等の国との貿易で巨大な富を得る。(閲世編)

唐船は長崎から丁銀、吹銀、銀道具12,121貫 241匁を持ち帰る。(長崎オランダ商館の日記)

1650年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 242,000.ト ンキン 70,000 シャム 40000.
バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 352,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)

1650年度の日本銅の輸出量は319,500カ ティ、輸出額は105,626グ ルデン、単価は1ピ コルあたり■ 6テ ール。(近世

銅貿易の数量的考察)

1651年③(永暦 5年 )

①(順治 8年 )

1月 27日 清国、銭銀の比価は銭140文 =銀 1銭 となった。 (清代棺案史料叢編)

5月 3日 舟山船が金を重さ213匁輸入。(長崎オランダ商館の日記)

9月 3日 舟山船が金を重さ70匁輸入。(東 インド到着文書)

12月  鄭成功、日本貿易を行い、軍用物資を購入する。(台湾外紀)

清国では、順治銭が鋳造され、1,000文 につき銀 1両 と規定されたが、流通 し難く、この年、銭1,000文 は銀 4銭 8

分にあたる。その後銭価は増加するも、銀 5、 6銭にあたるのみ。 (閲世編)

清国、銅銭の重さを 1銭 2分 5厘 に改定し、銭の対銀比価をやはり銭100文 :銀 1銭 とする。 2年後、銅銭の裏に

1厘 という文字を入れる。(清朝文献通考)

清国では、米と大豆 1石の価格、 3月 に米は銀 3両 4銭、大豆は銀 1両 5銭、 4月 に米は銀 4両、大豆は銀 1両 2

銭、 6月 に米は約銀 5両、大豆は銀 1両 6銭 とするが、 7月 には大豆の価格は急騰し、 1石につき銀 3両 2銭で、

新米の価格に相当。(閲世編)

1651年度のオラング東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 360,000.ト ンキン 100,000 シャム 0.バ
タヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 460,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1651年度の日本銅の輸出量は710,000カ ティ、輸出額は219,022グ ルデン、単価は1ピ コルあたり■テール、105テ ー

ル。(近世銅貿易の数量的考察)

1648-1651年

17世紀中頃 この頃か、外国の商船、マカオに来て貿易品の10分の2を貿易税として収めた後貿易が許可される。上陸して居住

するもの 1万人になる。(天下郡国利病書)

清の前期、銅銭の市場価格は安定しており、銀 1両 =銭700～900文。 (清実録 。清朝文献通考 。大清会典事例)

明末清初、日本と明 。清国間の生糸価格の差により、生糸貿易は日本では平均にして元値の 3倍、ルソンの倍であ

る。(小方壷興地叢鋤 。長崎荷蘭商館日記・春明夢余録)

1652年①(永暦 6年 )

①(順治 9年 )

7月 11日  清国、銭銀比価は銭1600文 =銀 1両 となった。(清代棺案史料叢編)

7月 27日  タシスワ知事から毎日銭200文を与えられる。 2ヶ 月後反門で王は1レ アルを与えた。そしてバタヴィ
アに銅100ピ コルを積んだ。(バ タヴィア城国誌)

9月  日本貿易の清国商人、朝鮮に漂着し、送還される。(清世祖実録)



西 暦 (年号 :日斡

1652FF(慶安5年 )

(承応元年)

1大坂相場、米 1石につ―き銀欝匁前後。(三賞図彙)

'オ

ランダ船e隻に銅3,000ビ ョルを鱒
―
出。1ビコルと100斤。(通航一動

龍昌寺に「00董1予Jの銘のある一石五輪塔あ帆 12月 1日 妙正寺に「OO院 [     ]居士・□○院 [

]居士」の銘のある円頂方形型墓懐あり。

1653年(承応 2年) 石見銀山1山役銀21貫的鋏n分。(山中家文書)・

<佐渡相川金銀山>割間歩では排水の|た めの樋引きの経費増大が深刻であった。山主味方次助|は奉行に申し立て、

大坂の水学宗市なるものを再び呼び寄せ、水上輪の実験を1行うたoその結果、味方は間歩への設置を計画し、江戸
へ出て資金調達をは|か ったという。(佐渡年代記)

1大坂相場、米1石につ|き銀鉛匁前後。(三貸図鋤―

|オ ランダ船も隻に銅0,023魏 ど●ルを輸出を 1ビコル=100F。 (通航一動

1654隠応Bり 2月 ,日 間歩の境目等に関する御山作法定まる。(吉岡家文書)

む月 く白根釜山>六熱兵衛・左次兵衛Iの二名が、本平本政間歩下め大疏水坑音請に従事しユ700日余りで排水に
成力もこの普請は六枚間1歩の下方より掘って、本平にある多数の古間歩の排水を企1園したものである.9剪 リーあてた
1釜体1よ 1荷 (吹 1つ分の鉱石=ふつう5～ G貫目)につき金2分 0厘で切取1日 は60日 を許可されたるO維書)

石見銀山山役銀知賞767421九 (山中家文書)*



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1652年O(永暦 6年 )

O(順治 9年 )

長崎商館長ステルミウス、本国重役会に「 日本は会社の陸地貿易と東インドにおける利潤の最後の支え」と報告。

(新十日インド訂り

清国では、米 1石 につき夏には銀 4両 としたが、秋には2両 5、 6銭 とした。その後次第に米安価になる。(閲世編)

清国では、銅銭千文=銀 4銭 8分。(閲世篇)

バタヴィアで受取られた出島からの銀の輸出額134,943グ ルデン。(バ タヴィア元帳)

オランダは対日貿易で1,030,856グ ルデン分を輸入し、1,664,258グ ルデン分を輸出。純益は、657,197グルデン。雑

費は76,309グ ルデン。 (十七世紀口蘭交渉史)

1652年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 250,000.ト ンキン 230,000 シャム 25,000
バタヴィア 0 マラッカ 0 その他 0 計 505,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本
銀輸出の数量的考察)

1652年度の日本銅の輸出量は450,000カ ティ、輸出額は135,375グ ルデン、単価は1ピ コルあたり11テ ール、10テ ー

ル。(近世銅貿易の数量的考察)

1653年①(永暦 7年 )

①(順治10年 )

③(孝宗 4年 )

2月 2日  対ヽジャンク船、 日本1同 25ピ コル。(バ タヴィア城国誌)

2月 24日 大ワンカン船、日本銅多量。(バ タブィア城日誌)

5月 9日  ポルトガル人がマカオに居住する際、古来明・清国人に租税を納め、今日までに毎年純銀3,000テ ール。

(バ タブィア城国誌)

6月 朝鮮において公貿易で戸曹が購入し、他司に送った銅 。鑢は、銀5,000両 にあたると記述あり。(孝宗実録)

7月 30日 大泥船が銀1,033匁 2分、金530匁、錫65包を輸入。 (中国ジャンク船により長崎に運ばれた商品の目録)

7月 統一銅銭を鋳造し、銭1,000文 =銀 1両 にする。(清世祖実録)

9月 17日  長崎から輸出のスホイト銀 (箱詰め)不足を発見。 (長崎オランダ商館の日記)

10月 3日 長崎商館はタイオワンとベンガルで発見の箱詰めスホイト銀の重量不足に対し賠償を要求。 2年前に長

崎商館で銀の代りに鉛500匁を詰めた詐欺事件あり。昨年、堺商人が鉛製の贋造スホイト銀を長崎商館に持ち込む

詐欺未遂あり。(長崎オランダ商館の日記)*

10月 29日 唐船40+α 隻が錫17,320斤 、赤銅9,220斤、中国金重さ200匁を輸入。(東 インド到着文書)

清国福建の人柊国器、海外貿易の解禁を訴える。(明清史料)

清国では、銭千文を銀 1両 に準じると規定される。(清史稿)

1653年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 581,000,ト ンキン 0 シャム 0。 バタヴィ
ア 0 マラッカ 0 その他 0 計 581,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀輸出の

数量的考察)

1653年度の日本銅の輸出量は302,398カ ティ、輸出額は88,763グ ルデン、単価は1ピ コルあたり103テ ール。 (近世

銅貿易の数量的考察)

1654年 8月 18日  遅羅船が錫を27,500斤 、泉州船が赤銅を170斤、東京船が中国金を100本 輸入。(東インド到着文書)

1654年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 344,000 トンキン 0 シャム 0.バ タブィ
ア 0 マラッカ 0 その他 0 計 344,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀輸出の

数量的考察)

1654年度の日本銅の輸出量は330,000カ ティ、輸出額は98,581グ ルデン、単価は1ピ コルあたり105テ ール、103テ ー

ル。(近世銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

1654年 (承応 3年 ) <生野銀山>河瀬助左衛門なるものが内切所で大鉱に当たり、毎月2,000荷 を掘った。(生野銀山旧記)

†大坂相場、米 1石 につき銀86匁～43匁。 (三貨図彙)

|オ ラング船 4隻に銅3,300ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

2月 26日 妙正寺に「○○尼Jの銘のある一石宝佐印塔、 9月 石銀地区 一石五輪塔あり。

1655年 (承応 4年 )

(明暦元年)

2月 16日  <朴金山>横町の三右衛門 (北村氏)が、湛水のために廃棄されていた平右衛門掘捨間歩の水抜普請を

願い出、許可された。切取の日前は金体に応じて取決められ、 5厘、7厘程度の道草 (予期せぬ鉱脈)は普請入用
として与えられる。(北村家文書)

石見銀山山役銀10貫 395匁。 (山中家文書)*

<備中小泉銅山>明暦元年より3年切り、運上銀360枚で、堺納屋治右衛門が吉岡・小泉両所を請負う。(住友家文書)

1大坂相場、米 1石 につき銀29匁～40目。 (三貨図彙)

†オランダ船 4隻に銅3,213ピ コルを輸出① lピ コル=100斤。 (通航一覧)

高野山過去帳に 9月 9日「昆布山 為母松原三右衛門立之Jと あり。

3月 8日 石銀地区に「□霊誉妙善尼」の銘のある一石宝値印塔あり。

1656年 (明暦 2年 ) 8月  <白根金山>2代目青山庄左衛門は、水抜普請に着手し、 3代昌久の代になって完成した。 (雑書・青山家

白根史蹟)

石見銀山山役銀20貫127匁。 (山中家文書)*

<佐渡相川金銀山>佐渡金銀山からの江戸上納銀が1,000貫 を割った。(佐渡年代記)

この年から1672年 までに日本は清国へ銀1,379,838貫 763匁を輸出。オランダヘ銀64,093貫 27匁を輸出。 (通航一覧)

†オランダ船 8隻に銅8,893ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1657年 (明暦 3年 ) 8月  <飛騨平湯鉱山>平湯村の百姓久左衛門が露頭を発見し、平湯鉛山の開発が始まる。この時、大坂の角兵衛

が稼行し、 1国 に鉱石 5斗 8升を製錬 したが出銀は20匁 ほどであったという。 (飛解国中案内)

石見銀山山役銀10貫 ■匁 2分。(山中家文書)*

|オ ランダ船 9隻 に銅14,100ピ コルを輸出。1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

高野山過去帳に正月 1日 「昆布山 岩皆伊兵衛父ノ為」とあり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮)

1655年③(永暦 9年 )

③(順治12年)

③(孝宗 6年 )

12月  朝鮮において行銭法を改定し、銀 1両は600文、米 1升は銭 4文、銀 1両 は米 1石 と比価を定める。(孝宗実

録)

貧[成功と交通する密貿易者を多数筆捕。(明清史料)

賓[成功五大商人の一人である曾定老、貧卜氏から資本をもらい、日本貿易を行う。(明清史料)

1655年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 405,000.ト ンキン 0 シャム 0 バタヴィ

ア 0 マラッカ 0 その他 0 計 405,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀輸出の

数量的考察)

1655年度の日本銅の輸出量は411,300カ ティ、輸出額は128,910グ ルデン、単価は 1ピ コルあたり■ 1テ ール、109

テール。(近世銅貿易の数量的考察)

1656年 ①(永暦10年)

①(順治13年 )

6月 16日  清国の順治帝、海禁令を発布し、沿海民と鄭成功との交通を厳禁する。(明清史料)

10月 16日 オランダ東インド会社、初めて長崎から直接バタヴィアヘ日本銀を輸出 (輸 出量770貫 )。 営廃″確)*

1656年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 460,000。 トンキン 50,000 シャム 0.バタ

ヴィア 77,000 マラッカ 0 その他 0 計 587,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本

銀輸出の数量的考察)

1656年度の日本銅の輸出量は889,300カ ティ、輸出額は291,645グ ルデン、単価は1ピ コルあたり■ 4テ ール。(近世

銅貿易の数量的考察)

1657年◎(永暦■年)

◎(順治14年 )

2月 18日  ジャンク船、銅550ピ コル、スホイト金10枚 を搬入する。 (バ タブィア城日誌)

3月 1日 唐船47隻が錫20,960斤 、東京銀10斤 を輸入。(東インド到着文書)

7月 8日 唐船が東京銀10斤、錫20,960斤 を輸入。(東 インド到着文書)

7月 貧Б成功、日本等の国との貿易により、軍事力を維持する。 (台湾外紀)

9月 清国の順治帝、私鋳銭の氾濫を止めるため鋳銭統一を計画。(清世祖実録)

11月  清国、米 1石につき銀 8銭。 6、 7銭のところもある。この月、米と大豆の価格はほぼ同じで、 1石につき

銀 8銭。(閲世編)

11月 23日  日本よリバタヴィアに来たフロイト船デン・ユリセスおよびヤハ ト船クーケルケの積荷は、日本スホイ

ト銀100,000テ ール、精製悼銅510,000ポ ンドとの記述あり。(バ タブィア城口誌)

12月 14日  ヤハ ト船ヘルキュレス、ブルーメンダール、デ・ワハテルの積荷は日本の樟銅、中国の銀塊 7万グルデ

ン。(バ タヴィア城日誌)

清国、銅銭の重さを 1銭 4分 に改定する。(清朝文献通考)

1657年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 233,000.ト ンキン 0 シャム 0。 バタヴィ

ア 100,000 マラッカ 0 その他 0 計 333,000(テ ール評価)。 (オ ラング東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1657年度の日本銅の輸出量は1,410,100カ ティ、輸出額は462,726グルデン、単価は1ピ コルあたり114テ ール。 (近

世銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

1655-1657年
(明暦年間)

7月 8口 龍源寺間歩上に「経 心清妙月尼 (ベ ンガラ)Jの 銘のある一石宝筐印塔あり。

1658年 (万治元年) 12月 7日  <朴金山>朴金山六千枚丹波弥十郎台所間歩 1口 の稼行が、水抜間歩の他新見立諸役を含めて、日前 5

ヶ月、運上金 5匁 という条件で三平・弥十郎に許可された。(日 本鉱山史の研究・北村家文書)

石見銀山山役銀10貫 848匁 7分。(山 中家文書)*

<備中小泉銅山>こ の年より8年切り、運上銀1,600枚 で、大坂平野屋清右衛門 。浜田屋庄兵衛が、吉岡・小泉両

所を請負う。ところが、小泉は万治元年以後、事実上は中絶のままであった。(住友家文書)

1大坂相場、米 1石 につき銀48匁～53匁。(三貨図彙)

|オ ランダ船10隻 に銅12,100ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

6月 7日 龍源寺間歩上 「経  知清」の銘のある一石五輪塔あり。

1659年 (万治 2年 ) 2月  <南部釜ヶ沢金山>佐比内の助九郎が釜ヶ沢金山の与七郎掘捨間歩一口の水抜普請を請けた。 (雑書)

17月 14日  長臆において銭を鋳造することを許可する (外国互市の用に供すため)。 (徳川実記)

石見銀山山役銀 6貫 210匁。(山中家文書)*

1大坂相場、米 1石につき銀54匁～55、 6匁。(三貨図彙)

|オ ランダ船 8隻に銅8,24425ピ コルを輸出。1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1642-1660年

(寛永19-万治 3年 )

3月 11日  杉田又兵衛、尾道他諸役浦泊の町奉行に、石州運上銀輸送について警護方を依頼する。(石見国銀山文

書)*

3月 17日  杉田又兵衛より、石州銀の京都銀座到着の報告あり。(石見国銀山文書)*

5月 29日 杉田又兵衛、長野源左衛門等地役人に、灰吹銀が丁銀となりそうなので、目相時分大坂へ納め、手形を

取るよう指示する。(長野家文書)*

杉田又兵衛、銀吹炭古来より炭30貫 目 1駄につき判銀 6匁宛役銀を取立てていたのを改め、汲鉛と一緒に請切に申

し付ける。(山中家文書)

杉田又兵衛 (寛永19～万治 3年 )、 従来汲鉛役を大床にて汲み上げた鉛10貫 目につき700目 宛鉛を取っていたのを改

め、鉛吹、炭役共にlヶ 年を判銀29貫 目の請切に申し付ける。 (山中家文書)

杉田又兵衛支配中、山衰微のため大林村の諸色通役を請役とし、平均をもって定役を極め庄屋の取立てにより上納

に改める。また、回屋を引き上げる代りに庄屋から荷物通役を掛け、不足の年は地下より徴収するようになる。

(山 中家文書)

1660年 (万治 3年 ) 2月  <生野銀山>奥銀谷町の吹屋より出火、西は山の神より東は竹野原村まで罹災し、樋引・日雇2,000～ 3,000

人を収容した多くの長屋も焼失。職人が退散した。(生野銀山旧記)

3月  <多田銀銅山>銀山町津慶吉兵衛が、前年出願 していた多田の大口間歩の普請を始めた。この間歩は慶安、

承応の頃大坂の米屋弥左衛門が稼行していた旧坑の取明け普請であった。翌寛文元年10月 に銀山奉行中村杢右衛門

が赴任し、銀山役所が建てられ、川辺、能勢、豊島郡の内銀銅山のある72ヶ 村が銀山附とされた。最盛期には lヶ

年銀1,500貫 目、銅70斤を産し、諸運上銀660日 に達 し、銀山町の家数は3,000軒 に及んだという。 (多 田銀銅山来歴

申伝略記)



西暦(年号 :中国 朝鮮) 外海

1655-1657年

1658至F 3月 24日 安海船が中国銀 1箱輸入。 (東 インド到着文書)

この年マニラ港に入港 した日本発の船舶は1隻。(La r功 ,ザ秒 ,〃盗 ?r tt P,効彎ク¢冴?S rbzr,?″奮)

1658年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 470,000.ト ンキン 0 シャム 0 バタヴィ

ア 83,500 マラッカ 0 その他 0 計 553,500(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀輸

出の数量的考察)

1658年度の日本銅の輸出量は1,300,000カ ティ、輸出額は427,826グルデン、単価は1ピ コルあたり114テ ール。(近

世銅貿易の数量的考察)

1659年O(永暦13年 )

◎(順治16年 )

3月 清国、米価は高くなり、この月、米と大豆の価格は同じで、 1石につき銀 2両。(閲世編)

5月 14日  トンキンの銀は日本のテールの80%に相当。(総督ヨアン・マーツァイケルよリトンキン商館宛覚書)

12月 1日  フロイト船デ・ フォーヘルザングは日本においてスホイト銀25,000テ ール、日本悼銅1,500ピ コル、丸

銅200ピ コルを積み込み、バタヴィアに来航したとの記述あり。(バ タヴィア城国誌)

12月 11日  フロイト船ヒルフェルスムは、日本スホイト銀18,000テ ールを積みバタヴィアヘ来航、日本の商館長だっ

たザハリヤス・ ワーヘナールが乗船していたとの記述あり。(バ タヴィア城口誌)

オランダ商館が小判100両 を持ち渡る。(十七世紀日蘭交渉史)

1659年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 500,000 トンキン 0 シャム 25000.バ
タヴィア 43700 マラッカ 0 その他 0 計 568700(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日

本銀輸出の数量的考察)

1659年度の日本銅の輸出量は824,425カ ティ、輸出額は284,710グ ルデン、単価は1ピ コルあたり12テ ール、115テ ー

ル、98テ ール。 (近世銅貿易の数量的考察)

1642-1660年

1660年 ③(永暦14年 )

①(順治17年)

10月 24日  オランダ東インド会社、初めて長崎から直接マラッカヘ日本銀を輸出 (輸出量2,400貫 )。 (F2θttrry)*

11月 9日 清国の王吉甫等32人、海禁を犯して生糸等を長崎へ持っていき、銀や海産品等を持ち帰る。(明清史料)*

長崎貿易をする船主、船商の売上金から5分の 1の銀を運賃として徴収する。(明清史料)

ベンガルは生糸を輸出、日本の小判を輸入し利益大。日本とベンガル間がオランダ東インド会社の重要な貿易ルー

トとなる。 (十七世紀日蘭交渉史)



西 暦 (年号 :日本)

1660年 (万治 3年 ) 8月 8日  <朴金山>朴沢の与右衛門が、本朴沢川下・小豆沢落合より下館前までの砂金採取を許可された。南部
藩では、農民が農閑期に営む砂金採取は、「定番」といって年季は限らず、 lヶ 年の運上高を決めて免許 した。こ
こでは、杓子 (砂金取りの道具、柄が 4尺 ほど)2丁分、当年中の川杭の運上金 1匁 2分 という条件であった。
(北村家文書)

10月  <朴金山>一戸のあざみだけ金山が、日前 5ヶ 月、運上金 3匁で田野村二十郎等に請負われたが、これはあ
ざみだけの渓流で採金したので、定番に支障ありとして留山となった。(雑書)

石見銀山山役銀11貫815匁。(山 中家文書)*

<芹 ヶ野金山>芹 ヶ野金山の試掘が鹿児島藩より命じられた。(芹 ヶ野金山発起始終覚書)

1大坂相場、米 1石につき銀69匁 5厘～70目以上。(三貨図彙)

|オ ラング船5隻に銅11,39935ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1661年 (万治 4年 )

(寛文元年)

8月 3日  山高孫兵衛、銀山支配のため大森へ下向す。(観聴随筆)

9月 29日  <飛騨蔵柱金山>蔵柱御台所間歩の普請が、金森氏の代官と思われる斎藤新左衛門他 4名 の名で許可さ
れた。 (谷 口家文書)

山高孫兵衛が銀山奉行となる。(山中家文書)

石見銀山山役銀14貫703匁 1分。(山 中家文書)*

奉行山高孫兵衛支配中 (寛文元～10年 )、 山衰微により津茂村の山役が請銀平均をもってlヶ 年52匁 8分 9厘の定請
となり、庄屋の取立により上納するようになる。 (山中家文書)

奉行山高孫兵衛支配中、銅ヶ丸銅山衰微により従来山役、炭山役共に山請に組込んで上納していたものを改め、そ
の請銀平均をもって定役を極め、山師から上納するようになる。(山 中家文書)

山高孫兵衛支配中、大谷 。休谷の両口屋が廃止される。(山 中家文書)

<生野銀山>前年の火災の影響もあり、寛文元年に金木・川戸の稼行中止。(生野銀山旧記)

1大坂相場、米 1石 につき銀51、 2匁。 (三貨図彙)

イオランダ船11隻 に銅15,195ピ コルを輸出① lピ コル=100斤。(通航一覧)



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1660年○(永暦14年)

①(順治17年 )

1660年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 50,000,ト ンキン 0 シャム 0.バ タブィ

ア 132,000 マラッカ 240,000 その他 0 計 422,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による

日本銀輸出の数量的考察)

1660年度の日本銅の輸出量は1,139,935カ ティ、輸出額は387,684グルデン、単価は 1ピ コルあたり118テ ール、■

テール。 (近世銅貿易の数量的考察)

1661年O(永暦15年 )

①(順治18年)

③(顕宗 2年 )

1月 9日  ヤハ ト船デル・ フェールは 日本スホイト銀50,000テ ールを積み、タイオワンより遅羅経由バタヴィア

に到着。この銀はオーヤセカラットと称する国王の造幣長官の許にて交換し、遅羅貨幣1,208カ ティ1テ ール11マ ー

スを受取るとの記述あり。 (バ タブィア城日誌)

1月 24日  フロイト船デ・ スプレーウ、日本よリマラッカ経由ベンガラに到着。同時にヤハ ト船ホールンもマラッ
カより到着。両船には日本スホイト銀200箱、日本の悼銅650箱ならびに333本、錫369ポ ンド、および鉛20,096カ ティ

を積載との記述あり。 (バ タヴィア城国誌)

1月 30日  ジャンク船アルクマールがスホイト金40枚、金糸10函 と書いた1660年 12月 10日 付書翰を持っていた。

(バ タヴィア城口誌)

1月 朝鮮において、米価騰貴し米 1石が銀 2両あまりに当たる。(顕宗改修実録)

4月 12日  ヤハ ト船デル・ フェールの積荷日本スホイト銀 5万 テール。この銀は遅羅貨幣1,208カ ティ1テ ール11

マースに交換。(1カ ティを20テ ール、 1テ ールを16マ ース、 1マ ースを17ス トイフェル半と計算)144,970グ ルデ
ン2ス トイフェル8ペ ニングとなる。(バ タヴィア城口誌)

4月 12日  フロイト船デ・ スプレーウ、ヤハ ト船ホールンの積荷両船で日本スホイト銀200箱、日本の禅銅650箱な

らびに銅333本、錫369ポ ンド、鉛20,096カ ティ。(バ タヴィア城口誌)

5月 28日  銅の買入れは日本・バタヴィアよりもインド地方を主として行うよう指令が下る。フロイト船バイエン

スケルケ、フーレー、ジーメルメールの積荷鉛板5,226ポ ンド、金銀モール2つ。貿易では青銅ピコル (百斤)に
粗銅よりも2、 3マ ース (匁)な いし4マ ース多く与えても良い。(バ タヴィア城口誌)

7月 5日  フロイト船フォルレンホーフェは錫4,200カ ティを積み、逼羅を出帆、日本よりは銀60,000テ ールの注

文ありとの記述あり。(バ タヴィア城国誌)

7月 19日  オランダが日本に注文した品は、スラット向けに精製樟銅450,000ポ ンド、ウインギュラ向けに樟銅15,000

ポンド、本国向けに精製樟銅800,000ポ ンド、バタヴィア向けに精製樟銅400,000ポ ンドないし500,000ポ ンド、日本
のスホイト銀100,000テ ール、本国のため注文したものは、輸送ヤハ ト船ス・ ホラーフェランデおよびジーメルメー

ル、これを積んでバタブィアヘ帰航する計画あり。(バ タヴィア城口誌)

10月 21国  会社によるタイオヮンヘの最後の日本銀輸出 (輸 出量600貫 )。 (F♭物″)

10月  清国、米 1石につき10月 には銀 1両 5銭、11月 には銀 2両。 (閲世編)

11月 11日  フロイト船バイエンスケルケの積荷日本スホイト銀100,000テ ール、樟銅360,000カ ティ、フロイト船フー

レー スホイト銀100,000テ ール、樟銅100,000カ ティ、フロイト船へ ,ノ トヘルト スホイト銀100,000テ ール、樟銅

80,000カ ティ、フロイト船ニーウポールト スホイト銀100,000テ ール、樟銅168,900カ ティ、合計スホイト銀400,000

テール、樟銅708,900カ ティ。(バ タヴィア城国誌)

12月 18日  清国では海禁が行われても、鄭成功との交通は絶えないため、この時、さらに厳 しい海禁令を発布。

(明清史料)

12月 19日  ヘンドリック・ インダイク、フロイト船フォルレンホーフェでスホイト銀17,000テ ール、樟銅200,000

カティを積み、日本より到着との記述あり。(バ タブィア城日誌)



菌 暦 (年号 :野村 国 内

1661年切 治 4 4FJ

髄 文元年)

16624饒支ワ→ 石見銀山山役銀10H597匁 S分。(中中家文書メ

|ォ アンダ船8簑に銅le,600ピ ゴルを輸跳 1ピコル=loOF。 鰤 ■覧)

0月 21日 1妙正寺に
「 為①①OO割喧」の銘0.あ る笠付方柱型墓標あり,

16634(寛文3年) <佐渡相川金銀山>排本1聞題が深刻となつてい剖 間歩の稼行が前年差し止められたた.め、多人数が渡世を失い、
餓死すな者は3,000～ 4000人に及んだという。(体渡年代諭

石見銀山山役蜘 匁5分。(h中家文書)=

1大坂相場、米1石につき銀駐4-酪匁。に貨図勲

†1863～ 16解年ヽ 長崎に来た中1国船は延べe黎隻、その大部分は台湾船。優 崎実録大成)

十唐atk29綾 熱 、537ビコル、オラング船な艘に鏑お,362ピ ,ィレを輸出,1どコ″=-100斤。鰤 ■驚,

9未詳)1日 妙本寺上に一石宝筐印塔あう。

16644儀文 4崎 石見銀山山役銀10H210匁 θ丸 .(山中家文書)r

十この年から0年間の]本からき勝 の金翰tBald597,102n4歩

`(通
航工動

十日本は、申目に対と金470両を1両に付き鉛匁で輸出。オランダに金醐0両を1両につき銀鶴匁替で輸出。(通航
一驚)

キ唐船弱艘に鋼12,498恵だ■ィル、ォランダ船電艘1輛24,195ビコルを輸跳 1ピョル■10針乱――鱒 1航す.動―

速月27日 龍源寺聞歩上―に「経 月性院目成Jの銘のある一石妻饉印塔(11月 122日 妙本寺上に「法雄回口|□Jの
銘のあな■石宝盤印塔あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1661年O(永暦15年 )

O(順治18年 )

⑨(顕宗 2年 )

12月 19日  オランダ東インド会社インド参事会が、銅の買い入れはインド地方を主として行うよう指示したとの記
述あり。(バ タブィア城日誌)

清国では、新米 1石につき銀 1両 3銭で、大豆は 1石につき8銭だけ。冬になると米価は銀 2両、大豆は1石 につ

き銀 1両 33銭。(閲世編)

清国海禁の結果、鄭成功、海外貿易を独占し、それにより財政難がなく、利益を得る。(偽套Б逸事)

清国商人30数人、それぞれ絹織物、生糸等の商品を購入し、合同で長崎貿易を行う。 (明清史料)

1661年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 60,000,ト ンキン 0 シャム 0.バ タヴィ
ア 76,448 マラッカ 400,000 その他 0 計 536,448(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日

本銀輸出の数量的考察)

1661年度の日本銅の輸出量は1,599,500カ ティ、輸出額は546,668グルデン、単価は1ピ コルあたり118テ ール。 (近

世銅貿易の数量的考察)

1662年O(康熙元年) 1月  この時中国では、米 1石につき銀 2両 1銭。その後米価は次第に安くなる。(閲世編)

王吉甫等、海禁を犯して長崎貿易を行ったので、処刑される。(明清史料)

中国この年前後、銀と銭の比価は銀 1両 =銭千文以内で上下する。(石渠余記)

清朝では銀と銭は全国流通の貨幣になる。(清朝文献通考)

1662年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 0。 トンキン 0 シャム 0。 バタヴィア 12
0,000 マラッカ 450,000 その他 0 計 570,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1662年度の日本銅の輸出量は1,230,000カ ティ、輸出額は431,176グルデン、単価は1ピ コルあたり■ 9テ ール。 (近

世銅貿易の数量的考察)

1663年③(康熙 2年 ) 10月  この時清国、米 1石 につき銀 9銭で、大豆は 5銭。その後、大豆の価格はおよそ 6銭～ 8銭。(閲世編)

日本はオランダに約3,600個 の小判を輸出している。(十七世紀国商交渉史)

1663年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 0。 トンキン 65,000 シャム 0.バ タヴィ
ア 0 マラッカ 258,855 その他 0 計 323,855(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1663年度の日本銅の輸出量は1,610,780カ ティ、単価は1ピ コルあたり118テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1664年③(顕宗 5年 ) 3月 朝鮮において、以前は硫黄100斤で銀80両だったが、今は70両あまりに過ぎない。 (顕宗実録)

11月 5日  オランダ商館と長崎奉行・町年寄、小判輸出開始にともない輸出価格について協議。(Dagregister)

オランダ商館は金輸出解禁前に小判5,599両 (銀 にして409貫 732匁)を輸入。(十七世紀国蘭交渉史)

唐船34隻が日本丁銀33,500匁 、錫2,000斤 を輸入。(東インド到着文書)

この年マニラ港に入港した日本発の船舶は1隻。⊂餐 〕
"IPP励

奮 θrル ′πφ?″θ】?S rbzr,?ク奮)

1664年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイヮン 0. トンキン 0 シャム .バ タヴィア _
マラッカ ー その他 0 計 430,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀輸出の数量的考
察)

1664年度の日本銅の輸出量は2,440,200カ ティ、単価は1ピ コルあたり123テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

3月 幕府、金銀掛の分銅について、偽分銅の使用を禁止ず。(御触書寛保集成)

3月 幕府、町中にて下金、金銀の外しを商売することを禁ず。(御触書寛保集成)

4月 28日  銀座運上について、灰吹銀100目 につき銅20匁の差し銅を規定した上で、但馬・石見・佐渡は灰吹銀が

高品位のため但馬灰吹は銅22匁 5分、石見・佐渡灰吹は22匁ずつ加えて同品位にし、大黒極印を打つことに定めら

れる。(銀座條目)*

11月  <南部矢柄金山>盛岡より佐比内の内、矢柄金山の脇米留のため役人を派遣した。南部藩は金山での販米に

専売制を敷いていて、脇米の搬入を取締まった。(雑書)

石見銀山山役銀 8貫 235匁。 (山中家文書)*

<生野銀山>竹原野奥野谷道雲山、金床の内久右衛門所に産銀があり、壊滅に瀕した生野に多少生気を与えたとい

う。 (生野銀山旧記)

†唐船36般に銅1,973ピ コル、オランダ船12艘 に銅9,084ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1665年 (寛文 5年 )

1月 温泉津老中衆、温泉津町屋敷公方事について取決める。 (多 田家文書)*

4月  <白根金山>2代目青山庄左衛門が陰平・中山平大水抜普請につき請願する。よって蔵米50駄を貸与 し、当

時の白根の売米値段 1駄につき白根金 1匁 4分の積りで同年暮れに返済させた。(青山家白根史蹟)

6月 2日 京都所司代牧野佐渡守、京都馬借等に石州運上銀749貫 目余の大坂城上納につき、車10輌、宰領馬 4疋

の京都より伏見までの運搬を指示する。(石見国銀山文書)*

石見銀山山役銀 6貫 980目 。 (山中家文書)*

<佐渡相川金銀山>鉱山労働者の勝手次第他国出が許可され、運上を納めた上での牛や干鱈の他国売りが許可され

た。 (佐渡年代記)*

|こ の年から1672年 までの日本からの蘭船への金輸出量は743,713両 4歩。(通航一覧)

1唐船に対 して金3,700両 (銀に換算 して251貫 600匁 )、 オランダ商船に対 して30,000両 (銀 に換算 して2,040貫 )、

合計33,700両 (銀に換算して2,291貫 600匁)を輸出。(通航一覧)

1唐船37般に銅4,514.04ピ コル、オランダ船 7艘に銅12,58750ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1666年 (寛文 6年 )

9月 4日  幕府、私に古銅を売買することを禁ず。(徳川実記)

石見銀山山役銀13貫 275匁 9分。(山 中家文書)*

1大坂相場、米 1石 につき銀53匁～55匁。(三貨図彙)

1唐船に対して金12,160両 (銀に換算して826貫880匁 )、 オランダ商船に対して50,072両 (銀に換算して3,900貫 100

匁)、 合計62,232両 (銀 に換算して4,726貫 980匁)を輸出。 (通航一覧)

1唐船33艘に銅7,84840ピ コル、オランダ船 8般に銅4,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

高野山過去帳に 2月 8口「石金本谷村 池上弥吉」とあり。

龍昌寺に「為徹捜了無菩提也」の銘のある宝筐印塔あり。

1667年 (寛文 7年 )

+3月 8日 幕府、長崎奉行に対し、銅の輸出禁上を命ず。(徳川実記)

10月  銀座年寄狩野七郎右衛門が幕府へ提出した書面に、その頃まだ灰吹遣いであった国々として、陸奥国会津、

出羽国米沢・福島・秋田・津軽、越後国新潟・村上 。高田、佐渡・加賀・能登・越中・日向 。対馬・但馬・石見の

諸国、信濃半ヶ国、飛解・豊後を挙げる。9日藩貨幣録)

石見銀山山役銀12貫 825匁。 (山中家文書)*

1668年 (寛文 8年 )



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1665全F 1665年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 0.ト ンキン 80,000 シャム 20,000。 バタ

ヴィア 0 マラッカ 408,000 その他 120,000 計 628,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料に

よる日本銀輸出の数量的考察)

1665年度の日本銅の輸出量は908,400カ ティ、輸出額は329,648グ ルデン、単価は1ピ コルあたり124テ ール。(近世

銅貿易の数量的考察)

1665年度の小判の輸出量は2.500両、単価は66テ ール、68テ ール。(近世の小判貿易について)

1666年③(康熙 5年 ) 1月 30日  日本からの小判輸出が開始されたことが総督からオランダ本国理事会に報告される。(C9κ胞′9醜ssル?)

7月 台湾賓卜氏、中国各地と、日本 。シャム等の国と貿易を行い豊かになる。(台湾外紀)

11月 28日  オランダ東インド会社による最後の輸出日本銀がバタブィアに到着 (輸 出量 :バ タブィア向け800貫、

マラッカ・ インド・ペルシャ向け2,000貫 )。 (C¢η9″ル醜ssJ79)キ

オラング東インド会社、丁銀とオランダ・ グルデンの換算率を丁銀 1テ ール=2グルデン17ス タイフェル (57ス タ

イフェル)か ら丁銀 1テ ール=3グルデン10ス タイフェル (70ス タイフェル)に改める。(十七世紀口蘭交渉史)

この年マニラ港に入港した日本発の船舶は1隻。⊂盗 励 ,どちψ肋盗 θrル Pryθヵ?ク9J?S rbz河 ?ク奮)

1666年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 0.ト ンキン 0 シャム 24,000.バ タヴィ

ア 40,000 マラッカ 214,000 その他 0 計 278,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日

本銀輸出の数量的考察)

1666年度の日本銅の輸出量は1,007,000カ ティ、輸出額は451,593グルデン、単価は1ピ コルあたり124テ ール。(近

世銅貿易の数量的考察)

1666年度の小判の輸出量は29、878両、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1667年O(康熙 6年 ) 10月  清国では、海上貿易が禁じられている。(清聖祖実録)

12月 23日 バタヴィアの東インド政庁、日本および東インド各地で金が入手可能なので、本国に銀貨の送付を要望。

(σ9〃?る,そ Mねsテッ¢)*

この年マニラ港に入港した日本発の船舶は1隻。(Ltt F功〃Jpp,η餐 ?′ 乃 P,θφ?ク9冴?s rbzr,?ク餐)

1667年度のオランダ東インド会社による日本銀輸出は、タイワン 0。 トンキン 0 シャム 0.バ タブィア

80,000 マラッカ 200,000 その他 0 計 280,000(テ ール評価)。 (オ ランダ東インド会社史料による日本銀

輸出の数量的考察)

1667年度の日本銅の輸出量は1,034,800カ ティ、単価は1ピ コルあたり125テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1667年度の小判の輸出量は44,814両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1668年◎(康熙 7年 ) 3月  清国、非朝貢期の外国船との貿易を禁止。 (清聖祖実録・清朝文献通考)

7月 2、 3日  長崎奉行、長崎オラング商館に銀、銅・銅製品等の輸出禁上を伝える。(Dagregister)*

10月 18日  バタヴィアの東インド政庁、日本および東インド各地で金が入手可能なので、本国からの金の送付は不

要と報告。 (ω″?瘤力 Z溢テ貶)*



西 暦 (年号 :日本)

1668年 (寛文 8年 ) <白根金山>寛文 8年頃より、白根で銅鉱が産出。翌 9年からは、もっぱら金よりも銅が稼がれるようになった。

青山氏の「覚」によれば、この銅山の見立ては山の目小平次であったとされる。(青山家白根史蹟)

1大坂相場、米 1石につき銀53匁～55匁。(三貨図彙)

†唐船に対 して金128,818両 (銀に換算 して7,894貫 90匁 )、 オランダ商船に対 して158,7551両 (銀に換算 して8,890

貫2856匁 )、 合計287,5731両 (銀に換算して16,784貫 3756匁)を輸出。(通航一覧)

1唐船43艘 に銅8,302ピ コル、オランダ船 9艘に銅9,014ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

8月 12日  妙正寺に「○○霊」の銘のある組合せ五輪塔あり。

1669年 (寛文 9年 ) 11月 22日  山高孫兵衛、地役人に鍵買についての 3ヶ 条を指示する。(長野家文書)*

石見銀山山役銀7貫 594匁 5分。(山 中家文書)*

石見国は上灰吹が通用し、「百目に付此銅22匁丁銀合122匁」とある。(諸国灰吹銀位附帳)

<越前面谷銅山>福井大火の後材木を伐り出した際に面谷銅山が発見されたという。 (さ らに古く、康永年間 《1342

～45》 、天正年間 《1573～ 92》 と伝えるものもある)。 (越前国名蹟考)

1大坂相場、米 1石 につき銀64匁～64、 5匁。 (三貨図彙)

1唐船に対して金180,0261両 (銀に換算して10,040貫 1匁 )、 オランダ商船に対して144,4641両 (銀 に換算して8,089

貫9896匁 )、 合計324,4902両 (銀 に換算して18,129貫 9906匁)を輸出。(通航一覧)

1唐船38艘に銅4,922ピ コル、オラング船 5艘に銅9,650ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

石銀地区に一石宝筐印塔あり。

1670年 (寛文10年 ) 5月 27日  奉行山高孫兵衛大森にて逝去す。位牌は栄泉寺に安置す。 (観聴随筆)

6月 27日 対馬藩、老中より朝鮮へ渡した銀の量を調査し、長崎奉行へ報告するよう命じられる。(宗家記録)ネ

7月 24日 対馬藩、朝鮮へ渡した銀の量、私貿易の様子を長崎奉行へ報告するとの記述あり。 (宗家記録)*

3月 19日  朝鮮金銀交易に関する対馬藩の公儀具申に対する返事あり。

8月 25日 対馬守、朝鮮とは金子をもって交易をなすように命じられるとの記述あり。(宗家記録)*

9月 16日  対馬藩、翌年より朝鮮交易の際には金子 3分の 2、 銀子 3分の 1渡すことにとりきめる。(宗家記録)*

11月 6日 永田作大夫、大森へ下向す。 (観聴随筆)

永田作大夫が銀山奉行となる。

石見銀山山役銀 6貫 165匁。 (山中家文書)*

1大坂相場、米 1石につき銀56匁～58、 9匁。(三貨図彙)

1唐船に対して金152,3041両 (銀に換算して8,832貫 616匁 )、 オランダ商船に対 して132,684両 (銀 に換算して7,695

貫772匁 )、 合計284,9881両 (銀 に換算 して16,528貫 388匁)を輸出。(通航一覧)

†唐船36艘に銅7,32470ピ コル、オランダ船 6艘に銅22,631ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1671年 (寛文■年) 石見銀山山役銀13貫 65匁。(山 中家文書)*

†大坂相場、米 1石 につき銀44匁～50目。(三貨図彙)

1唐船に対して金119,4992両 (銀 に換算して6,930貫 971匁 )、 オランダ商船に対して138,348両 (銀 に換算して8,024

貫184匁 )、 合計257,8472両 (銀 に換算 して14,955貫 155匁)を輸出。 (通航一覧)



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1668年①(康熙 7年 ) 日本は、オランダに対して金 1両 に付き銀68匁で両替 し、金で決済している。当時長崎では金 1両が銀578匁であ

り、日本にとっては1両 につき10匁 の利益になる。(十七世紀口蘭交渉史)

1668年度の日本銅の輸出量は901,400カ ティ、輸出額は433,798グ ルデン、単価は1ピ コルあたり134テ ール。(近世

銅貿易の数量的考察)

1668年度の小判の輸出量は106,500両 、単価は56テ ール。(近世の小判貿易について)

1669年③(康熙 8年 ) 11月 11日  清国、北京では銭銀比価は銭1,000文 =銀 7銭に値する。 (明清史料)

清国、米 1石につき銀 5、 6銭。 (閲世編)

この年マニラ港に入港 した日本発の船舶はサンパ ン船が 2隻、船長はともに中国人。 (Ltt r功
'′

JPP,″奮 ?rル

P,C力?″θ冴9S rbzr″ ″奮)

1660年代清国、銭1,000文 を銀 1両 とするが、民間では銀 7、 8銭に換算される。銭価が低い原因は賦税徴収では銀

のみ求められる傾向があるため。(皇朝経世文編・広銅斤通銭法疏)

1669年度の日本銅の輸出量は965,000カ ティ、輸出額は446,416グルデン、単価は1ピ コルあたり128テ ール。(近世

銅貿易の数量的考察)

1669年度の小判の輸出量は101,284両 、単価は56テ ール。(近世の小判貿易について)

1670年O(康熙 9年 ) 10月 23日  この時、あるイギリス商人の手紙で述べる台湾、日本の商品価格によれば、鄭成功の日本貿易の利潤率

は約150%。 (十七世紀台湾英国貿易史料)

清国、洪水のため米 1石 につき銀 1両前後で変動する。(閲世編)

この頃清国、夫役 1日 の賃金は銀 4～ 6分 =銭32～48文。(清聖祖実録)

清国北京では銭1,000文 :銀 8銭で流通する。(皇朝経世文編)

1670年度の日本銅の輸出量は2,263,100カ ティ、輸出額は1,033,670グ ルデン、単価は 1ピ コルあたり127テ ール。

(近世銅貿易の数量的考察)

1670年度の小判の輸出量は77,333両 、単価は56テ ール。(近世の小判貿易について)

1671年⑪(顕宗12年) 4月 27日  朝鮮において米 1石は銀 5両 にあたり、 7月 には朝鮮において米 1石 は銀 6両 に、豆は 3両になる。

(顕宗改修実録)

9月 21日  イギリス東インド会社、日本派遣のリターン号船団に、日本の金銀銅をインドの各商館へもたらすこと

を期待。 (イ ギリス東インド会社書簡集)



西 暦 (年号 :日本)

1671年 (寛文11年) †唐船に丁銀の輸出。(通航一覧)

|こ の年から1697年 までのオランダ船への金輸出高は、932,883両余り。(通航一覧)

†唐船38艘に銅13,51130ピ コル、オランダ船7艘 に銅15,995ピ コルを輸出。 1ピ コル三100斤。(通航一覧)

1672年 (寛文12年 ) 15月 15日  朝鮮は交易の対価を金のみでは受取らないとの記述あり。 (宗家記録)*

3月 21日  <朴金山>金山奉行朴金山の切取の日前が20日 で済み、21日 に留山する旨、藩老へ注進する。(雑書)

8月  <長登銅山>長登村山神社の梵鐘銘によると、水の湧出で採掘不能となっていた大切山で、昨年の夏、水が
涸れ銅を採取でき、鐘を新鋳して山神社に奉献した。(風土注進案 美禰宰判)

石見銀山山役銀 9貫 707匁 9分。(山 中家文書)*

†大坂相場、米 1石 につき銀47匁～49匁。(三貨図彙)

|こ の年から1684年 までに日本は中国へ銀80,388貫 776匁を輸出。(通航一覧)

†唐船に対して金125両、オランダ商船に対して88,8911両、合計89,0161両を輸出。(通航一覧)

十この年から1684年 までの日本からオラングヘの総輸出高は年平均5,868貫 363匁余 (6,650貫 811匁 )。 うち金輸出
高は年平均46,702両 余 (銀高3,157貫 784匁 )。 (通航一覧)

十銅屋泉屋はオランダに銅100斤あたり銀125匁 の割合で224万斤余を販売。 (銅異国売覚帳)

十唐船43艘 に銅11,581ピ コル、オランダ船 7艘 に銅22,466ピ コル (22,57831ピ コル)を輸出。 1ピ コル=100斤 。
(年々帳・通航一覧)

1661-1673年

(寛文年間)

<生野銀山>寛文年間出石領に矢根銀山が発見され、同じ頃摂津多田銀山が興隆して、下財ら生野を退散するによ
り、生野銀山はほとんど廃滅の状態という。 (生野銀山旧記)

<吉岡銅山>彦坂平九郎が備中倉敷代官であった正保～寛文期、銅山は不調で銅山師が次々と入れ替わった。大坂
の天野屋新左衛門が納めた御運上銀は、年平均にして銀300～ 360枚 (出銅の5%)、 大坂の平野屋清右衛門・浜田
屋清兵衛が 8年間の稼行期間中に納めた運上銀は、銀1,700枚 に過ぎなかった。寛文 6～ 9年の 4年間は全く休山
の状態であった。(成羽町史)

<白根金山>寛文期以降天和・貞享にかけて、自根の銅は年間20万～60万斤にも達している。同じ頃、西道・五十
枚金山の地区に銅鉱が発見され尾去沢銅山となった。また、白根に隣接 した駒木・立石の銅山、鹿角郡北部の鴇・

不狼倉等の銅山も開かれた。(雑書)

12月  妙本寺上に一石宝筐印塔、(月 日未詳)妙本寺上に「為□□□門士」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1673年 (寛文13年 )

(延宝元年)

石見銀山山役銀7貫540目 。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高357貫 25匁。(野沢家文書)

†大坂相場、米 1石につき銀55、 6匁。(三貨図彙)

†日本はオランダ船に金86,480両 を輸出。(通航一覧)

†この年から1679年 までの日本から蘭船への金輸出量は333,091両 3歩。 (通航一覧)

1幕府の足尾銅の買上げの値段は、金 1両 につき銅15貫。金 1万両で足尾丁銀10万貫の払下げを受けて樟銅に吹き、
長崎から輸出すると金3,000両 の損金となる。(銅異国売覚帳)

十唐船20艘に銅10,96650ピ コル (10,96650ピ コル)、 オランダ船 6艘 に銅15,044ピ コル (15,043ピ コル)を輸出。
1ピ コル=100斤。(年々帳・通航一覧)



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 海 外

1671年③(顕宗12年 ) 清国、早稲米 1石につき銭1,300文 で、銀 1両 1銭にあたる。綿100斤の値段は銭3,300文 =銀 3両。(閲世編)

1671年度の日本銅の輸出量は1,599,500カ ティ、輸出額は727,772グ ルデン、単価は1ピ コルあたり126テ ール。 (近

世銅貿易の数量的考察)

1671年度の小判の輸出量は107,241両 、単価は56テ ール。(近世の小判貿易について)

1672年③(顕宗13年) 5月 14日  前年に長崎来航の中国船が、中国での金が安価なため、願い出て今年 3月 30日 に日本銀を輸出。理由は

清国における金の利益薄。(Dagregister)半

台湾賓[氏、毎年 5、 6隻の船を派遣し、台湾―マニラー日本間の貿易を行う。(十七世紀台湾英国貿易史料)

1672年、日本小判が58マ ースから68マ ースヘ価格騰貴。東インド会社の金貿易に大損害を与えたが、これは銅輸出

には好都合。

この年マニラ港に入港 した日本発の船舶は 1隻 ,台湾経由で嵐による漂着。 (Ltt P/i′″P力奮 す た Ppcφ?ク9

冴9s rbzr″ ク奮)

1672年度の日本銅の輸出量は2,246,606カ ティ、輸出額は1,021,426グ ルデン、単価は 1ピ コルあたり125テ ール。

(近世銅貿易の数量的考察)

1672年度の小判の輸出量は69,207両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1661-1673年

1673年③(康熙12年 ) 清国、公定価格は銭1,000文 =銀 1両、市場価格は銭1,000文 三銀 8銭 1、 2分である。この年以降、反乱が起こる

ため、銭価は激減し、銭1,000文 は銀 3銭～ 6銭になる。(閲世編)

清国秋、新米 1石につき銭 7百文で、銀 6銭 3分にあたる。その後、常にこの米価である。(閲世編)

1673年度の日本銅の輸出量は1,504,400カ ティ、輸出額は676,603グルデン、単価は 1ピ コルあたり1235テ ール。

(近世銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

1674年 (延宝 2年 ) 6月 銀山、大雨のため前代未間の洪水になる、という。(石見国銀山古書類控)

9月  <甲斐雨畑村金山>こ の年の 9月 より4ヶ 年間、河内領雨畑村長畑の遠沢谷というところで多くの産金があっ

たという。(甲斐国歴代譜)

<大葛金山>惣山支配役黒沢元重によって鉱山普請のための貸米制度が推進された。大坂商人北国屋からの借金に
よって3,000石 の米を購入し、藩の貯米5,000石 と合せて大部分を鉱山に預け、これを本米として農村へ 3割の利子
で貸付けさせ、利米のうち 1割 2歩は藩庫へ収納し、 1割 8歩は鉱山の鋪普請のために給付された。大葛金山にも
この御本米の貸与があり、鋪普請の成果をあげたが、天和 3年には廃止された。(鉱山至宝要録)

石見銀山山役銀 6貫 215匁。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高285貫 300目 。(野沢家文書)

十大坂相場、米 1石につき銀74、 5匁。今年諸国洪水あり、前代未間の米価高騰。(三貨図彙)

1日 本はオランダ船に金66,312両 を輸出。(通航一覧)

1唐船22般 に銅■,2709ピ コル (10,326ピ コル)、 オランダ船 6艘に銅17,920ピ コル (17,131ピ コル)を輸出。 1ピ
コル三100斤。 (年 々帳・通航一覧)

1675年 (延宝 3年 ) 4月 3日  <南部香番平金山>朴山の内の香番平金山を遠山の彦右衛門と佐比内の佐太郎が運上金50目 で請けたが、
赤沢村の与左衛門が運上を500目 までせりあげたので、藩から20俵を褒美として与左衛門に与えた。 (雑書)

<大葛金山>慶安年中より延宝年中まで秋田藩と南部藩の間で境目論争があり、この影響でかつては南部境付近の

鍵懸沢にあった大葛の鉱山集落が、この年右市鳥沢・左り市鳥沢 。金山沢の合流する場所に移転させられた。 (荒

谷家文書)

柘植伝兵衛が代官となる。これ以降奉行から代官へ呼称が変る。(山 中家文書)

永田作大夫支配中 (寛文10～延宝 3年 )、 従来灰吹賃について灰吹師の請役であったものが、灰吹銀が次第に減少
するようになったため、請銀 3ヶ 年の平均をもって年間の吹高、灰吹高 1貫 につき31匁 6歩 6厘ずつを納めさせる
ようになる。(山 中家文書)

類焼家拝借銀について関東では金子、 1両 2歩、石州では判銀75匁が慣例となっている。(観聴随筆)

石見銀山灰吹銀高398貫 400目 。(野沢家文書)

当年春中、米大小豆 1石 100目 にて商売す。(観聴随筆)

†大坂相場、米 1石につき銀62匁～65匁。(三貨図彙)

キ日本はオランダ船に金48,365両 を輸出。 (通航一覧)

†唐船29般 に銅19,2164ピ コル (19,354ピ コル)、 オランダ船 4艘 に銅10,207ピ コル (10,975ピ コル)を輸出。 1ピ
コル=100斤。 (年々帳 。通航一覧)

高野山過去帳に 3月 29日 「銀山 出シ土 浅原忠左衛門」とあり。

4月 28日 妙正寺に「経妙  尼」の銘のある一石宝鹿印塔あり。

1676年 (延宝 4年 ) <越中松倉金山>松倉には知恩院末の光山寺があったが、かね山衰微のため、延宝 4年退転 したという。最盛期に

は 2人であった給銀肝煎はこの頃の人口減に伴い 1人 とされた。また、元禄 5年の松倉の十分一諸役銀は150目 と

なった。(加藩貨幣禄)

石見銀山山役銀 7貫 210匁。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高297貫57匁 6分。(野沢家文書)

†大坂相場、米 1石 につき銀57匁～60匁。(三貨図彙)



西麿(年号 :中国・朝鮮) 海 外

167年③(康範 3り 清国の密貿易者、葉材などを日本

^持
っていき、録を持ち帰る。 (明清史料)キ

1674fFI度 の日本銅の輸出量ほ-1,792,700カ ティ、単価|は 1ピ コ″あたり12_2テ ‐―′1/c(近世銅貿易φ数量的考籍

1674年度の小判り輸出量は吼 56■5両、単価はadテ ーブ鳴 (近世の小判貿易にうとヽてう

1675年O(康無14年) 1675年度の日本鋼の輸出景は1,020,900カ ティ、単価は1ピコルあたり121テ ール。(逓世銅貿易の数量的考鋤

1675年度の河導↓の輸出量は41,073m(単価は618テ ■塊  (近世の小判貿易につい0

16鮮Ю (康熙15年) イギリス東インド会社、日1本銀と日本銅を麟 ミ⌒特わていく。(十七世紀台湾英国貿易史料〕

1676年度の日本銅の輸出量は2,058,700カ ティ、単価は1ビコル|あ たり11,9テ ールも〔近世銅貿易の数量的考察)

101冷年度の小判の輸出量は19;989m、 単価はa3テー,鳴 (近世の打ヽ判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

十日本はオランダ船に金23,341両 を輸出。(通航一覧)

十唐船24艘に銅15,13472ピ コル、オランダ船4艘に銅20,561ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

石銀地区に「地月□□□禅Jの銘のある一石宝僕印塔あり。

1676年 (延宝 4年 )

1677年 (延宝 5年 ) 石見銀山山役銀 7貫 210匁。 (山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高279貫 680目 。(野沢家文書)

延宝 5年戸口、銀山 295軒 。1,538人、大森 106軒・431人。(野沢家文書)

1大坂相場、米 1石 につき銀37匁～47匁。(三貨図彙)

十日本はオランダ船に金45,053両 を輸出。(通航一覧)

†唐船29艘に銅15,58234ピ コル、オランダ船 3艘に銅17,035ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1678年 (延宝 6年 ) 京都銀座、代官柘植伝兵衛へ運上灰吹銀高467貫 108匁 3分についての受取手形を提出する。(石州銀山治府要集)*

石見銀山灰吹銀高198貫857匁。(野沢家文書)

石見銀山山役銀 3貫330目 。(山中家文書)辛

延宝 6年戸口、銀山 317軒・1,564人、大森 120軒 。452人、在郷 8,073軒 。35,305人 。 (野沢家文書)

†大坂相場、米 1石につき銀44匁～46匁。(三貨図彙)

十日本はオラング船に金32,447両 を輸出。(通航一覧)

十唐船26般 に銅16,41505ピ コル、オランダ船 3艘に銅16,088ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

石見銀山山役銀 2貫 335目 。 (山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高179貫630目 。(野沢家文書)

<安芸寺尾銀山>寺尾銀山が高宮郡可部町の商人らによって再開された。(加計町史)

<仙台領金山>気仙郡では、従来は砂金で納められていた本判役が、延宝 7年 より代銭納されることになった。

(松坂家文書)

米 1万俵=銀200貫 (=小判2,000両 +銀子80貫 目)。 (吉川家文書)

1大坂相場、米 1石につき銀53匁～55、 6匁。(三貨図彙)

十日本はオランダ船に金29,799両 を輸出。 (通航一覧)

1唐船38艘に銅19,931ピ コル、オランダ船4般に銅23,500ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

3月 22日 石銀地区に「地□□□□信士Jの銘のある一石宝僕印塔、12月 4口  「地雪岩□□信女」の銘のある一

石宝医印塔、12月 21日 妙正寺に「学順坊日是」の銘のある一石五輪塔あり。

1679年 (延宝 7年 )

1680年 (延宝 8年 ) 銀山稼入用として幕府から米585石 7斗 8升が、この年代官柘植伝兵衛の時に、

つけられ、天和 3年から貞享元年の両年に返納するという。(石見銀山旧記)

石見銀山山役銀 2貫 912匁 7分。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高251貫 725匁 6分。 (野沢家文書)

1大坂相場、米 1石 につき銀67匁～70目。 (三貨図彙)

銀山師困窮のため御救拝借を仰せ



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 海 外

1676年O(康熙15年 )

1677年 1677年 度の日本銅の輸出量は1,703,800カ ティ、単価は1ピ コルあたり■ 9テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1677年度の小判の輸出量は29,760両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1678年①(康熙17年 )

⑪(粛宗 4年 )

清国では2年前、反乱が平定されたため、銭価は次第に増え、この年と翌年、銭千文は銀 9銭前後に回復。この年、

早稲新米 1石 につき銀 7銭 3分。(閲世編)

朝鮮において米9,000余 石は銀6,000余両にあたる。O曽正交隣志)

1678年度の日本銅の輸出量は1,608,820カ ティ、単価は1ピ コルあたり119テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1678年度の小判の輸出量は25,070両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1679年O(康熙18年 ) 7月 清国、浙江沿海の海上貿易を禁止。(清聖祖実録・清朝文献通考)

清国、銭1,000文 を銀 1両 とするが、民間では銀 7、 8銭に換算される。(皇朝経世文編)

清国、銅銭不足のため、その価格は騰貴する。(清朝文献通考)

清国、米 1石 につき春には銀 1両 4、 5銭、秋には銀 2両。大豆の価格は急騰し、 1石 につき銀 1両 2銭前後で浮

動。 (閲世編)

1679年度の日本銅の輸出量は2,350,000カ ティ、輸出額は1,019,900グ ルデン、単価は1ピ コルあたり119テ ール。

(近世銅貿易の数量的考察)

1679年度の小判の輸出量は21,127両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1680年①(康熙19年 ) 清国では夏、米 1石につき銀 2両。この年以降数年間、大豆の価格は1石 につき銀 6銭ないし1両 3銭 5分前後で

浮動。 (閲世編)

1680年度の日本銅の輸出量は2,685,200カ ティ。(近世銅貿易の数量的考察)

1680年度の小判の輸出量は7,331両、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

1680年 (延宝 8年 ) 1匁当たり米値段 1升 9合 2勺。(三祖慶忠年々勘定帳)

1日 本はオランダ船に金11,385両 を輸出。(通航一覧)

†唐船29艘に銅15,936ピ コル、オランダ船4艘に銅25,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1673-1681年

(延宝年間)

<吉岡銅山>寛文10～延宝 7年 (彦坂九平治代官)ま では吉岡銅山好調。江戸の大坂屋喜兵衛他 4人の銅山師が稼
行 した寛文10～ 延宝元年までの 3年間の運上は銀4,150枚 、延宝元～同 4年 まで稼行 した江戸の二見源兵衛の運上
銀は4,300枚 、延宝 5～同 7年 まで稼行した備前岡山の千田屋瀬兵衛の運上銀は 3年間で4,500枚 であった。 (成羽
町史)

5月 6口 妙正寺に「経済是霊位」の銘のある組合せ宝医印塔、10月 12日  妙本寺上に「為 心誉風法尼Jの銘の

ある一石五輪塔あり。

1681年 (延宝 9年 )

(天和元年)

柘植伝兵衛 (延宝 3～天和元年)支配中、従来の石代銀及び諸運上銀の判銀納を改め、丁銀による上納も認める。
(山 中家文書)

石見銀山山役銀 2貫 786匁。 (山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高170貫334匁 1分。(野沢家文書)

1匁当たり米値段、 2升。 (三祖慶忠年々勘定帳)

†大坂相場、米 1石につき銀75匁～78、 9匁。(三貨図彙)

1日本はオランダ船に金35,386両 を輸出。(通航一覧)

†唐船 9艘に銅5,367ピ コル、オランダ船 4艘に銅24,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1682年 (天和 2年 ) 12月  1匁当たり米値段、 2升 6合。(三祖慶忠年々勘定帳)

石見国の内吉永藩 1万石、出雲国の内広瀬藩飯石郡 1万 5千石が銀山領となる。(観聴随筆)

由比長兵衛が代官となる。(山 中家文書)

加藤家が江州水ロヘ転封となり、安濃郡20ヶ 村は銀山領となる。

石見銀山山役銀 2貫 108匁。 (山中家文書)半

石見銀山灰吹銀高200貫 139匁 7分。 (野沢家文書)

1日 本はオランダ船に金51,094両 を輸出。 (通航一覧)

1唐船26艘に銅30,21850ピ コル、オランダ船 4艘 に銅25,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1683年 (天和 3年 ) 石州ゆずり葉銀 (掛目55匁「御公用」の極印あり)は延宝天和の頃まで通用したという。 (石見国銀山文書)

石見銀山山役銀 2貫 967匁 2分。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高295貫671匁 3分。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 3升。(山中家文書)

<生野銀山>生野領より資銀を集め、百姓の名代として山口弥衛門・加奉市右衛門に山元の拐1き を命じて、稼山と

して 2山 (因幡町の上の二郎兵衛山・四郎兵衛山)を選定した。(生野銀山旧記)

<吉岡銅山>天和 3～翌貞享元年まで、大坂の泉屋 (住友)吉左衛門が吉岡銅山を稼行。運上銀5,300枚 を上納し
た。(成羽町史)



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 外海

1680年O(康熙19年 )

1673-1681年

1681年O(康熙20年 ) 12月 8日  1番台湾船が悼銅2,500斤 と古銅175斤 と丁銀20,500匁 、 2番台湾船が樟銅5,000斤 と丁銀101,500匁 を輸

出。(東インド到着文書)

12月 9日  3番台湾船が樟銅4,000斤 と古銅350斤 と丁銀90,500匁 を輸出。(東インド到着文書)

12月 10日  4番台湾船が樟銅35,000斤 と古銅400斤 と丁銀157,500匁 、 5番台湾船が樟銅3,500斤 と古鉄1,200斤 を輸

出。(東インド到着文書)

12月 29日  6番咬留巴 (カ ラッパ)船が樟銅112,700斤 と丁銀20,700匁 、 7番諌靖案 (カ ンボジア)船が樟銅1,400

斤と古銅150斤 と丁銀58,000匁 、 8番諫靖案船が樟銅5,050斤 、古銅150斤、丁銀37,000匁 を輸出。 (東インド到着文

書)

この年以降清国、私鋳銭が流行し、それでも銭銀比価は銭千文対銀 8銭で、官鋳銭は対 1両前後。(閲世編)

1681年度の日本銅の輸出量は2,709,100カ ティ、単価は1ピ コルあたり■ 9テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1681年度の小判の輸出量は16,6775両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1682年③ (康熙21年 ) 1月 10日  9番遅羅船が樟銅157,300斤 と鉄2,500斤 と丁銀30,000匁 を輸出。(東インド到着文書)

5月 清国、米 1石 につき銀 8銭 5分。(閲世編)

7月 1日  10番南金船が樟銅1,800斤 と丁銀13,400匁 を輸出。 (東 インド到着文書)

10月 20日  唐船25隻で樟銅2,825,356斤 、古銅5,290斤 、古鉄29,230斤 、銅銭11,987束 、丁銀2,895,030匁 を輸出。(東

インド至1着文書)

1682年度の日本銅の輸出量は2,721,600カ ティ、単価は1ピ コルあたり119テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)

1683年 O(康熙22年 ) 6月 23日  賓卜氏海商集団の商船、日本貿易で銀・銅などを買い入れる。(明清史料・花村談往)*

この時以降、清国の金銀鉱の採掘政策は消極化。(清史稿)

清国では冬、米 1石につき銀 9銭前後。 (閲世編)

日本―シャム貿易をする1隻 の台湾船、台湾から輸出した砂糖を日本で売りさばいて銀13,520両 を得た。 (明清史

料)

この年マニラ港に入港した日本発の船舶は2隻、1672年の時と同様、日本・台湾航路のサンパン船 2隻が、おもて

むき、嵐のためマニラに漂泊。C6P力 ,ザ″ヮ,″奮 ¢J tt P,句%クθ J9S rbzrη ク餐)

1683年度の日本銅の輸出量は1,721,100カ ティ、単価は1ピ コルあたり119テ ール。(近世銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

1683年 (天和 3年 ) <芹 ヶ野金山>芹 ヶ野金山が衰微したので、これを休山とし、金掘を鹿籠金山へ移した。(金山由緒)

1日 本はオランダ船に金27,944両 を輸出。(通航一覧)

1唐船27般 に銅23,29355ピ コル、オラング船 3艘に銅16,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1681-1684年

(天和年間)

代官柘植伝兵衛の天和年中から、銀山が衰退したため、銀山領の年貢米を江戸大坂へ送るよう仰せつけられるとい

う。(観聴随筆)

1684年 (貞享元年 ) 4月 10日  <飛騨蔵柱金山>船渡町 (舟津町村)の吉蔵より出願されていた蔵柱そぶ谷の金山の普請が許可された。

(谷国家文書)

浜田藩領の内邑智郡八色石付近 6ヶ 村が銀山領となる。 (観聴随筆)

石見銀山山役銀 2貫924匁 5分。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高356貫 239匁 3分。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 2升 9合、 1俵当たり米値段 12匁 2分～14匁 2分。(三祖慶忠年々勘定帳)

<吉岡銅山>泉屋が吉岡銅山の請負契約を更新した時、従来は lヶ 年に銀何枚と定めて請けたのに変えて、掘り出

した銅1,000貫 目につき運上銅100貫 とし、代銀で毎月上納するという上納法とした。(住友家文書)

<梅 ヶ島金山>府中の町人桑名屋六郎兵衛外27人が 5ヶ 年間梅ヶ島金山請負を勘定奉行より得たが、同年出金少な

きため申請して荷分山となり、 5ヶ 年の期限が過ぎて御手山となった。元禄 4年には村請けとなり、運上金15両 を

納めた。(日 本鉱山史の研究)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、1,937貫 927匁、純銀量1,550貫 340匁。 (慶長銀品位100分中80)(宗家記録)

十日本はオランダ船に金60,635両 を輸出。(通航一覧)

十輸出銅高5,135,500斤 。中国へ2,675,100斤 。オランダヘ2,460,400斤 。(年々帳)

十唐船24般に銅26,14888ピ コル、オランダ船 5般に銅22,800ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

正月 龍昌寺に「雲 (恭)高龍信士」の銘のある笠付方形型墓標あり。

1685年 (貞享 2年 ) 2月 3日 安原十郎兵衛、祖父安原備中拝領の羽織・扇子の返納を願い出、代官由比長兵衛より清水寺へ奉納すべ

き旨通達する。(安原十郎兵衛言上書)

石見銀山山役銀 3貫 177匁 。(山 中家文書)半

石見銀山灰吹銀高376貫470匁 2分。(野沢家文書)

石見銀山灰吹銀判銀打高371貫41匁。 (判賃 5貫 565匁 6分 2厘)(山 中家文書)

1匁当たり米値段 3升 1合～ 1升 8合 5勺、 1俵当たり米値段 24匁。(三祖慶忠年々勘定帳)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、2,007貫 250匁、純銀量1,605貫 800匁。(慶長銀品位100分 中80)(宗家記録)

1日本はオランダ船に金4,739両 を輸出。(通航一覧)

†日本には主な銅山が約50ケ 所あり、大阪には年間約900万斤の銅が集まる。そのうち100万斤を国内向けに、残り

800万斤を輸出向けの悼銅にすれば、金15万両 (銀高9,000貫 目)の輸出能力があることになる。 (異国売之銅屋共

乍恐謹而御訴訟)

1輸出銅高5,634,100斤 。中国へ3,288,200斤 。オランダヘ2,345,900斤 。 (年 々帳)

1唐船73艘 に銅23,2844ピ コル、オランダ船 4般に銅21,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

5月 13日 妙本寺上に、右側「十八才□□ (塔身右側「俗名光四J)おさん」正面「妙円」の銘のある一石宝医印塔あり。



西暦 (年号 :中国 朝鮮) 海 外

1683年①(康熙22年 ) 1683年度の小判の輸出量は13,392両、単価は68テ ール。 (近世の小判貿易について)

1681-1684年

1684年 ◎(康熙23年 ) 7月 康熙帝、沿海地の海禁解除を命じる。(清聖祖実録・清朝文献通考)

9月 康熙帝、海上貿易に対する課税増加に反対の意を示す。(清聖祖実録)

9月 清国、銀の対銭比価は銀 1両 :銭 1,000文 と規定されるが、銭価は高くなり、8、 900文 は 1両に当たる。この

年銅銭の重さを 1銭 に改定する。(清聖祖実録・清朝文献通考)

清国康熙帝、海上貿易を推進し、 4貿易港を開く。(康熙起居注)

清国の船主劉国軒の度門船は積んだ砂糖を長崎で売り、売上の銀で銅などを購入し、帰国途中遅羅で胡椒などを仕

入れる。 (明清史料)

この年清国、私鋳銭は禁止され、官鋳銭千文の値は銀 1両 2銭 にあたる。 (閲世編)

この年の秋清国、玄米 1石 につき銀 8、 9銭 とする。次の年の米価も同じ。(閲世編)

この年マニラ港に入港 した日本発の船舶は 2隻。(Ltt PttFIPP,〃 奮 θ′ル Pぢθ″?″ ?'9S rbzr″ ″9S)

1684年度の日本銅の輸出量は2,460,400カ ティ、単価は1ピ コルあたり119テ ール。 (近世銅貿易の数量的考察)

1684年度の小判の輸出量は41,432両 、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)

1685年O(康FR24年 ) 4月  康熙帝、海上貿易による不正を厳禁させ、外国朝貢船に対する免税を諭す。(清聖祖実録 。清朝文献通考)

清国、朝鮮国王の貿易停止要求を却下。(清朝文献通考)

清国では、外国船と海外貿易船に対する課税が軽減される。(清朝文献通考)

日本国内におけるオランダ人との交換 レートは、小判 1枚が68マ ースと定められるとの記述あり。 (ツ ンベルグ国

本紀行)

1685年度の口木銅の輸出量は2,345,900カ ティ、単価は1ピ コルあたり119テ ール。 (近世銅貿易の数量的考察)

1685年度の小判の輸出量は127両、単価は68テ ール。(近世の小判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

1686年 (貞享 3年 ) 石見銀山山役銀 4貫30匁 4分 *。
(山中家文書)

石見銀山灰吹銀高290貫300目 7分。(野沢家文書)

石見銀山灰吹銀判銀打高325貫398匁 8分 (判賃 4貫880目 9分 8厘 )。 (山中家文書)

†幕府、朝鮮及び琉球国の貿易における年間金額を定む。朝鮮国は金 1万 8千両、琉球国は金 2千両を制限とす。

(徳川実記)

†日朝貿易における丁銀輸出高は、2,887貫 345匁、純銀量2,309貫 876匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

十日本は唐船に銀596貫 755匁 1分 を輸出。(通航一覧)

†日本はオランダ船に金4,020両 を輸出。(通航一覧)

†輸出銅高6,574,600斤 。中国へ4,455,700斤 。オランダヘ2,118,900斤 。(年々帳)

1唐船83艘 に銅32,444935ピ コル、オランダ船 4艘に銅20,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1687年 (貞享 4年 ) 石見銀山山役銀 6貫838匁。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高410貫 258匁 1分。(野沢家文書)

石見銀山灰吹銀判銀打高400貫440匁 1分 (判賃 6貫 6匁 6分 1厘 )。 (山中家文書)

1匁当たり米値段 3升、 1俵当たり米値段 14匁 6分 7厘。(三祖慶忠年々勘定帳)

キ日朝貿易における丁銀輸出高は、2,044貫 121匁、純銀量1,635貫 296匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

1輸出銅高5,330,200斤 。中国へ3,880,200斤 。オランダヘ1,500,000斤。(年々帳)

十日本はオランダ船に金16,534両 を輸出。 (通航一覧)

†唐船115般 に銅42,94562ピ コル、オランダ船 3般に銅15,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1684-1687年
(貞享年間)

6月 3日 龍源寺間歩上に「経  玄中」の銘のある一石宝値印塔あり。

1688年 (貞享 5年 )

(元禄元年)

110月 25日 倭館へ銀を積載した飛船 2艘到着。(宗家文書)

石見銀山山役銀 8貫337匁 *。
(山中家文書)

石見銀山灰吹銀高431貫 310匁 6分 6厘。(野沢家文書)

石見銀山灰吹銀判銀打高421貫 575匁 (判賃 6貫323匁 6分 3厘 )。 (山中家文書)

1匁当たり米値段 3升、 1俵当たり米値段 14匁 6分。(三祖慶忠年々勘定帳)

隠岐国、銀山領へ附く。 (観聴随筆)

十安南王より鋳銭の料銅を乞う。(近藤守重筆記)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、2,487貫 226匁、純銀量1,989貫 780匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

1輸出銅高4,620,600斤 。中国へ3,370,600斤 。オランダヘ1,250,000斤。 (年 々帳)

十日本はオランダ船に金23,358両 を輸出。(通航一覧)

1唐船■7艘 に銅39,2173ピ コル、オランダ船 3艘に銅15,625ピ コルを輸出① lピ コル=100斤。(通航一覧)

7月 8日 妙正寺に円頂方柱型墓標、 8月 1日 妙本寺上に「経妙有霊」の銘のある一石五輪塔あり。 (月 未詳)

1日  妙本寺上に「[   ],い信士Jの銘のある一石宝医印塔あり。



西暦(年号 }申国'貴鶏諭 海 外

168碑 16酪年度の日本銅の輸出量は2,070,OoOカ ティ、1輸出額tよ 898,38oグルデン、単価は1ピ コルあたり■.9テ と
'略

―(近

世鍋貿易の数量的考鋤

1686年度の小判|の輸出量は143両、単価は3おテール。(近世の小判貿易について)

103イ年 16877度つ日本銅の輸出量は1,500,000カ ティ、輸出額ld651,000グ ルデレ、単価は1ビコルあたり11つ テール。価
1世銅貿易の数量的考察)

1687年度の小判の輸出量は10,844N(単価は6.Sテ ール。(近世の小判貿易につ―いて)

1684-1687年

16887 1688年度の日1本銅の輸出量は1,2副i∞0.カ ティ、輸出額tお42,500グルデン、1単価は1ビコルあたり■.つ テール。(近

世銅貿易|の 数量的考察)

16884度の小判の輸出量は15,SV両く1単価は618テ ールё(近世の小判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

110月 10日  釜山倭館へ銀を積載した飛船 3艘到着。(宗家文書)

<仙台領金山>刈田郡小原村の黒森銀山が開発された。この銀山は享保・元文頃まで繁栄 したが、その後衰え、宝

暦 4(1745)年頃休山した。(風土記御用書出)

石見銀山山役銀 6貫 252匁 9分。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高503貫 744匁 7分。 (野沢家文書)

1匁当たり米値段 2升 3合。(三祖慶忠年々勘定帳)

1国朝貿易における丁銀輸出高は、1,994貫 748匁、純銀量1,595貫 798匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

1輸出銅高5,312,5685斤。中国へ3,352,5685斤。オランダヘ1,960,000斤。(年 々帳)

1日本はオランダ船に金10,570両 を輸出。(通航一覧)

†唐船70艘に銅35,426225ピ コル、オランダ船 4艘に銅19,600ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

高野山過去帳に10月 27口 「昆布山 杉谷小左衛門 父ノ為 生国伊賀古山安場之住」とあり。

2月 6日 龍源寺間歩上に「□□妙陽尼Jの銘のある一石宝使印塔、 4月 7日  「□誉月迎信士」の銘のある一石

宝僕印塔、(月 未詳)1日  龍源寺間歩上に「妙春禅定尼」の銘のある一石宝医印塔、10月  妙本寺上に「[   ]
信士」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1689年 (元禄 2年 )

110月 9日 対馬鰐浦より釜山倭館へ銀230貫 目を積載した飛船 2般到着。(宗家文書)

石見銀山山役銀 5貫 724匁4分 2厘。 (山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高612貫839匁 5分 2厘。(野沢家文書)

石見銀山灰吹銀判銀打高543貫 786匁 8分 (判賃 8貫 156匁 8分 )。 (山 中家文書)

1匁当たり米値段 3升 1合、 1俵当たり米値段 14匁 2分。(三祖慶忠年々勘定帳)

1日朝貿易における丁銀輸出高は、2,231貫 139匁、純銀量1,784貫 911匁 (慶長銀品位100分 中80)。 (宗家記録)

†日本はオランダ船に金17,723両 を輸出。(通航一覧)

十輸出銅高5,216,8734斤。中国へ3,704,9734斤 。オランダヘ1,450,000斤。掛・改め欠61,900斤 。(年 々帳)

1唐船70艘 に銅37,43873ピ コル、オランダ船 2般に銅14,500ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

2月 22日 妙本寺上に「キリーク ロロ禅定門霊位」の銘のある一石五輪塔、(月 未詳)15国 妙本寺上に「浄□

欣安人士位」の銘のある一石宝値印塔あり。

1690年 (元禄 3年 )

2月  <吉岡銅山>中野村の川筋へ水を導く全長200mの「大切水抜Jの普請が完成。水没していた間歩が復活し

た。この頃の吉岡銅山の山内稼人は974人 といわれる。(成羽町史)

3月 1日  <別子銅山>泉屋より出願されていた別子銅山の開発が許可され、稼行が開始された。この銅山は前年、

元吉岡銅山の掘子が発見し、泉屋に報告されたものが、一説には貞享 4年、宇摩郡三島村の祗太夫が、宇摩郡別子

山村に鉱脈を発見したともいう。(別子銅山公用帳―)

銀掘の人数は176人になる。(御巡見衆諸事覚)

代官由比長兵衛支配の時、山師の願いにより炭20貫 目1駄 につき判銀 4匁宛、荷数に掛けて炭役を納めるようにな

る。(山中家文書)

石見銀山山役銀 5貫 218匁 2厘。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高625貫 704匁 9分。(野沢家文書)

1691年 (元禄 4年 )



面暦1作号 :申国朝紳 海 外

1689年①l傑熙路年) 9月 清国康熙帝、日本商船に対する余計4奮察をしないように諭すと(清聖祖翻

清国では2年前から私鋳銭が再び流行し、官鎌銭1,0∽文の値は1銀 1両にもならない。(閲世繍

この年、シャム
ー
に行く申国の商船は1気 a隻で、その内、シャムー清国一日本貿易を行)商船は多数。鮮 莱鶏01

16894F度 の日本鍋の輸出量は1嗣,000カ ティ、輸鶴額は350,銘 0ダルデン、単価は1■コルあたり11,9テ ールj(近

蜘 貿易の数量的鶏動

1689年度の小判0輸出量は1お閉15両、単価は6.患テ‐ル。(近世の珂`判貿易にうい0

169040鰤議ψttp 清国では私鋳銭が無止され、この年、官鋳蝶1,0∽菊の値は銀1面 2、 3分にあた登。(聞世編)

硲帥年度の日本銅の1輸出量は1ユ醐,000カ ティ、翰出額ld629副 Oグルデン、単価は1ビコルあたり11や テール。(近

世銅貿易め数量的考察)

1690年度の小半1の輸出量は12,261両、単価は&8テ ‐ル。(近世の小判貿易につい0

1691年 1691年度の日本銅の輸出量1ま900,900カ テイ、範出額は389,025グルデン、単価は1ピコルあたり■扇テープ略 (近

世鋼営易の数量的考察)

1091年度の小判の輸罐 は2盈-757,75両、単価は金おテール。(近世の小判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

1691年 (元禄 4年 ) 石見銀山灰吹銀判銀打高539貫 599匁 6分 (判賃 8貫 93匁 9分 6厘 )。 (山中家文書)

1俵当たり米値段 16匁。(三祖慶忠年々勘定帳)

†口朝貿易における丁銀輸出高は、2,730貫 603匁、純銀量2,184貫 482匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

1日 本はオランダ船に金27,943両 を輸出。 (通航一覧)

†輸出銅高3,860,840斤 。中国へ2,939,440斤。オランダヘ900,000斤。掛・改め欠22,400斤 。(年々帳)

1唐船70艘に銅32,20955ピ コル、オランダ船 3艘に銅9,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

1692年 (元禄 5年 ) 後藤覚右衛門が代官となる。 (山中家文書)

石見銀山山役銀 4貫 642匁。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高271貫 140目 5分 7厘。(野沢家文書)

石見銀山灰吹銀判銀打高270貫265匁 (判賃 4貫 53匁 9分 2厘 )。 (山 中家文書)

1匁当たり米値段 2升 8合、 1俵当たり米値段 15匁 7分～14匁 7分。 (三祖慶忠年々勘定帳)

†口朝貿易における丁銀輸出高は、2,437貫 241匁、純銀量1,949貫 792匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

十日本はオランダ船に金13,■ 8両を輸出。(通航一覧)

†輸出銅高4,070,250斤 。中国へ2,182,190斤 。掛・改め欠6,560斤 。オランダヘ1,800,000斤 。掛 。改め欠81,500斤 。
(年々帳)

1唐船70艘に銅35,46374ピ コル、オランダ船 4艘に銅18,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

高野山過去帳に 8月 27日「銀山 桜内治兵衛子息」とあり。

4月 28国 龍源寺間歩上に「経 妙□霊」の銘のある一石五輪塔、 4月 8日 妙本寺上に「□大本国為幼主茸子也」
の銘のある一石五輪、(月 日未詳)「 [      ]春 信士Jの銘のある宝筐印塔あり。

1693年 (元禄 6年 ) 6月 後藤覚右衛門支配中、銀山稼入用として銀200貫を下し置かれ、その内28貫600目 58匁 3分 2厘で柑子谷元泉
山水抜普請を行う。残銀は元禄14年井口治右衛門支配の節に返納する。 (銀山開起由来記)

7月 29日  <伊豆湯ヶ島金山>湯 ヶ島金山の山師金右衛門・伝左衛門・安兵衛の3名 より岡本弥市右衛門にあてて、
72両の吹金の代金として 7両 とビタ1貫文を受取った旨の手形が渡される。(大城家文書)

8月 後藤覚兵衛支配中、極印屋で汲鉛役を判銀100目 につき2匁宛取立てるという。(山 中家文書)

後藤覚兵衛支配中、炭が高値になったため炭正味20貫 目1駄につき1匁 2歩 5厘宛を炭役納めるように改められる。

(山 中家文書)

石見銀山灰吹銀高282貫 772目 6分 7厘。(野沢家文書)

石見銀山山役銀 4貫 10匁 5分。(山 中家文書)半

1匁当たり米値段 3升 2合、 1俵当たり米値段 13匁 7分 5厘。(三祖慶忠年々勘定帳)

†国朝貿易における丁銀輸出高は、2,274貫 246匁、純銀量1,819貫 396匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

十日本はオランダ船に金22,854両 を輸出。 (通航一覧)

†輸出銅高4,152,317斤 。中国へ3,976,630斤 。掛 。改め欠10,845斤 。オランダヘ1,250,000斤。掛・改め欠61,250斤 。

(年々帳)

1唐船70艘 に銅33,62685ピ コル、オランダ船 5艘に銅12,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

2月 25日 龍昌寺に「為妙恋禅定尼」の銘のある宝筐印塔、12月 4日 龍源寺間歩上に「経 妙明霊」の銘のある

一石宝値印塔、(月 日未詳)妙正寺に「[    ]月 霊位」の銘のある一石宝復印塔あり。
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1691年

1∞2年③●饒言18年 ) lo月 朝態において銀貨を偽造すれば斬痢ど定ある。1鯨宗実録)

1692Stの 日本銅の輸出量は1,800,000カ ティ、輸出額は778:950ダルー
デン、単価は1ピ コルあたり■.85テ ール.

―
征世銅費易翰 量的考察)

1692年度の小判の輸出量ld3i750,こ 両、単価はC,8テ ーケ鳴 (近世O/1ゞ」貿易にういて)

1693TO(康嘲 0月 清国康漿書、広東地方に藤着した日本の船を送速させる。(清聖祖実動

1693年度の日本畑め輸出量は1,290:900カ ティ、輸世額は51鶴 700グ ルデント単価は1ぜコ,ルあた.り ■.85テ ー塩

ω卍割貿易の数量的考察)

1698年度の小判分輸出量は17.88725両、単価6避はテール。(近世の小判期 につい0



西 暦 (年号 :日本)

1694年 (元禄 7年 ) 2月 銀山領土江村御番所、波根船表番所へ統合す。(観聴随筆)

石見銀山山役銀5貫995匁 2分 3厘。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高310貫 42目 6分 9厘。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 2升 8合、 1俵当たり米値段 15匁 7分。(三祖慶忠年々勘定帳)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、2,579貫 049匁、純銀量2,063貫 239匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

1日本はオランダ船に金15,034両 を輸出。(通航一覧)

†輸出銅高5,029,100斤 。中国へ3,287,900斤 。掛・改め欠10,250斤 。オランダヘ1,670,000斤。掛・改め欠60,950斤 。

(年々帳)

1唐船70艘 に銅34,40799ピ コル、オランダ船 4艘に銅16,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

8月 19日  妙正寺に「釈○○霊Jの銘のある円頂方柱型墓標あり。

1695年 (元禄 8年 ) 18月 幕府、貨幣を改鋳する旨を布告する。(御触書寛保集成)

19月 幕府、慶長金銀貨と元禄金銀貨を等価として通用させることを布達する。(御触書寛保集成)

+10月 幕府、諸国の金銀銅山の開発を奨励す。 (御触書寛保集成)

石見銀山山役銀7貫535匁 4分 1厘。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高386貫 298目 7分 7厘。 (野沢家文書)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、2,449貫 373匁、純銀量1,959貫 498匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

十日本はオランダ船に金12,614両 を輸出。(通航一覧)

1輸出銅高6,145,262斤 。中国へ4,043,9877斤 。掛 。改め欠12,5854斤 。オランダヘ2,008,6388斤 。掛・改め欠80,050

斤。 (年 々帳)

1唐船60般に銅41,61136ピ コル、オランダ船 4艘 に銅17,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

9月 7口 龍源寺間歩上 (妙像寺跡)に「経秋月印耀心霊Jの銘のある一石宝往印塔あり。

1696年 (元禄 9年 ) +3月 26日 橋辺判五郎と関野甚兵衛が朝鮮との交易に新銀を用いるための交渉官に命じられ、 3月 26日 出帆し、
4月 6日 倭館に到着するとの記述あり。 (宗家記録)*

†4月 18日  朝鮮において元禄銀通用交渉が開始され、新銀をもって交易すること、古銀に対する新銀の品位不足

分は歩増 しして渡すことを橋辺判五郎と関野甚兵衛が朝鮮商人に伝えるとの記述あり。(宗家記録)*

4月  <備中小泉銅山>江戸中橋上槙町泉屋七右衛門 (江戸出店支配人)名義で、大坂長堀茂左衛門町泉屋吉左衛

門 (泉屋当主)が請人となり、代官平岡吉左衛門へあて、小泉銅山 1年銀30枚で 5ヶ 年稼行することを出願 した。
これに対 して江戸の勘定奉行が、一両年運上なしで掘り、その後に10分 の 1の運上という仕法によって出願するこ

とを勧めた。(住友家文書)

†5月 4日 朝鮮、新銀は古銀に対し、 2割 9分加給が妥当と主張するが、対馬藩は 2割 5分加給が妥当とすると

の記述あり。(宗家記録)*

17月 9日 幕府、金銀貨の私鋳を禁ず。(徳川実記)

+11月 19日  朝鮮の銭鋳造のため銅を多く渡すよう、朝鮮商人より要請されるとの記述あり。(宗家記録)半

石見銀山山役銀 6貫 175匁 8分 *。
(山 中家文書)

石見銀山灰吹銀高363貫 708目 9厘。(野沢家文書)



西麿伯圭キ中国i朝翻 海 外

1694掏 鯨礫圏年 ) 清目商人|の外国での造船、窯制品の密輪を繁!儘 鯖 朝文献通考)

1694年度の白本鋼の輸
―
由量は11600,000労

.テ
ィ、輸出額は.691.600グルデント単価は■ どコルあたり11185-チ ー″。

髄 世銅貿易め数量的考鋤

116944F2の小判の鶴蝶 l19イ鶴両、単価は年8テー′略 (近世のィ〕洋I費易について)

169も年 169S写度の日本鋼の輸出景は|二 70悦 000カ ティ、輸出類は7盟,勢ダルデン、単価t41ピコ71/あ たりli郎テー″|

(近世鏑貿易の数量的考籍

とG95年度の小半1の輸出量tよL2T両、単価|はOSテ ール●|∝世の/1klll貿 易につい.て )

1696T オラン舛案インド会社は品質検套により、小判に替わる日本銀再輸出の寸能性を検討。銀つ品質低下 (13%)にょ
り再輸出を喩 く働 織 .財釣売)

16964自の日本鋤の輸出量は1)岬す∽9ヵ テ
=、

輸tB4は .591162,プ ルデン、学価は1ビコルぁたり11.85テ ールむ
(迂鰤 貿易の歎量的考籍

蛉餌年度の螂 |の輸出量は1,326`両、単価はaaテーータ略 (近世の小判貿1易I=ついて〕



西 暦 (年号 :日本)

1696年 (元禄 9年 ) 1匁当たり米値段 3升、 1俵当たり米値段 14匁 7分。(三祖慶忠年々勘定帳)

†国朝貿易における丁銀輸出高は、2,439貫 997匁、純銀量1,951貫 997匁 (慶長銀品位100分中80)。 (宗家記録)

1日 本はオランダ船に金18,013両 を輸出。(通航一覧)

†輸出銅高8,847,5028斤。中国へ6,927,7259斤。掛 。改め欠18,854斤。オランダヘ1,832,9629斤。掛 。改め欠67,950

斤。(年 々帳)

†唐船70艘に銅70,19768ピ コル、オランダ船 4艘に銅165,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

9月 9日 妙正寺に「閑空Jの銘のある組合せ宝症印塔あり。

1697年 (元禄10年 ) 闇2月 10日  銀山領の村方に対し、山御年貢新設の沙汰あり (加藤家文書)

6月  <備中小泉銅山>泉屋理右衛門の名で、山本与惣左衛門代官の手代衆宛、小泉銅山の問掘りを出願し、鉱筋
にあたれば注進して運上をも定めたい旨を述べた。 8月 に金沢・藤木の 2間歩の普請に着手 したが、藤木間歩は水

抜きが困難であるため中止、金沢は鉛鉱の筋はあったが、銅は見込みがなかったため、泉屋は稼行を断念。 (住友

家文書)

この年の諸入用覚書から竹 1束=2匁 5分、米 1石 =42匁 1分 3厘 8毛、小紙 3束代=3匁、村送ごぜ遣代=1匁、

帳紙 1東 =2匁、醤油 6合 =6分、墨 1丁 =5分、茶半斤=7分 5厘、 胡麻油 2合 =1匁 4分、太々神楽料=14
匁、こんにゃく2丁 =2分、座頭木銭合力=4分、米 1升 5合 =1匁 2分、酒 1升 5合 =2匁 4合 (多 田家文書)

石見銀山山役銀 6貫861匁 2分。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高297貫 782匁 8分 6厘。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 2升、 1俵当たり米値段 22匁。(三祖慶忠年々勘定帳)

†元禄銀の対朝鮮輸出開始、正式通用は1700年から。品位は慶長銀が100分中80、 元禄銀100分中64、 大部分が中国
へ再輸出。(宗家記録)

1輸 出銅高9,003,221斤 。中国へ6,406,023斤 。掛・改め欠16,210斤 。オランダヘ2,500,000斤 。掛 。改め欠80,988斤 。

(年 々帳)

†日本はオランダ船に金883両を輸出。(通航一覧)

十唐船70艘 に銅64,08178ピ コル、オランダ船 6艘に銅25,000ピ コルを輸出。 1ピ コル三100斤。(通航一覧)

高野山過去帳に正月23日「石金本谷 介原半三郎兄」とあり。

1698年 (元禄■年) 13月  幕府、当座使い捨ての商品への金銀箔の使用を禁ず。 (御触書寛保集成)

15月 17日  朝鮮交易の新銀加給は 2割 7分 となる。(宗家記録)*

17月 18日  朝鮮が新銀を受取らないため、銀割が遅れ、中国への朝貢使節派遣に支障が出る恐れ有り。このこと

を倭館の対馬藩年寄らが評議。評議の結果、直ちに銀割を実施することが決定される。(宗家文書)*

17月 26日 阿比留惣兵衛が倭館に着き次第、東茶府・釜山浦へ新銀鋳造を報告する書簡を遣わす。(宗家文書)*

†7月 東茶・釜山両令公宛に、対馬藩主宗義真の契書を渡すとの記述あり。(宗家記録)*

+7月  日朝交易に際して、新銀 2割 7分加給の内容を記した証文が取交わされるとの記述あり。(宗家記録)*

18月 17日  8月 1国 に阿比留惣兵衛・服部又右衛門、倭館に到着。東茶府・釜山浦へ新銀鋳造についての書簡を

送る。(宗家文書)キ

9月  <吉岡銅山>こ の年 9月 ～元禄15年 6月 、和泉屋の休業の後をうけて、大塚理右衛門 (大塚孫市の子孫)と
吹屋村庄屋松浦五右衛門 (松浦五郎左衛門の子孫)力嗅吉岡銅山稼行を請負い、和泉屋同様出銅の 1割を上納した。

(成羽町史)
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169岬

1697CO(康熙鶴年) 111月 清国では4卜型錢の流通が多く、銭価は低 く、物価は高い。(清聖祖実録)

清国、湖南・湖上の打ヽ銭の1使用を禁とするが、以降も小銭の流通ほ続いている。(清朝文献通考)

この年マ‐ラ溶に入港した日本発の齢 ―は■隻。中国人 1名、二―ヽわゆる航路変更でサン′ぐン船1曳 (脇 助拗 ,″奮

す力勒 牛 癖ぃrbzriT盟o

1697年度の日本銅り鎗出量は2,500,043オ ティ、輸出額は1,030,う 26グルデン、単価は■ビコルあたり11.85テ ール6

(近世鋼貿易の数量的考察)

1697年度の小判の輸出量は0両。(近世め小判貿易について)

16期Ю 帳 熙37射 4月 清国|では海上貿易振興のため貿易税が減額される。(清聖祖実録)

16984度 の日本鋼の輔瞬量は射500n麒チヵティ。低世銅貿易¢数量的考籍

1698年度の小判の輸出量は7.537.5面、単価はCiaテーール。∝世の1小判貿易にすいて)



西 暦 (年号 :日本)

1698年 (元禄11年 ) 110月 12日  新金銀鋳造の件を朝鮮へ報告した阿比留惣兵衛、対馬鰐浦へ帰着。(宗家文書)*

†10月 12日  新銀通用許可について、朝鮮政府より東茶府へ書付を以て通達される。(宗家文書)*

12月 15日  銀山産出の灰吹銀について、従来は京都銀座で100貫 目当たり丁銀119貫に吹直し上納のところ、以後新

銀146貫400目 に吹直す旨勘定所より通達あり。 (野沢家文書)

石見銀山山役銀 6貫 240匁4分 6厘。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高277貫444匁 7厘。 (野沢家文書)

石見銀山登せ灰吹銀高281貫66匁 5分 1厘。内238貫 759匁 8分 1厘米代等。(野沢家文書)*

灰吹銀 1貫 目につき引替丁銀は1貫 464匁、引替歩合が 4割 6歩 4厘 となる。(石見銀山旧記・山中家文書)

灰吹銀と丁銀の歩合を、判銀100目 に対し、灰吹銀105匁 4厘、丁銀153匁 7分 9毛 とする。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 2升 3合、 1俵当たり米値段 19匁。 (三祖慶忠年々勘定帳)

<長登銅山>萩藩は幕府の求めに応じ、元禄11、 12の両年の銅の産出額を報告。これによれば、元禄11年分は長登

の銅9,520斤 、板銅2,693斤 、蔵目喜の銅320斤、計12,533斤 。元禄12年分は長登の銅610斤、板銅2,500斤 、蔵目喜の

銅2,000斤、計5,110斤。(毛利家文庫)

1日 朝貿易における丁銀輸出高は、1,400貫 000匁、純銀量896貫 000匁 (元禄銀品位100分 中64)。 (宗家記録)

キ唐船67艘に銅60,82395ピ コル、オランダ船7艘 に銅29,80988ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

高野山過去帳に (月 末詳)15日 「石金 平野四郎 内」とあり。

■月 9日 龍昌寺に「古川□桂信女」の銘のある無縫塔台座あり。

キ間 9月 9日 訓導朴余知・別差樫判事、新銀を吹直し、正銀にして清国へ渡すように漢城より命じられるが、朝

鮮商人の反対で吹直しは行われず。その科で両人、漢城に呼び出される。(宗家文書)*

1闇 9月 23日 訓導朴な知 。別差荏判事、先月29日 に都へ連行され、降格されたとの噂があるが、詳細不明。 (宗

家文書)*

111月 23日 新銀御返翰中の不適切な表現の訂正を対馬藩より朝鮮側へ要求。朝鮮承認に委ねた新銀吹直しの結果、

新銀は 「弐歩七之増Jと 決定されたことが朝鮮側より倭館へ通達される。(宗家文書)*

†11月 24日  日本の国法により銀吹直しは禁じられているので、新銀吹直しの件は朝鮮側に一任する旨、対馬藩よ

り訳官へ通達。(宗家文書)*

†11月 28日 新銀「返翰」の書付に対する東茶府の返書の中に不適切な文言あり。文章の訂正を対馬側より要求。

(宗家文書)*

石見銀山山役銀7貫 647匁 5分。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高238貫759匁 8分 7厘。(野沢家文書)

石見銀山登せ灰吹銀高415貫 162匁 4分 9厘。内373貫 700目 米代等。(野沢家文書)

1口朝貿易における丁銀輸出高は、1,980貫 000匁、純銀量1,267貫 200匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

1唐船69艘に銅52,36435ピ コル、オランダ船5般 に銅225,000ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

5月 12日  石銀地区に「香□浄薫信士」の銘のある一石宝鹿印塔あり。

1699年 (元禄12年 )

12月 21日 古銀通用停止にもかかわらず、倭館内では以前より流通していた古銀が回収されず、未だに通用して

いる。今後、古銀を朝鮮方より受取った際は、代官方へ差出し、新銀と交換することを触れる。(宗家文書)*

1700年 (元禄13年 )



1西暦管庁井 中国=朝帥 海 外

1698CO(康熙37年 )

1699年 い粥年度の日本鋼の輸出量は2,50悦 990カ テイ。∝世銅貿易の数量的考察)

1700年⑪(康熙89年)

③鯨 宗掛年)

4月 朝鮮において倭新銀 (元禄銀)の可否について論じ、新銀の受取りを拒否することに決する。(粛宗実鋤

10月 清国康熙帝、福建地方に
1漂
着した外国船の送還を命じる.。 (潜聖祖実録)



西 暦 (年号 :日本)

1700年 (元禄13年 ) †2月 21日 朝鮮商人、人参代としての新銀に古銀を加えることを要求。対馬藩はこれを受入れられず、朝鮮側と

交渉するが、交渉は難航。 (宗家文書)*

+2月 21日  日頃漢城より対馬からの渡銀不足の為、冬至使の携行する銀の調達に難渋している旨、倭館に伝えら

れる。(宗家文書)*

+5月 15日 先日、対馬藩から朝鮮に新銀の件を申し伝えたが、朝鮮政府内の担当役人の事情で返簡が延引。 (宗

家文書)*

†7月 6日 公儀より古銀通用御停止に付、佐須奈よりの飛船の評銀中に古銀が混ざっていないかを、船頭石川武

兵衛に尋ねる。評銀は封印されており、倭館で中身を調べ、また水夫小屋などの探索も行うように武兵衛に命じる。

(宗家文書)*

+7月 27国 銀1,050貫 目、佐須奈より10艘 の船にて倭館へ到着。 (宗家文書)*

18月 25日 皇暦御銀割について、東茶府へ伺ったところ、合意を得られたので、都 (漢城)へ注進するが、都か

らも承認する見通しを訓導方より加勢藤五郎を介して通達。(宗家文書)*

19月 10日  古銀通用停止にも関わらず、倭館内に残存している古銀が朝鮮人に渡っているとの風聞あり。制札を

立て、これを禁じる。(宗家文書)*

19月 11日  「利物之一件」を除くことは許可しない旨、漢城より申し来る。(宗家文書)*

110月 23日  「新銀御返簡」未だ漢城より到来せず。(宗家文書)*

111月 幕府、金銀銭の御定相場については、金子 1両につき銀60貫 目、銭 4貫文であるので、市中相場において

も銀58匁、銭 3貫900文 より高値にならぬよう布達す。(御触書寛保集成)

112月 8日  「新銀御返簡」の到来延引に付、朝鮮側は文面を書き改め、対馬落へ渡すように、(対馬が)指示。

(宗家文書)*

<長登銅山>元禄13年の銅産出額として、銅3,050斤・板銅5,670斤・計8,720斤 があげられる。販売は、その都度送

り状を添えて大坂筑前橋問屋坂田屋伝右衛門へ送り、同人より大坂銅屋中へ入札させ、落札の者に売り渡す。 (毛

利家文庫)

石見銀山山役銀 5貫 597匁 6分 1厘。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高373貫 700目 。(野沢家文書)

石見銀山登せ灰吹銀高473貫 549匁 5分 3厘。内419貫465匁 8分 5厘米代等。(野沢家文書)*

1匁当たり米値段 3升 8合 5勺、 1俵当たり米値段 23匁 8分。(三祖慶忠年々勘定帳)

1日 朝貿易における丁銀輸出高は、1,565貫 000匁、純銀量1,001貫 600匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

†唐船53艘に銅36,29515ピ コル、オランダ船 5般に銅14,969ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

17世紀後半

1701年 (元禄14年 ) <芹 ヶ野金山>金銀銅山の開発奨励に関する元禄11年 の幕府による触に応じ、鹿児島藩では芹ヶ野金山の再開発を

行ってきたが、この年、金 2万両の拝借を許され、従来通り落からの入用も加えて、開発に努めた。また、川辺郡

神殿山金山も新たに取立てた。(芹 ヶ野金山発起始終覚書)

石見銀山山役銀10貫 26匁 7分 7厘。 (山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高490貫465匁 8分 5厘。(野沢家文書)



西麿伯手キ 中国 .朝鮮) 穂 外

1700年⑮(南熙駆⇒
③(粛宗閉年)

福建、広東の無 ―外国のPEkに よ―るものが多い。福建・広東人、ルフンー銀を買うて広州に帰る。故に商ットは金を商品
にして数倍の利益を得税 欲東新諭

17oO年度の日本範の輸出量は1,946潮ηカテイ、単価は 1ビ コルあたり12.34テ ー″。(近世銅貿易の数量的考籍

17世紀後半 清代前期ヽ 雲南は銀の主な産地である。年間銀の産出は17、 3万面で、他の地域のど合計して、全国銀の産

“

■年

間20万蘭あまり。⑪筆聾攀鏃ゆ

マカオの近く0+宰門という島に港が多く、ことで海外貿易が盛んに行わ|れる。(議南雑記)

清目、日本1間の輸出と鯨 品の売り値、いずれも平均にして元値の3.尉銘 (十七世紀台湾英国貿易史料)

1701年 1701年度の日本銅の輸出量は11659,700.カ ティ。 (迂世銅貿易の数量的考察)



西 暦 (年号 :日本)

1701年 (元禄14年 ) 石見銀山登せ灰吹銀高314貫 175匁 4分 2厘。内264貫316匁米代等。(野沢家文書)*

1匁当たり米値段 1升 8合、 1俵当たり米値段 24匁 4分。 (三祖慶忠年々勘定帳)

†国朝貿易における丁銀輸出高は、2,730貫 000匁、純銀量1,747貫 200匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

1唐船56艘に銅38,33051ピ コル、オランダ船 4艘に銅16,585ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

1月 15国  妙正寺に「[    ]○ 院 [   ]」 の銘のある笠付方形型墓標あり。

1702年 (元禄15年 ) 銀山の人口について、銀山町1,621人 (224人 減)、 大森町686(28人 減)と 記す。(野沢家文書)

石見銀山山役銀 3貫378匁 5分。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高264貫317匁。(野沢家文書)

<吉岡銅山>泉屋が、幕府から拝借金を得て、元禄15年 6月 より再び吉岡銅山を稼行する。この度は、坂本村へ排

水路を敷設しようとしたが難航、享保元年に休山。 (住友家文書・大塚家文書)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、1,806貫 960匁、純銀量1,156貫 454匁 (元禄銀品位100分 中64)。 (宗家記録)

1唐船80艘に銅38,■372ピ コル、オランダ船 4艘に銅14,650ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。 (通航一覧)

9月 24国 龍源寺間歩上 (妙像寺墓地)に「経耀秋院妙心Jの銘のある一石宝麓印塔、「経  耀秋院妙心霊Jの銘
のある一石宝僕印塔、 (月 未詳)24日 「耀□院妙心□」の銘のある一石宝筐印塔あり。

1703年 (元禄16年 ) 8月 1日  8月大風水につき、この年銀 1匁 に米 9合の凶作年となる。(光永寺文書)

石見銀山山役銀 4貫 320目 7厘。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高338貫653匁。(野沢家文書)

石見銀山登せ灰吹銀高351貫440匁 1分 5厘。内321貫 771匁 5分 6厘米代等。(野沢家文書)*

1匁当たり米値段 1升 9合、 1俵当たり米値段 23匁。 (三祖慶忠年々勘定帳)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、730貫000匁、純銀量467貫 200匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

1唐船80般に銅39,43032ピ コル、オランダ船 4 Flwに 銅16,300ピ コルを輸出。 1ピ コル=100斤。(通航一覧)

10月 27口 龍昌寺に「○○○○信士」の銘のある位牌型墓標あり。

1688-1704年

(元禄年間)

元禄初期、灰吹銀1貫 目につき引替丁銀は1貫 487匁 5分 (4割 8分 7厘 5毛 )。 (石見銀山旧記)

<越中虎谷金山>万治期頃に、鉢村より金掘屋敷、鉱石捨場の分として63石 6斗 6升 9合分の土地を割譲され、そ
の分の年貢を山師などより「山役銀」として lヶ 年銀150匁上納することになっていたが、寛文以後の金山衰退の

ため、元禄年間にこの分を前年の家数40軒に割付け「棟役銀Jと 呼ぶようになった。軒数の減少に従い、この棟役
銀の額も減少していった。(越中鉱山雑誌)

<薩摩蒲生郷砂金山>元禄期頃、蒲生郷漆村、赤仁田の大良から赤仁田川に砂金が流れていたと伝えられている。
(蒲生郷土史)

1月 12日  龍源寺間歩上に「経  □□霊」の銘のある一石宝医印塔、 (月 末詳)22日 妙本寺上に「本誉宗林信士」
の銘のある一石宝魔印塔あり。

1704年 (宝永元年) 石見銀山山役銀 5貫 220目 7分 3厘。 (山中家文書)半

石見銀山灰吹銀高321貫 771匁 5分。 (野沢家文書)

石見銀山登せ灰吹銀高305貫328匁 6分 8厘。内273貫 128匁 6分 7厘米代等。(野沢家文書)*
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1701年

1702年③(康熙41哺 清国く―銅銭の重さを 1銭 4分 に改定する.。 (清朝文献通考)

1702年度つ日本銅の輸出量は1,5襲 ,300カ ティ、輸出額―はヤ24,430グルデン、単価は1どコルあたり12.84テ ール|

蜘 貿
―
易の数量的考察)

1702年度の小判つ輸出量は21,■ 1お両、単価はd3テ ー
'1/c(近

世の小判貿易について)

17034 1703年度の日本銅0輸出量は1,629や耐カティ、輸出額はT61,025グルデン、単価は1ビコルあたり12.84テ ール。
(近世銅貿易の数量的考察)

17034度の小判め輸出量は19,245,S両、単価はd8テ ーメ略 (近世の小半1貿易について)

1688-170翠零

1704年 1704年度の日本銅の輸出量は1“鬱9,422々 ティ、輸出額は3541158グルデン、単価は 1ピ コルあたり12ユ テージ鳴

(近世銅貿易の数量的考察)

1704年度の打畔Jの輸出量は21427両、単価は6.Bテ ‐ルも(近世の小判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

1匁当たり米値段 2升 5勺、 1俵当たり米値段 20目 。(三祖慶忠年々勘定帳)。

1国朝貿易における丁銀輸出高は、1,350貫 000匁、純銀量864貫 000匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

1704年 (宝永元年)

1705年 (宝永 2年 ) 3月 銀、米相場、上米 1石、浜田 銀59匁 5分、松江 銀55匁 3分、田儀 丁銀57匁 5分中米 1石、浜田 銀58匁 5

分、松江 銀55匁 3分、田儀 丁銀55匁、下米 1石、浜田 銀57匁5分、松江 銀47匁 2分、田儀 丁銀52匁。 (野沢家

文書)

5月 代官井口次右衛門、無名異の産出絶無のため、当年物成より入用銀を支出し、新規鉱筋の試掘を願い出、幕

府より許可される。(野沢家文書)

8月 19日  幕府、石見国浜田藩主松平周防守に対し、非常時の警護方を命ず。(石見国銀山古書類控)

この年の入用覚書によれば、娘燭 2丁代 6分 5厘、小紙 3東代 3匁 6分、帳紙 1束代 2匁 5分、噛燭 1帳 3分、

茶半斤 7分、煙草半斤 5分、味噌 1升 1匁、酒 2升 2匁、醤油 4合 4分、胡麻油 1合 1匁、鯨油 2合 6分、

豆腐 4丁 5合、こんにゃく2丁 5分、奈良漬 1つ 8分。(温泉津村諸入用覚書)

石見銀山山役銀 6貫 336匁 7分 3厘。 (山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高273貫 186匁 6分 7厘。 (野沢家文書)

1匁当たり米値段 1升 2合 7勺、 1俵当たり米値段 26匁 7分。(三祖慶忠年々勘定帳)

†口朝貿易における丁銀輸出高は、1,077貫 500匁、純銀量689貫600匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

(月 未詳)4日 石銀地区に「一誉欣信士」の銘のある宝僕印塔基礎あり。

1706年 (宝永 3年 ) 3月  米相場、上米 1石、浜田 銀68匁、松江 61匁 6分、田儀 丁銀59匁 5分、中米 1石、浜田 銀67匁、松江 60

目6匁、日儀 丁銀57匁 5分、下米 1石、浜田 66匁、松江 59匁、田儀 丁銀56匁。(野沢家文書)

9月 前年度分の登せ銀を登す。内、 2年度灰吹銀高303貫408匁 7分 7厘 7毛。石州、陰州登せ高合計、灰吹銀100

貫404匁 7分 3厘、丁銀769貫205匁 5分、金190両を106箱 に納めて発送。 (野沢家文書)

10月  無名異山普請のため拝借銀1貫479匁 5分 1厘仰にて採掘し鉱脈にあたり、宝永 2年の御勘定に組入れるよう

代官井口治右衛門より勘定所に許可を請う。(野沢家文書)

石見銀山山役銀7貫352匁 9分 9厘。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高303貫408匁 7分 8厘。 (野沢家文書)

1匁当たり米値段 1升 5合、 1俵当たり米値段 28匁。(三祖慶忠年々勘定帳)

1口 朝貿易における丁銀輸出高は、1,300貫 000匁、純銀量832貫 000匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

1707年 (宝永 4年 ) †8月 13日  対馬藩御目付役服部勘兵衛、東茶府・釜山浦へ新銀吹替の儀を申し伝える。(宗家文書)*

都築小二郎が代官となる。(山中家文書)

石見銀山山役銀 2貫 370目 8分 5厘。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高342貫240匁 6分 7厘。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 2升、 1俵当たり米値段 21匁。 (三祖慶忠年々勘定帳)

1口朝貿易における丁銀輸出高は、971貫 900匁、純銀量622貫016匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

8月 17日  妙正寺に円頂方形型墓標あり。



西暦(年号 :中国・朝翻 海 外

1704年

1705T 1月31日 長崎め葡館長タント.がバタザィアに持ち帰った銀の品質検査で、金にILLべ 5と

'分

の 1必 %オI益薄と結

論。(Gttaた ユぬ�諺)

1705年度の日:本銅の輸出量は1,880,000カ ティ、輸出額td851,865ダルデン、単価は-1ピ コルあたり124テ ‐塊  (近

世銅貿易の数量的考雲)

17磁年度の小判の輸出量ld9澤425m、 単価は6.sテ ーp1/。 従世の1小判貿易について)

1706TI 1月 25日 小lllに警わる銀の輸出|の可能性に関する長崎のオランダ商筆景タントからインド参事会への報告は、利
益薄との結蘊  (G翔,恥革″)

1706年度の日本銅の輸出量は1.500,Omヵ ティ、輸出額は698.250グルデン、単価は1ど ヨ″あたり12,3テ ール.∝
世銅貿易の数景的考菊

17∝年度の小判の輸1出量騨鮮環増5両、単価
―
ld6 8テ ー

'1/.(近
世の小判賢易について)

1707年 1707年度0日本鋼の輸出量は1罰0,000カ ティ、1輸出額は的3,250ダルデン、単価
―
は1ピ ユルあたり1213テ ール。(近

世鍋貿身分数量的考鋤 ―

1707年度の小判の輸出曇は19群475両、単価ld6おテーサレ。(逓世の小判貿易について)



西 暦 (年号 :日本)

1708年 (宝永 5年 ) 石見銀山山役銀 8貫 370目 8分 4厘。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高340貫 370目 。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 1升 7合、 1俵当たりの米値段 23匁 3分。 (三祖慶忠年々勘定帳)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、980貫 000匁、純銀量627貫 200匁 (元禄銀品位100分中64)① (宗家記録)

10月 18日  石銀地区に「臨徴道風」の銘のある五輪塔地輪あり。

1709年 (宝永 6年 ) 石見銀山山役銀 4貫 338目 6分。(山 中家文書)*

石見銀山灰吹銀高260貫 140目 。 (野沢家文書)

1俵当たりの米値段 19匁 6分。(三祖慶忠年々勘定帳)

†日朝貿易における丁銀輸出高は、940貫000匁、純銀量601貫 600匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

6月 20国  石銀地区に「即蓮信士霊」の銘のある角塔あり。

1710年 (宝永 7年 ) 1月 代官都築小二郎、幕府勘定所に対し、銀山困窮につき、去丑年御成ヶ銀の内、丁銀50貫 目を稼人救済のため

に拝借したき旨を伺う。(石見国銀山古書類控)

9月 銀座年寄が宝永 7年から正徳 4年までに対馬に渡した人参代往古銀の高を報告。この年石州灰吹銀227貫250

目を以て人参代に吹立て、往古銀 (慶長銀)277貫245匁を渡す。 (銀座書留)

石見銀山山役銀 4貫 478目 9分。(山中家文書)*

石見銀山灰吹銀高250貫 500目 。(野沢家文書)

1匁当たり米値段 1升 8合 5合、 1俵当たりの米値段 22匁 7分。(三祖慶忠年々勘定帳)

十日朝貿易における丁銀輸出高は、620貫000匁、純銀量396貫800匁 (元禄銀品位100分中64)。 (宗家記録)

1704-17■年
(宝永年間)

宝永初期、灰吹銀 1貫 目につき引替丁銀は1貫 837匁 7分 (8割 3分 7厘 7毛 )。 (石見銀山旧記)

1662-1722年

(寛文 2-享保 7年 )



1醒(年号 :申国.硼

1708年度つ日本銅の輸出量は鬱7,200カ ティ、輸LB4は 385,061ガルデン、単価は1ど コルあたり12おテール。(近世

銅貿易―め数量的考察)

17∞年度の小判の輸出量は30,468,75面、単価は6.8テ ー/●.(近世つ小判貿易について)

V∽年度の日本鋼の輸出量森1,5001000カ ティ、輸出額は698.250グルデン、単価は1ピコルあたり12.eテ ーガt/。 ∝

世鏑貿易の数量的考察)

17粥年度の小判の綸出量は20,228両ヽ単価イ述おテー名  (近世の小判貿易について)

1710年度の日1本銅の輸出豊は1即0や00カ テイ、輸出―額l1698,250グ ルデレ、!単価は1-ビコルあたり12.8テ ール,∝
世鋼貿易の数量的考察)―

1710年度の小判の輸出量は29,990両、単価はd8テークち (近世め小判貿易について)

1704-17■年

この時、福建では、輸入外国銀貨が通用する。(漫遊記略)

この時、米の価格は1-石につき銀う、6銭以内に下り、以降安定|を保すている。(皇朝経世文編)
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晃中辰  「明後期白銀的大量内流及其影響」『中国人民大学書報資料中心複印報刊資料、 k24明清史』 1993年4月

(史学月刊、1993年第1期 初出)

陳春声  「清代広東的銀元流通」『明清広東社会経済研究』 広東人民出版社 1987年

陳柏堅・黄啓臣  『広州外貿史 (上 )』  広州出版社 1995年

尖る永昌  「明末清初的銀貴銭現象与相関的政治経済思想」『国立台湾師範大学歴史研究所専刊』(24) 1994年

董郁奎  「試論明代的白銀及其流通」『浙江学刊』 1988年第3期

範金民  「明清時期中国対日絲綱貿易」『中国社会経済史研究』 1992年第 1期

彰信威  『中国貨幣史』 上海人民出版社 1958年

楊翰球  「十六世紀中国東南沿海国際走私与海盗活動」『十五十六世紀東西方歴史初学集三編』 湖南人民出版社 1993年

楊端六  「関於清朝銀銭比価変動的問題 (上 )」『武漢大学人文科学学報』 1956年第1期

余思偉  「論澳門国際貿易港的興起、早期発展及明王朝的管轄J『明清広東社会経済研究』 広東人民出版社 1987年

李金明  『明代海外貿易史』 中国社会科学出版社 1990年

李剛・徐文華  「十六世紀以来中外貿易通商与中国資本主義萌芽J『中国社会経済史研究』 1987年第4期

梁方仲  「明代国際貿易与銀的輸出入」『中国社会経済史集刊』第6巻第2期  1939年

梁方仲  「明代銀鉱考J『梁方仲経済史論文集』 中華書局 1989年  (中国社会経済史集刊、第六巻第一期、1939年  初出)

林仁川 .『明末清初私人海上貿易』 華東師範大学 1987年

*史料名は文中に付 した。この年表を作成するにあたり、多 くの方 ・々機関に、史料・文献の閲覧等の便宜をはかっていた

だいた。感謝を申しあげる。
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